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第
一
章

わ
が
国
の
議
論
の
状
況
と
問
題
の
所
在

は
じ
め
に

51巻3号

わ
が
国
の
民
法
九
五
条
は
、
「
法
律
行
為
ノ
要
素
」
に
錯
誤
が
あ
る
と
き
、
法
律
行
為
は
無
効
と
な
る
と
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
要
素
の
錯
誤
」
と
は
何
で
あ
る
か
、
古
く
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
動
機
錯
誤
の
取
扱
い
を
巡
っ

て
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
民
法
典
が
施
行
さ
れ
て
百
年
以
上
経
っ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
学
説
の
議
論
は

帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
近
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
錯
誤
を
論
じ
る
も
の
も
登
場
し
、
新
た

な
動
き
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
わ
が
国
の
判
例
は
、
早
く
か
ら
、
錯
誤
と
は
意
思
欠
訣
の
錯
誤
で
あ
り
、
動
機
錯
誤
は
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
ず
、
例
外
的

に
、
動
機
が
、
明
示
ま
た
は
黙
示
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
、
意
思
表
示
の
内
容
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
顧
慮
さ
れ
る
と
い
う
枠
組
み
を
採

用
し
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
、
こ
の
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
判
例
は
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
動
機
の
表
示
の
有
無
を
重
視
し

て
お
り
、
こ
の
枠
組
み
は
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
学
説
は
ほ
ぽ
一
致
し
て
考
え
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
、
こ
の
よ
う
な
判
例
理
論

に
つ
い
て
、
動
機
の
表
示
の
有
無
よ
り
も
む
し
ろ
法
律
行
為
の
内
容
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
の
新
た
な
理
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
説
で
は
、
判
例
が
い
ず
れ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
に
つ
き
、
そ
の
評
価
が
分
か
れ
、
錯
誤
法
の
議

論
は
よ
り
混
迷
を
増
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
在
の
わ
が
国
の
錯
誤
法
の
議

論
状
況
を
以
下
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

志きa雑学法戸神

二
わ
が
国
の
錯
誤
法
の
現
況

か
つ
て
の
通
説
と
も
く
さ
れ
る
我
妻
栄
の
見
解
は
、
意
思
表
示
の
ど
の
段
階
で
錯
誤
が
生
じ
た
か
に
よ
っ
て
、
表
示
錯
誤
と
動
機
錯

誤
と
を
区
別
し
、
九
五
条
で
顧
慮
さ
れ
る
の
は
表
示
錯
誤
で
あ
り
、
動
機
錯
誤
は
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
い
と
し
た
（
い
わ
ゆ
る
ニ



元
説
）
。
但
し
、
動
機
が
表
示
さ
れ
て
意
思
表
示
の
内
容
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
例
外
的
に
錯
誤
無
効
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
動
機
錯

誤
の
場
合
に
は
、
表
示
を
要
件
に
課
し
た
。
こ
の
二
元
説
に
対
し
て
、
舟
橋
諄
一
と
川
島
武
宜
は
、
表
示
錯
誤
と
動
機
錯
誤
の
区
別
は

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

微
妙
で
あ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
同
一
性
の
錯
誤
と
性
質
錯
誤
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
主
た
る
理
由
と
し
て
、
両
者

を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
説
い
た
（
い
わ
ゆ
る
一
元
説
）
。
そ
の
後
の
学
説
は
、
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
表
示
錯
誤
と
動
機
錯

誤
の
区
別
の
困
難
さ
に
共
感
し
、
ま
た
、
実
際
に
問
題
に
な
る
の
は
動
機
錯
誤
が
多
い
と
し
て
、
表
示
錯
誤
と
動
機
錯
誤
の
峻
別
を
否

定
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
動
機
錯
誤
の
保
護
要
件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
に
議
論
が
移
っ
て
い
っ
た
。

一
元
的
構
成
の
先
駆
け
で
あ
る
川
島
は
、
相
手
方
が
表
意
者
の
錯
誤

-
9
)
 

を
予
見
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
相
手
方
に
よ
る
錯
誤
の
認
識
可
能
性
を
要
件
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
錯
誤
の
認
識
可
能

そ
の
要
件
に
つ
い
て
、
見
解
は
次
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
。

性
を
要
件
と
す
る
見
解
は
、
表
意
者
だ
け
で
な
く
相
手
方
も
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
場
合
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
、
表
意
者

の
錯
誤
の
認
識
可
能
性
で
は
な
く
、
錯
誤
に
陥
っ
た
事
項
が
表
意
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
の
認
識
可
能
性
を
要
件
と
す
る
と
の

る

10)

見
解
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
錯
誤
の
認
識
可
能
性
や
重
要
性
の
認
識
可
能
性
の
い
ず
れ
か
が
満
た
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
す
る
折
衷
的
見

解
や
、
認
識
可
能
性
の
他
に
、
錯
誤
の
共
通
性
な
ど
を
要
件
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
相
手
方
の
認
識
だ
け
で
な
く
、
錯

誤
に
よ
る
危
険
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
重
要
性
、
当
事
者
の
主
観
、
錯
誤
の
主
張
に
よ
っ
て
被
る
相
手
方
の
損
害
な

ど
の
要
因
が
、
錯
誤
の
要
件
と
し
て
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
見
解
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
二
元
説
と
一
元
説
の
対
立
は
、
意
思
表
示
の
意
思
主
義
か
表
示
主
義
か
、
ど
ち
ら
に
立
脚
す
る
か
に
よ
っ
て
分
か

二
元
説
で
は
、
意
思
主
義
を
基
碇
に
置
き
、
効
果
意
思
が
な
い
当
事
者
を
保
護
す
る
の
に
対
し
、

れ
て
い
た
と
い
え
る
。

ヽ

つ
ま
り

元
説
で
は
、
表
示
主
義
を
基
礎
に
置
き
、
表
示
を
正
当
に
信
じ
た
相
手
方
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

31 

こ
れ
に
対
し
て
、
最
近
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
思
主
義
・
表
示
主
義
の
対
立
を
越
え
て
、
錯
誤
を
捉
え
よ
う
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

大
別
す
る
と
、
次
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
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ま
ず
―
つ
は
、
九
五
条
に
い
う
錯
誤
は
意
思
欠
訣
の
錯
誤
で
あ
っ
て
、
動
機
錯
誤
は
、
動
機
が
条
件
や
前
提
、
保
証
等
に
よ
り
合
意

名

16)

に
ま
で
高
め
ら
れ
た
と
き
に
の
み
顧
慮
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
新
二
元
説
）
。
こ
れ
は
、
合
意
を
基
準
に
据
え
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
表
示
錯
誤
と
動
機
錯
誤
を
区
別
す
る
点
で
は
、
従
来
の
二
元
説
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
合
意
さ
れ

た
動
機
に
関
す
る
錯
誤
を
、
錯
誤
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、
契
約
責
任
に
よ
っ
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
点
に
、
こ
の
見
解
の
特
徴
が

あ
る
。

51巻3号

二
つ
め
は
、
何
が
法
律
行
為
の
要
素
と
い
え
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
錯
誤
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

一
元
説
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
と
は
、
そ
れ
が
法
律
行
為
の
「
要
素
の
錯
誤
」
で
あ
る

か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
、
表
示
錯
誤
か
動
機
錯
誤
か
を
区
別
す
る
こ
と
は
不
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
が
法
律
行
為
の
内

容
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
基
準
が
一
番
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
が
、
例
え
ば
、
森
田
宏
樹
は
、
そ
の
手
が
か
り
を
フ
ラ
ン
ス
法
の

(18)

（

19) 

コ
ー
ズ

(
c
a
u
s
e
)

に
求
め
、
自
己
の
給
付
と
反
対
給
付
の
均
衡
を
欠
く
場
合
に
、
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
新
一
元

（
こ
れ
を
「
新

士
心
き

a雑学

説
は
、
錯
誤
を
統
一
的
に
処
理
す
る
と
い
う
点
で
は
、
一
元
説
と
変
わ
ら
な
い
が
、
契
約
内
容
の
確
定
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
そ
う

と
す
る
点
は
、
新
二
元
説
と
共
通
す
る
。
た
だ
、
契
約
内
容
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
新
一
元
説
で
は
、
契
約
類
型
毎
に
定
型
的
に
決

法戸

ま
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
意
思
を
基
準
と
す
る
新
二
元
説
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

神

問
題
の
所
在

以
上
か
ら
、
現
在
の
学
説
は
、
錯
誤
を
、
表
示
錯
誤
と
動
機
錯
誤
を
区
別
せ
ず
、
九
五
条
の
「
要
素
」
の
錯
誤
に
す
べ
て
解
消
し
よ

う
と
す
る
の
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
、
い
く
つ
か
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

｛幻）

ま
ず
、
要
素
の
錯
誤
と
い
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
と
さ
れ
る
か
に
つ
き
、
未
だ
意
見
の
一
致
を
み
な
い
。

の
認
識
可
能
性
と
い
う
要
件
は
、
動
機
錯
誤
の
要
件
と
し
て
必
ず
し
も
完
全
だ
と
は
い
え
ず
、
ま
た
表
示
錯
誤
の
場
合
に
は
う
ま
く
機

(22) 

能
し
な
い
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
一
元
説
に
お
い
て
も
、
何
が
法
律
行
為
の
要
素
と
な
る
か
に
つ
い
て
、
一
元
説



そ
の
具
体
的
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
「
狭
義
の
動
機
錯
誤
」
の
問
題
が
あ
る
。
「
狭
義
の
動
機
錯
誤
」
と
は
、
意
思
表
示
の
間
接
的
な
目
的
な
い
し
理
由
に
関
す
る

t3-

錯
誤
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
機
錯
誤
は
、
「
要
素
」
で
あ
る
か
の
判
断
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
顧
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
見

ふ

24)

解
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
狭
義
の
動
機
錯
誤
」
は
、
他
の
動
機
錯
誤
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
狭
義
の

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

動
機
錯
誤
」
が
な
ぜ
他
の
動
機
錯
誤
と
は
異
な
る
の
か
、
ま
た
、
何
を
基
準
と
し
て
、
「
狭
義
の
動
機
錯
誤
」
と
そ
う
で
な
い
も
の
を

区
別
す
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
狭
義
の
動
機
錯
誤
」
の
問
題
は
、
こ
の
種
の
錯
誤
類
型
を
認
め
る
か
は
別
と
し
て
、

何
が
顧
慮
さ
れ
る
動
機
錯
誤
か
と
い
う
問
題
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
顧
慮
さ
れ
る

動
機
錯
誤
か
そ
う
で
な
い
か
、
そ
れ
を
区
別
す
る
基
準
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
は
動
機
錯
誤
で
あ
る
と
あ
た
か
も
自
明
の
事
で
あ
る
か
の

い
わ
ゆ
る
「
特
定
物
ド
グ
マ
」
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
特
定
物
の
場
合
、

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、

目
的
物
が
指
不
さ
れ
る
こ
と
で
足
り
、
そ
の
目
的
物
の
性
質
は
合
意
内
容
と
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
目
的
物
の
性
質
は
動
機
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
特
定
物
ド
グ
マ
」
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
議
論
で
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
領
域
に
お

い
て
、
現
在
の
学
説
で
は
、
そ
の
ド
グ
マ
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
が
有
力
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
錯
誤
法
に
お
い
て
も
、
性

i25} 

質
錯
誤
は
動
機
錯
誤
で
あ
る
と
い
う
前
提
自
体
を
再
検
討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

本
稿
の
課
題
と
そ
の
検
討
方
法

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
議
論
が
錯
綜
し
て
い
る
と
い
え
る
状
況
の
中
で
、
本
稿
は
、
ど
の
よ
う
な
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
る
の
か
を

今
一
度
問
い
直
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
手
が
か
り
と
し
て
、
錯
誤
法
の
今
後
の
方
向
性
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
を

比
較
法
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
主
と
し
て
、
次
の
点
に
あ
る
。

四

33 

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
の
構
造
が
、
比
較
法
的
に
み
て
興
味
深
い
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
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錯
誤
の
規
定
は
、
錯
誤
の
諸
類
型
の
う
ち
、
物
の
本
質
の
錯
誤
(e
コeur
sur 
la 
substance)
及
び
人
の
錯
誤
(e
ヨeur
sur 
la 
personne) 

が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
条
文
上
で
は
、
表
示
錯
誤
お
よ
び
動
機
錯
誤
の
区
別
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
の
学
説
・
判
例
に
お
い
て
、
錯
誤
に
つ
い
て
様
々
な
分
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
物
の
本
質
の
錯
誤
と
は
何
か
、
そ
れ
以
外
の

錯
誤
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
民
法
も
、
「
要
素
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
条
文
を
有
す
る
の
み
で
、

錯
誤
の
分
類
•
取
扱
い
に
つ
い
て
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況
は
わ
が
国
と
比
較
し
得
る
と
こ
ろ
が

51巻3号

少
な
く
な
い
。

ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
現
行
民
法
に
、

一
定
の
範
囲
で
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

土`
い""d 

フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
に
関
す
る
わ
が
国
の
研
究
は
、
ド
イ
ツ
法
の
研
究
と
比
べ
れ
ば
相
対
的
に
少
な
い
。
も
っ

（お）

と
も
、
野
村
論
文
が
大
き
な
成
果
を
残
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
同
論
文
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
、
重
要
な
判
決
が
現
れ
、
か
つ
、
理
論
的
に
も
注
目
す
べ
き
新
た
な
進
展
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
検
討
の
対
象
に
取
り
込
む
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
同
論
文
で
は
、
性
質
錯
誤
の
処
理
に
重
点
が
置
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
―
―

-
0
条
で
規
定
さ
れ
る
本
質
の
錯
誤
の

検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
条
文
で
規
定
さ
れ
な
い
錯
誤
類
型
も
含
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
検
討

す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。

本
稿
の
具
体
的
な
検
討
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
次
の
第
二
章
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
か
ら
始
め
、
わ
が
国
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に

し
て
出
来
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
第
一
―
―
章
で
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
参
考
に
し
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
錯
誤
法

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
、

雑学法戸神

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
概
観
し
、
第
四
章
で
、
そ
れ
が
二

0
世
紀
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
を
見
る
こ

と
に
す
る
。
最
後
に
、
以
上
の
考
察
か
ら
、
わ
が
国
の
錯
誤
法
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
に
す
る
。

錯
誤
の
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
、
中
松
櫻
子
「
錯
誤
」
星
野
英
一
編
集
代
表
「
民
法
講
座

第
一
巻
民
法
総
則
」
（
有
斐
閣
、

一
九
八
四
年
）



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

三
八
七
頁
以
下
に
詳
し
い
。

(
2
)

大
判
大
正
三
年
―
二
月
―
五
日
民
録
一
―
0
輯
1

(
3
)

最
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
二
六
日
民
集
八
巻
一

判
時
一
三
三
六
号
九
三
頁
）
。

(
4
)

森
田
宏
樹
「
民
法
九
五
条
（
動
機
の
錯
誤
を
中
心
と
し
て
）
」
広
中
俊
雄
Ii
星
野
英
一
『
民
法
典
の
百
年
Il
』
（
有
斐
閣
、
丁
几
九
八
年
）
一
四

一
頁
以
下
。
森
田
宏
樹
は
、
「
動
機
の
表
示
の
有
無
よ
り
も
、
む
し
ろ
当
該
事
項
が
『
法
律
行
為
の
内
容
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
』
と
い
う

要
件
こ
そ
が
判
例
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
」
と
判
例
理
論
を
分
析
し
直
す
。

(
5
)

こ
の
点
に
つ
き
、
山
本
敬
三
「
民
法
講
義
I

総
則
』
（
有
斐
閣
、

1
1
0
0
一
年
）
一
六
一
頁
I

一
六
二
頁
を
参
照
。

(
6
)

我
妻
栄
『
新
訂
民
法
総
則
（
民
法
講
義
I
)
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
二
九
七
頁
。

(
7
)

舟
橋
諄
一
「
意
思
表
示
の
錯
誤
ー
民
法
第
九
五
条
の
理
論
と
判
例
」
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
『
十
周
年
記
念
法
学
論
文
集
」
（
岩
波
書
店
、
一

九
三
七
年
）
五
九
三
頁
以
下
、
川
島
武
宜
「
意
思
欠
訣
と
動
機
錐
誤
」
『
民
法
解
釈
学
の
諸
問
題
」
（
弘
文
堂
、
一
九
四
九
年
、
初
出
一
九
ぞ
八
年
）

一
八
八
頁
以
下
。

(
8
)

一
元
的
構
成
を
採
る
も
の
と
し
て
、
野
村
豊
弘
「
意
思
表
示
の
錯
誤
（
一
）

1

(
七
）
完
ー
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
考
に
し
た
要
件
論
ー
」
法
協
九

二
巻
一

0
号
、
九
三
巻
一
号
1
六
号
(
-
九
六
七
年
）
、
須
田
晟
雄
「
要
素
の
錯
誤

(
-
)
1

（
八
）
完
」
北
海
学
園
法
学
研
究
八
巻
一
号
(
-
九

七
二
年
）

1
二
号
、
九
巻
一
号
(
-
九
七
三
年
）
‘

1
0
巻
二
号
、
一
―
巻
一
号
1
二
号
(
-
九
七
五
年
）
‘
―
二
巻
三
号
、
一
三
巻
二
号
(
-
九

七
七
年
）
、
小
林
一
俊
『
錯
誤
法
の
研
究
（
増
補
版
）
』
（
酒
井
出
版
、
一
九
九
七
年
）
、
幾
代
通
『
民
法
総
則
（
第
二
版
）
」
（
青
林
書
院
、
一
九
八

四
年
）
―
―
六
八
頁
、
等
。

(
9
)

川
島
武
宜
『
民
法
総
則
」
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）
二
八
九
頁
。
こ
の
他
、
認
識
可
能
性
を
要
件
と
す
る
も
の
と
し
て
、
須
永
醇
『
新
訂
民
法

総
則
要
論
』
（
到
草
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
九
0
頁
、
須
田
•
前
掲
注

(
8
)一
三
巻
二
号
三
六
七
頁
（
但
し
、
須
田
は
、
こ
の
要
件
は
一
方
的

錯
誤
の
み
に
あ
て
は
ま
り
、
共
通
錯
誤
に
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
）
。
な
お
、
動
機
表
示
構
成
を
主
張
し
て
い
た
我
妻
も
川
島
説
に
傾
い
て
い
っ
た

（
我
妻
栄
『
新
版
民
法
案
内
且
』
（
一
粒
社
、
一
九
六
七
年
）
一
三
五
頁
以
下
）
。

(
1
0
)
野
村
•
前
掲
注

(
8
)法
協
九
三
巻
六
号
九
ニ
―
頁
。

(11)

四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
（
第
四
版
）
』
（
弘
文
堂
、
一
九
八
六
年
）
一
八
0
頁
。
な
お
、
現
在
は
、
能
見
善
久
の
補
訂
に
よ
る
、
四
宮
和
夫
I
I
能

見
善
久
『
民
法
総
則
（
第
五
版
増
補
版
）
』
（
―

1
0
0
0
年
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
錯
誤
に
つ
い
て
、
四
宮
の
単
著
（
第
四
版
）
と
は
若
干
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
異
に
す
る
。

(
1
2
)
小
林
•
前
掲
注

(
8
)四
一
五
頁
以
下
及
び
四
三
六
頁
以
ド
。

(13)

星
野
英
一
「
私
法
上
の
錯
誤
」
比
較
法
研
究
四
一
号
(
-
九
七
九
年
）

1
0
―
頁
。

一
号
二

O
八
七
頁
等
。
な
お
、
動
機
の
表
示
は
黙
示
で
も
よ
い
（
最
判
平
成
元
年
九
月
―
四
日
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―
二
頁
以
下
。



(
1
4
)山
本
敬
三
は
、
「
合
意
主
義
の
観
点
か
ら
の
錯
誤
法
の
再
構
成
」
と
呼
ぶ
（
山
本
•
前
掲
注(
5
)一
六
六
頁
I

一
七
四
頁
参
照
）
。
合
意
主
義
の

観
点
と
は
別
に
、
「
錯
誤
の
要
件
論
で
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
相
手
方
の
単
な
る
知
・
不
知
（
悪
意
•
善
意
）
で
は
な
く
、
表
意
者
の
錯
誤
を
利
用

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
で
は
な
い
か
」
と
し
、
意
思
主
義
か
表
示
主
義
か
を
問
題
と
し
な
い
見
解
も
あ
る
（
内
田
貴
「
民
法
I

総
則
•
物
権
総
論
（
第
二
版
補
正
版
）
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二0
0

0
年
）
七
一
頁
）
。

(15)

前
田
達
明
「
取
引
の
法
的
保
護
（
二
）
」
法
教
二
五
二
号
（
二
0

0
一
年
）
六
九
頁
以
下
が
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

(16)

高
橋
三
知
雄
「
私
的
自
治
・
法
律
行
為
論
序
説
（
三
完
）
」
関
法
二
四
巻
六
号
(
-
九
七
四
年
）
六
七
頁
以
下
、
高
森
八
四
郎
「
錯
誤
無
効
の
意

義
」
「
法
律
行
為
論
の
研
究
」
（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）
一
九
一
頁
以
下
、
石
田
喜
久
夫
編
「
現
代
民
法
講
義
1

民
法
総
則
」
〔
磯
村
保
執
筆
〕
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
五
年
）
一
五
三
頁
以
下
、
磯
村
保
「
錯
誤
の
問
題
」
林
良
平
1
1
安
永
正
昭
「
ハ
ン
ド
プ

ッ
ク
民
法
I

（
総
則
•
物
権
）
」
（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
八
七
年
）
四
一
頁
以
下
。
な
お
、
磯
村
哲
「
錯
誤
論
考
ー
歴
史
と
論
理
ー
」
（
有
斐
閣
、

一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）
も
参
照
（
特
に
「
む
す
び
」
二
六
五
頁
以
下
）
。

(
1
7
)森
田
宏
樹
「
「
合
意
の
瑕
疵
」
の
構
造
と
そ
の
拡
張
理
論
（
一
）
」
乙
3
L
四
八
二
号
二
四
頁
以
下
(
-
九
九
一
年
）
、
同
•
前
掲
注

(
4
)―
四
一

頁
以
下
。
大
村
敦
志
「
典
型
契
約
と
性
質
決
定
」
（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
三
年
1
一
九
九
五
年
）
一
八
一
頁
ー
一
八
五
頁
、
同
『
生

活
民
法
研
究
I

契
約
法
か
ら
消
費
者
法
へ
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）
九
二
頁
以
下
も
参
照
。

(18)

コ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
小
粥
太
郎
「
フ
ラ
ン
ス
契
約
法
に
お
け
る
コ
ー
ズ
の
理
論
」
早
法
七
0
巻
三
号
(
-
九
九
五
年
）
一
頁

以
下
を
参
照
。

(
1
9
)森
田
•
前
掲
注

(
1
7
)
二
四
頁
ー
ニ
八
頁
、
同
•
前
掲
注

(
4
)一
九
五
頁
I

一
九
六
頁
も
参
照
。
な
お
、
大
中
有
信
「
動
機
錯
誤
と
等
価
性
(
-
)

（
二
）
完
」
論
叢
一
三
九
巻
五
号
(
-
九
九
六
年
）
四
九
頁
、
一
四
一
巻
五
号
(
-
九
九
七
年
）
一

0

0
頁
も
、
「
要
素
」
の
判
断
に
よ
っ
て
決
ま

る
と
し
、
そ
の
判
断
は
等
価
性
が
基
準
と
な
る
と
主
張
す
る
。

(20)

見
解
が
分
か
れ
る
背
景
と
し
て
、
論
者
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
錯
誤
の
ケ
ー
ス
が
異
な
る
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
、
一
方
的
錯
誤
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
、
一
方
的
錯
誤
だ
け
で
な
く
共
通
錯
誤
も
対
象
と
し
て
い
る
か
が
、
要
因
の
―
つ
で
あ
る
と
い

え
る
。

(21)

認
識
可
能
性
の
要
件
に
つ
い
て
、
相
手
方
に
認
識
可
能
性
が
な
く
と
も
錯
誤
を
顧
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
た
と
え
認
識
可
能
性
が
あ

っ
て
も
錯
誤
を
顧
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
（
原
島
重
義
「
契
約
の
拘
束
力
」
法
セ
三
四
五
号
(
-
九
八
三
年
）
五
五
頁
以
下
）
、

さ
ら
に
、
錯
誤
に
つ
い
て
の
認
識
可
能
性
説
は
、
共
通
錯
誤
の
場
合
に
は
機
能
せ
ず
、
錯
誤
事
項
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
可
能
説
は
、
一
方

的
錯
誤
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
磯
村
・
前
掲
注

(16)
「
ハ
ン
ド
プ

ッ
ク
民
法
I
」
四
0
頁）。

(22)

磯
村
・
前
掲
注

(16)
『
現
代
民
法
講
義
l
」
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一
五
五
頁
。



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

(
2
3
)
例
え
ば
、
時
計
を
紛
失
し
た
と
誤
侶
し
て
新
品
を
買
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
錯
誤
の
こ
と
を
い
う
（
四
宮
•
前
掲
注
(
1
1
)
一
七
五
頁
）
。

(24)

四
宮
・
前
掲
注
(
1
1
)
一
七
五
貞
、
川
井
健
『
民
法
概
論
l

（
第
二
版
）
』
（
有
斐
閣
、
二
0
0
0
年
）
ニ
―
五
頁
以
下
等
。

(25)

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
潮
見
佳
男
「
売
買
に
お
け
る
物
的
瑕
疵
の
帰
責
構
造
」
『
契
約
責
任
の
体
系
』
（
有
斐
閣
‘
―

1
0
0
0
年、

初
出
一
九
九
一
二
年
）
三
0
六
頁
以
下
。
ま
た
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
お
い
て
契
約
責
任
説
に
立
つ
北
川
善
太
郎
は
、
目
的
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤

は
、
表
示
内
容
の
錯
誤
で
あ
る
と
す
る
（
北
川
善
太
郎
『
民
法
講
要
I

民
法
総
則
（
第
二
版
）
』
（
有
斐
閣
、
二
O
O
i
年
）
一
六
二
貝
ー
一
六

ニ
頁
）
。
な
お
、
物
の
性
質
に
つ
い
て
、
錯
誤
の
議
論
で
は
、
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
性
質
錯
誤
が
問
題
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
瑕
疵
担
保
責
任
の

．
議
論
で
は
、
両
当
事
者
双
方
で
合
意
さ
れ
た
性
質
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

(
2
6
)
フ
ラ
ン
ス
法
の
錯
誤
論
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
野
村
・
前
掲
注

(
8
)の
他
、
森
田
•
前
掲
注
(
1
7
)
、
大
淵
由
子
「
錯
誤
論
序
説

I
ー
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
中
心
と
し
て
ー
」
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
三
九
号
(
-
九
六
五
年
）
三
六
頁
以
下
、
柳
本
裕
加
子
「
契
約
・
錯
誤
・
民

法
九
五
条
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
る
ー
」
北
陸
法
学
四
巻
一
号
(
-
九
九
六
年
）
八
一
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

第
二
章

わ
が
国
の
現
行
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
関
係

こ
こ
で
は
、
わ
が
国
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
の
か
を
、
と
り
わ
け
法
律
行
為
の
「
要
素
の
錯
誤
」
を
中
心
に
見
る
こ
と

こ
し
、

~
i

鴫

フ
ラ
ン
ス
法
と
の
接
点
を
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討

し
よ
う
。

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案

勾

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
注
釈
書
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
を
検
討
す
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
契
約
の
有
効
要
件
と
し

蕊―

[29"

て
、
瑕
疵
の
な
い
合
意

(
c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
)

お
よ
び
当
事
者
の
能
力
を
あ
げ
（
草
案
三
二
六
条
一
項
）
、
合
意
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す

第
一
節

37 

る
の
は
、
錯
誤
と
強
迫
で
あ
る

（
同
条
同
項
一
号
）
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
、
錯
誤
に
関
す
る
規
定
を
、
草
案
一
―
―
―
―

1
0
条
、
草
案
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じ
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雑学法戸神

三
三
0
条
の
二
、
草
案
一
二
三
一
条
、
草
案
一
―
―
―
―
二
条
の
二
、
草
案
三
三
二
条
に
置
い
た
。

草
案
三
三
0
条

(8) 

錯
誤
に
よ
り
、
当
事
者
が
、
同
一
の
約
定

(
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)

を
な
す
意
欲
が
存
し
な
か
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
同
一
の

目
的
物
又
は
同
一
の
コ
ー
ズ

(cause)

を
目
的
と
し
な
か
っ
た
と
き
、
合
意

(consentement)

は
存
在
し
な
い
。

約
定
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
は
、
当
事
者
の
一
方
が
、
約
定
の
予
約

(
p
r
o
m
e
s
s
e
)

を
約
定
と
取
り
違
え
た
に
す
ぎ
な

一
項

二
項

――項
い
と
き
、
無
効
を
生
じ
さ
せ
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。

約
定
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
は
、
そ
れ
自
体
で
は
お
よ
そ
無
効
原
因
と
な
ら
な
い
。
但
し
、
当
事
者
の
一
方
に
よ
る
詐
欺

に
つ
い
て
、
第
三
三
三
条
で
定
め
ら
れ
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

草
案
三
一
―

1
0
条
の
二

一
項
契
約
相
手
方
の
人
に
関
す
る
錯
誤
は
、
恩
恵
契
約
(contrat
d
e
 bienfaisance)
の
場
合
の
よ
う
に
、
人
の
同
一
性
又
は
法

律
上
あ
る
い
は
民
事
上
の
性
質
の
考
慮
が
約
定
の
決
定
的
な
コ
ー
ズ
で
あ
る
と
き
、
約
定
の
絶
対
無
効

(nullite
absolue) 

を
生
じ
さ
せ
る
。

二
項
債
務
者
の
無
資
力
の
危
険
性
や
物
の
保
管
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
有
償
契
約
の
場
合
の
よ
う
に
、
人
の
同
一
性
又
は
性
質

が
、
約
定
の
付
随
的
な
原
因
に
す
ぎ
な
い
場
合
、
約
定
は
単
に
取
消
し
得
る

(gnulable)
又
は
解
除
し
得
る
（
召
scindable)
。

草
案
三
三
一
条
物
に
関
す
る
錯
誤
は
、
当
事
者
が
そ
の
物
に
存
在
す
る
と
考
え
、
か
つ
、
こ
の
物
を
要
約
(stipuler)
又
は
約
束
(
p
r
o
m
e
t,
 

tre)

す
る
あ
る
い
は
取
得
又
は
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
定
さ
せ
た
一
っ
又
は
複
数
の
主
た
る
性
質

(quali
登
principales)

に
関

す
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
約
定
を
瑕
疵
あ
る
も
の
と
し
、
取
消
し
得
る
も
の
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
項
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二
項

物
の
本
質
的
性
質
は
、
反
証
が
あ
る
ま
で
、
両
当
事
者
の
意
図

(intention
d
e
s
 
parties)
に
お
い
て
、
主
た
る
性
質
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

二
項

こ
れ
に
対
し
て
、
非
本
質
的
性
質
は
主
た
る
性
質
と
み
な
さ
れ
な
い
。
但
し
、
両
当
事
者
の
意
図
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
明

言
し
て
い
た
場
合
、
ま
た
は
、
事
情
に
よ
り
そ
の
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
物
の
古
さ
、
来

歴
、
用
途
の
よ
う
な
抽
象
的
な
又
は
無
形
の
性
質
も
亦
同
じ
で
あ
る
。

草
案
三
三
一
条
の
二

一
項

約
定
の
履
行
の
時
期
又
は
場
所
に
関
す
る
錯
誤
は
、
そ
の
時
期
又
は
場
所
の
考
慮
に
よ
り
、
当
事
者
の
一
方
に
契
約
を
締

結
さ
せ
た
場
合
に
限
り
、
無
効
又
は
取
消
し
得
る
。

二
項

計
算
、
氏
名
、
証
書
の
日
付
け
又
は
場
所
の
錯
誤
は
、
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

草
案
一
二
三
一
一
条
約
定
の
性
質
、
法
律
上
の
効
果
又
は
原
因
、
あ
る
い
は
物
又
は
人
の
法
律
上
の
性
質
に
錯
誤
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
全
郎
又

は
一
部
決
定
的
で
あ
っ
た
と
き
、
法
律
の
錯
誤
は
、
事
実
の
錯
誤
と
同
様
に
、
合
意
を
排
除
す
る
又
は
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
。

二
項
然
れ
ど
も
、
裁
判
所
は
、
深
く
注
意
し
(
a
v
e
c
u
n
e
 
g
r
a
n
d
e
 
reserve)
、
錯
誤
が
状
況
に
よ
り
宥
恕
さ
れ
る

(excusable)

も
の
で
あ
る
と
き
に
限
り
、
法
律
の
錯
誤
に
よ
る
約
定
の
無
効
を
認
め
る
。

―
―
―
項
法
律
の
錯
誤
は
、
刑
罰
、
期
間
か
ら
生
じ
る
法
律
上
の
失
権
、
証
書
に
定
め
ら
れ
た
方
式
の
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
る
無
効
、

こ
れ
ら
の
他
に
公
序
に
関
す
る
法
律
上
の
規
定
の
不
知
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
お
よ
そ
認
め
ら
れ
な
い
。

一
項

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
規
定
を
置
い
た
理
由
は
、
多
種
多
様
な
錯
誤
の
区
別
を
学
説
に
委
ね
る
こ
と
は
危
険
で
あ

{31) 

り
、
立
法
に
よ
っ
て
規
律
す
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
錯
誤
を
、
合
意
を
排
除
す
る
も
の
、
合
意
を
瑕
疵
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あ
る
も
の
に
す
る
も
の
、
合
意
を
有
効
に
す
る
も
の
、
こ
の
三
種
類
の
錯
誤
に
分
類
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
分
類
に
従
い
、
ボ

ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
内
容
を
検
討
す
る
。

(
l
)
合
意
を
排
除
す
る
錯
誤

(32) 

合
意
を
排
除
す
る
錯
誤
と
は
、
外
形
上
合
意
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
真
の
合
意
を
否
定
す
る
錯
誤
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
草
案
一
―
―

――
1
0
条
一
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
錯
誤
で
あ
り
、
錯
誤
の
性
質
及
び
重
大
性
か
ら
、
次
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
―
つ
は
、

51巻3号

約
定
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤

(e
コeur
sur 
la 
nature 
d
e
 
la 
convention) 

一
方
は
売
買
と
考
え
、
他
方
は

で
あ
る
。
あ
る
契
約
を
、

交
換
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
場
合
な
ど
を
そ
の
例
と
し
て
い
る
。
二
つ
め
は
、
約
定
の
目
的
物
に
関
す
る
錯
誤

(e
コeur
sur 
I'objet 

d
e
 Ia 
convention) 
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
売
買
契
約
に
お
い
て
、
売
主
、
買
主
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
物
を
売
買
の
対
象
と
考

±心1-m1 

え
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
に
あ
た
る
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
れ
と
物
の
性
質
の
錯
誤
（
草
案

(33) 

三
三
一
条
）
と
の
相
違
を
強
調
し
て
い
る
。
三
つ
め
は
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤

(e
コeur
sur 
la 
cause)

で
あ
る
。
コ
ー
ズ
と
は
、
契
約
の

成
立
要
件
の
―
つ
で
あ
り
（
草
案
一
三
一
五
条
）
、
当
事
者
が
合
意
し
た
こ
と
の
決
定
的
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、

雑学法

コ
ー
ズ
の
錯
誤
と
動
機
錯
誤
は
、
非
常
に
似
通
っ
た

(tres-voisines)

性
質
も
あ
る
が
、
そ
の
重
大
性
に
お
い
て
非
常
に
異
な
る
と

戸

し
て
、
両
者
を
峻
別
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
に
出
て
く
る
動
機
錯
誤
の
と
こ
ろ
で
説
明
す
る
。
四
つ
め
は
、
人
に
関

神

す
る
錯
誤

(e
コeur
sur 
la 
personne) 
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
。
ボ
ワ

ソ
ナ
ー
ド
は
、
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
の
考
慮
が
約
定
に
決
定
的
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
コ
ー
ズ
の
役
割
を
果
た
し
、
人
の
錯
誤

は
コ
ー
ズ
の
錯
誤
の
一
種
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
人
の
性
質
の
考
慮
は
、
約
定
に
よ
っ
て
、
主
た
る
コ
ー
ズ
か
、
付
随
的
な
コ
ー
ズ

に
な
る
と
し
て
い
い
。

以
上
、
四
つ
の
錯
誤
で
は
、
合
意
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
そ
の
効
果
は
、
絶
対
無
効
と
な
る
。

(
2
)
合
意
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
錯
誤
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合
意
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
錯
誤
と
は
、
人
の
同
一
性
又
は
性
質
の
考
慮
が
付
随
的
で
あ
る
場
合
の
人
の
錯
誤
の
他
、
i

早案一―――――

一
条
で
規
律
さ
れ
る
物
の
性
質
錯
誤
及
び
草
案
三
一
―
―
一
条
の
二
の
約
定
の
履
行
時
期
又
は
場
所
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お

(36) 

い
て
は
、
合
意
は
存
在
し
、
錯
誤
が
合
意
の
取
消
原
因
と
さ
れ
る
点
で
、
合
意
を
排
除
す
る
錯
誤
と
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
特
に
重

要
な
の
は
、
物
の
性
質
錯
誤
で
あ
る
。

1
0
条
の
よ
う
な
簡
潔
な
規
定
で
は
、
物
に
関
す

る
5
}

る
様
々
な
錯
誤
を
区
別
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
明
確
で
完
全
な
規
定
を
置
こ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、

物
の
性
質
錯
誤
の
規
定
に
つ
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
―
―

フ
ラ
ン
ス
の
学
説
・
判
例
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
解
決
に
範
を
取
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
基
準
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
錯
誤
が
、

約
定
の
コ
ー
ズ
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
物
の
性
質
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
性
質
は
、
約
定
の

唯
一
か
つ
決
定
的
な
コ
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
を
必
要
と
は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
「
主
た
る
性
質
(qualites

(39} 

principal es)
」
と
表
し
、
性
質
錯
誤
の
要
件
と
し
た
。
こ
の
要
件
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、

特
に
本
質
の
錯
誤
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
（
一
―

1
0
条
一
項
）
に
は
問
題
が
あ
る
と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

「
物
の
本
質

(la

s
u
b
s
t
a
n
c
e
 
d
e
 
la 
c
h
o
s
e
)
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
が
、
「
本
質
」
は
物
を
構
成
す
る
「
素
材

(matiere)
」、

つ
ま
り
、
金
属
、
鉱
物
、
植
物
な
ど
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
本
質
II
素
材

(matiere)
」
が
当
事
者
に
と
っ
て
重
要

で
な
く
と
も
、
錯
誤
の
主
張
を
認
め
ら
れ
、
反
対
に
、
「
本
質
II
素
材
」
以
外
の
性
質
が
、
当
事
者
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
救
済
が
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
こ
の
問
題
点
を
つ
と
に
認
識
し
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
、
両

当
事
者
の
意
図
を
解
釈
し
、
両
当
事
者
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た
性
質
を
本
質
的
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
抽
象
的
か

つ
無
形
の
性
質

(qualites
abstraites 
o
u
 m
e
t
a
p
h
y
s
i
q
u
e
s
)

も
本
質
的
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
本
質
」
と
い
う
言
葉
と
の
乖
離

が
大
き
く
な
る
。

41 

(
3
)
合
意
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
錯
誤
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最
後
に
、
合
意
の
効
力
に
影
響
を
与
え
な
い
錯
誤
は
、
草
案
一
二
三

0
条
二
項
の
動
機
錯
誤

(e
コe
u
r
s
u
r
 
le 
m
o
t
i
f
)
 
で
あ
る
。
動
機

錯
誤
は
、
詐
欺
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
有
効
性
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
動
機
錯
誤
は
無
効
と
な
ら
な
い
と
明

云
空

示
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
重
要
な
論
点
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
合
意
を
排
除
す
る
コ
ー
ズ
の
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
区
別
の
必
要
性
を
説
き
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

コ
ー
ズ
と
は
、
直
接
的
に
決
定
的
な
理
由

(raison
i
m
m
e
d
i
a
t
e
m
e
n
t
 et 
d
i
r
e
c
t
e
m
e
n
t
 
d
e
t
e
r
m
i
n
a
n
t
e
)

で
あ
る
。
動
機
と

す
な
わ
ち
、

51巻3号

は
、
間
接
的
で
遠
い
理
由

(raison
m
e
d
i
a
t
e
,
 
indirecte, 
e
l
o
i
g
n
e
e
)

で
あ
り
、
い
わ
ば
コ
ー
ズ
の
コ
ー
ズ
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
区
別

に
立
っ
て
、
動
機
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
な
い
の
は
、
動
機
は
様
々
で
、
錯
誤
者
だ
け
が
そ
の
動
機
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
動
機
に
よ
っ
て
、
相
手
方
に
損
失
を
被
ら
せ
る
と
い
う
危
険
性
に
求
め
て
い
る
。

な
お
、
草
案
三
三
一
条
の
二
の
二
項
の
計
算
、
氏
名
、
証
書
の
日
付
け
又
は
場
所
の
錯
誤
は
、
合
意
を
無
効
と
す
る
の
で
は
な
く
、

改
定

(repare)

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

±
心
き

a
雑学法

(
2
7
)ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
錯
誤
論
の
研
究
と
し
て
、
小
林
•
前
掲
注

(
8
)一
四
七
頁
以
下
、
野
村
豊
弘
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
契
約
に
関
す
る
基
礎
理

論
ー
錯
誤
を
中
心
に
ー
」
星
野
古
稀
「
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題
上
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
二
五
七
頁
以
下
、
森
田
•
前
掲
注
(
4
)
­

四
三
頁
以
下
等
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
錯
誤
に
つ
い
て
の
見
解
を
知
る
た
め
に
、

Boissonade
(
G
.
)
 ｀
 
Projet 
de 
c
o
d
e
 
civil 
pour 
!'Empire 
d
u
 Japon 

a
c
c
o
m
p
a
g
n
e
 d'un 
commentaire, 
Nouvelle 
editon `
 
t. 

II 
,
 D
e
s
 droits 
personnels 
o
u
 obligations, 
1
8
9
1
 

(
「
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
資
料
集

成

後

期

IV
」
（
雄
松
堂
、
一
九
九
八
年
）
を
用
い
る
（
以
下
、

Projet
と
引
用
す
る
）
。
こ
の
版
は
、
旧
民
法
典
の
交
付
後
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
時
間
的
な
意
味
に
お
い
て
は
、
旧
民
法
典
が
公
布
さ
れ
る
前
に
公
刊
さ
れ
た
第
二
版
を
用
い
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
版
を
用
い
た
の
は
、
旧
民
法
典
の
錯
誤
規
定
を
理
解
す
る
と
い
う
目
的
を
重
視
す
る
と
き
、
草
案
及
び
そ
の
註
釈
の
付
加
修
正
が
施
さ
れ
た

第
三
版
の
ほ
う
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
邦
訳
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
第
二
編
人

権
ノ
部
」
（
雄
松
堂
、
二
0
0
0
年
）
が
あ
る
が
、
錯
誤
の
部
分
は
、
条
文
な
ど
の
訳
が
仏
文
と
対
応
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。

(28)

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
サ
ン
ト
マ
ン
は
当
事
者
の
意
思
の
合
致
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
草
案
三
二
七
条
一
項
）
。
旧
民
法
で
は
、
コ
ン

戸神



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

サ
ン
ト
マ
ン
は
、
「
承
諾
」
と
い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
申
込
」
に
対
す
る
「
承
諾
」
を
意
味
す
る
の
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
、
後
で
検
討
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
関
係
か
ら
、
こ
れ
を
「
合
意
」
と
訳
す
。

(29)

草
案
一
―
―
-
―
六
条

二
狽
約
定
の
成
立
要
件
と
は
別
に
、
約
定
の
有
効
性
の
た
め
に
二
つ
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
。

一
コ
ン
サ
ン
ト
マ
ン
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
錯
誤
ま
た
は
強
迫
が
な
い
こ
と

二
当
事
者
の
能
力
ま
た
は
有
効
な
代
理

二
項
レ
ジ
オ
ン

(
l
e
s
i
o
n
)

は
、
法
律
が
定
め
た
場
合
に
の
み
、
コ
ン
サ
ン
ト
マ
ン
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
。

(30) 

c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
は
、
旧
民
法
で
は
「
合
意
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
、
契
約
の
意
味
に
近
い
「
約
定
」
と
い
う
言
葉
で
訳
出
す
る
（
契

約
は
c
o
n
t
r
a
!

の
訳
語
と
す
る
）
。

(31) 

B
o
i
s
s
o
n
a
d
e
,
 
P
r
o
j
e
t
,
 
n
°
5
7
,
 
p
p
.
 
8
7
 100 9. 

(32) 

B
o
i
s
s
o
n
a
d
e
,
 
P
r
o
j
e
t
,
 
n'" 57

—

64 

bis, 
p
p
.
 
8
7
 | 97・ 

（
翌
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、
．
見
す
る
と
想
定
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
え
る
と
し
つ
つ
、
有
名
契
約
と
無
名
契
約
に
分
け
て
、

そ
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
有
名
契
約
の
例
と
し
て
、
他
人
物
売
買
を
挙
げ
る
。
他
人
物
売
買
は
無
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
コ
ー
ズ
の
不
存
在

又
は
誤
っ
た
コ
ー
ズ
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
無
名
契
約
の
例
で
は
、
更
改
に
お
い
て
、
同
一
の
債
権
者
に
対
し
て
複
数
の

債
務
を
負
っ
て
い
る
者
が
、
新
た
な
債
務
を
負
担
す
る
際
に
、
そ
の
債
務
の
う
ち
の
―
つ
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
意
欲
し
て
い
た
が
、
債
権
者

は
他
の
債
務
を
免
除
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う
例
が
記
さ
れ
て
い
る

(Projet,

n
"
 
6
0
,
 
p
p
.
 
9
0
-
9
 l)
。

(34) 

B
o
i
s
s
o
n
a
d
e
,
 
P
r
o
j
e
t
,
 
n
°
4
5
,
 p
p
.
 
7
1
-7
3
.
 

(35)

人
の
性
質
の
考
慮
が
、
主
た
る
コ
ー
ズ
で
あ
る
と
き
、
合
意
は
排
除
さ
れ
、
付
随
的
な
コ
ー
ズ
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
錯
誤
は
合
意
を
瑕
疵

あ
る
も
の
に
す
る
（
草
案
三
三

0
条
の
二
参
照
）
。

(36)

森
田
は
、
こ
の
合
意
を
排
除
す
る
錯
誤
は
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
除
き
、
現
在
の
議
論
で
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
意
思
欠
訣
錯
誤
で
あ
る
が
、
ド
イ

ツ
の
議
論
の
影
響
を
受
け
た
学
説
が
い
う
と
こ
ろ
の
意
思
表
示
の
心
理
過
程
に
注
目
し
た
「
意
思
欠
訣
」
の
錯
誤
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
（
森
田

•
前
掲
注

(
4
)―
四
四
頁
）
。

芯
5
)

B
o
i
s
s
o
n
a
d
e
,
 
Projet, 
n'" 
6
5ー

600
,
 p
p
.
 
9
7
-
1
0
1
.
 

(38)

さ
も
な
け
れ
ば
、
動
機
の
錯
誤
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
(Projet,

n
。
6
5
,
p. 
9
7
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
性
質
錯
誤
を
動
機
錯
誤

の
一
種
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(39)

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
本
質
」
と
い
え
る
性
質
か
否
か
に
よ
る
区
別
を
、
当
事
者
の
意
思
が
明
ら

か
で
な
い
場
合
に
、
主
た
る
性
質
の
推
定
に
用
い
る
こ
と
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
自
身
の
見
解
が
特
異
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

43 
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区
別
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
を
採
用
し
、
同
一
種
類
の
目
的
物
に
お
い
て
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
常
に
同
じ

で
あ
る
性
質
が
、
本
質
的
性
質
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
相
対
的
で
あ
り
、
個
々
の
物
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
「
よ
り
以
上
よ
り
以
下
の
も
の

が
存
在
す
る

(susceptible
d
e
 
plus 
o
u
 d
e
 
m
o
i
n
s
)
」
性
質
は
、
非
本
質
的
性
質
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
、
ど
の
学
説

を
参
照
し
た
か
は
、
注
釈
書
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
よ
り
以
上
よ
り
以
下
の
も
の
が
存
在
す
る

(susceptible
d
e
 
plus 
o
u
 
d
e
 
m
o
i
n
s
)
」
と

い
う
言
葉
は
、
マ
ル
カ
デ
の
著
書
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

(M目
c
a
d
è

 Explication 
theorique 
et 
pratique 
d
u
 c
o
d
e
 civil 
contenant I
 

`
g
 alyse 

critique 
des 
auteurs 
et 
d
e
 la 
jurisprudence 
et 
u
n
 traite 
r
e
s
u
m
e
 apres 
d
e
 c
h
a
q
u
e
 titre, 8• 

ed., t. 
N
,
 1
8
9
2
,
 
n
°
4
0
7
,
 
p. 
3
6
8
)

。

(40) 

Boissonade, 
Projet, 
n05 
6
1ー

6
2
,

pp. 
9
1ー

9
3
.

(41) 

Boissonade, 
Projet ̀
n
。
7
0
bis, 
pp. 
1
0
2
-
1
0
3
.
 

な
お
、
改
訂
権
は
時
効
に
か
か
ら
な
い
（
草
案
五
八
二
条
）
。

51巻3号

第
二
節
現
行
法
成
立
ま
で
の
経
緯

旧
民
法
の
規
定

誌雑

こ
の
よ
う
な
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
は
、
内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
修
正
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
旧
民
法
典
と
な
っ
た
。
錯
誤
規
定
に
つ

い
て
も
、
条
文
を
簡
潔
な
も
の
に
す
る
た
め
に
例
示
が
削
除
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
旧
民
法
の
錯
誤
規
定
は
、
実
質
的
に
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー

学法

ド
草
案
の
規
定
と
、
構
成
か
つ
内
容
上
、
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
若
干
の
字
句
修
正
を
受
け
て
お
り
、
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
「
主
た
る
品
質
」
が
「
品
質
」
に
、
「
非
本
質
的
性
質
」
が
「
品
格
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が

戸

で
き
る
。

神

現
行
規
定

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
旧
民
法
は
、
い
わ
ゆ
る
民
法
典
論
争
に
よ
り
、
施
行
が
延
期
さ
れ
、
そ
の
後
、
旧
民
法
典
を
修
正

す
る
と
い
う
目
的
で
、
穂
積
陳
重
、
富
井
政
章
、
梅
謙
次
郎
の
三
人
が
起
草
委
員
と
な
る
法
典
調
査
会
が
設
置
さ
れ
た
の
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。
現
行
錯
誤
規
定
の
起
草
者
は
、
富
井
政
章
で
あ
っ
た
。
富
井
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
草
案
は
若
干
の
字
句
修
正
を
受
け
、

（位）

現
行
民
法
九
五
条
が
成
立
し
た
。



起
草
委
員
で
あ
る
富
井
は
、
旧
民
法
や
当
時
の
諸
外
国
の
立
法
で
は
当
事
者
の
意
思
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
の
理
解
の
上
で
、
本
案

(43) 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
取
引
の
安
全
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
法
律
行
為
ノ
要

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

素
」
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
意
思
表
示
を
無
効
に
す
る
と
し
た
。

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
富
井
は
、
旧
民
法
の
規
定
と
の
関

{“
 

係
に
お
い
て
説
明
し
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

「
要
素
」
の
錯
誤
に
含
ま
れ
る
と
説
明
さ
れ
る
も
の
は
、
合
意
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
、
目
的
の
錯
誤
お
よ
び
原
因
の
錯
誤
（
以
上
、

で
あ
る
。
な
お
、
原
因
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
旧
民
法
が
契
約
の
原

旧
民
法
三
0
九
条
一
項
）
、
身
上
の
錯
誤
（
同
条
三
項
）

因
（
コ
ー
ズ
）
を
成
立
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
批
判
し
、
原
因
（
コ
ー
ズ
）
概
念
自
体
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
を
持
ち

出
さ
な
く
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
通
説
で
も
、
原
因
（
コ
ー
ズ
）
と
は
契
約
を
為
す
意
思
又
は
そ
の
目
的
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
因
の
錯
誤
は
、
要
素
の
錯
誤
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
要
素
の
錯
誤
と
は
な
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
る
の
は
、
縁
由
（
動
機
）
の
錯
誤
（
旧
民
法
一
―

1
0
九
条
二
項
）
で
あ
る
。

旧
民
法
に
お
い
て
も
、
動
機
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
明
文
を
待
つ
ま
で
も
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
旧
民
法
一
―
―

0
九
条
四
項
に
規
定
さ
れ
る
人
の
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
錯
誤
に
陥
っ
た
の
が
人
の
同
一
性
及
び
性
質
の
考
慮
が
付
随
的
原
因
に
す
ぎ
な

い
場
合
、
意
思
表
示
の
効
力
を
左
右
し
な
い
と
す
る
。
物
の
性
質
錯
誤
（
旧
民
法
三
一

0
条
）
も
、
要
素
の
錯
誤
と
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
物
の
品
質
、
数
量
又
は
価
格
等
は
当
事
者
自
ら
そ
の
責
任
で
こ
れ
を
鑑
定
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

一
定
の
品
質
を
指
示
し
た
が
、
そ
の
品
質
を
具
備
し
な
い
物
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
取
引
は
必
ず
し
も
有
効
で

あ
る
と
は
限
ら
ず
、
事
実
の
如
何
に
よ
っ
て
、
又
は
、
目
的
に
錯
誤
が
あ
る
た
め
無
効
と
な
り
得
る
こ
と
、
あ
る
い
は
詐
欺
に
よ
っ
て

45 

取
消
し
得
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
最
後
に
、
旧
民
法
一
ニ
―

0
条
三
項
の
合
意
の
履
行
の
時
期
又
は
場
所
の
錯
誤
は
、
取
消
原
因
と
す

る
価
値
は
な
く
、
同
条
四
項
の
算
数
（
計
算
）
、
氏
名
、
証
書
の
日
付
け
又
は
場
所
の
錯
誤
は
、
意
思
表
示
の
効
力
に
影
響
を
及
ぽ
さ
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な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
、
要
素
の
錯
誤
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

現
行
規
定
と
旧
民
法
の
規
定

(11ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
規
定
）
と
の
関
係

以
上
か
ら
、
「
要
素
の
錯
誤
」
に
は
、
動
機
の
錯
誤
を
除
く
旧
民
法
三

0
九
条
で
定
め
ら
れ
た
錯
誤
、
す
な
わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド

が
合
意
を
排
除
す
る
錯
誤
と
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
顧
慮
し
た
物
の
性
質
錯
誤
は
、

現
行
民
法
で
は
排
除
さ
れ
、
要
素
の
錯
誤
に
は
な
ら
な
い
と
起
草
者
は
意
図
し
て
い
た
。

51巻3号

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
現
行
民
法
の
規
定
は
、
「
法
律
行
為
の
要
素
」
に
よ
っ
て
法
的
に
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
を
画
す
る
と
い
う
構
成

(45) 

を
採
っ
た
も
の
の
、
旧
民
法
の
錯
誤
規
定
す
な
わ
ち
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
規
定
と
、
一
定
の
範
囲
で
、
連
続
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

現
行
民
法
九
五
条
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
の
錯
誤
規
定
の
形
式
的
な
類
似
性
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
こ

(46) 

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
を
モ
デ
ル
と
し
た
か
は
、
沿
革
上
、
不
明
で
あ
り
、
現
行
民
法
は
、
旧
民
法
の
規
定
を

(47) 

引
き
継
い
だ
上
で
、
法
的
に
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
を
さ
ら
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

±
心-ma 

雑学法

(
4
2
)錯
誤
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
林
•
前
掲
注

(
8
)一
七
二
頁
以
下
を
参
照
。

(43)

「
民
法
主
査
会
議
事
筆
記
録
」
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
（
商
事
法
務
版
）
第
一
三
巻
六
四
六
頁
の
「
理
由
」
の
部
分
を
参
照
。
民
法
修
正
案

理
由
書
に
お
い
て
も
、
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
廣
中
俊
雄
編
著
「
民
法
修
正
案
（
前
三
編
）
の
理
由
書
」
（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
一

四
四
頁
以
下
）
。

(44)

廣
中
編
・
前
掲
注

(43)
一
四
四
頁
以
下
。

(
4
5
)こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
森
田
•
前
掲
注

(
4
)一
五
一
頁
。

(
4
6
)例
え
ば
、
川
島
は
、
現
行
規
定
九
五
条
は
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
九
八
条
・
九
九
条
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
川
島
•
前
掲
注

（9
)
―
-
八
三
頁
）
。

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
中
松
•
前
掲
注

(
l
)三
八
八
頁
。

戸神
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第
三
章

フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
の
形
成

前
章
に
お
い
て
、
現
行
民
法
九
五
条
は
、
形
式
的
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
容
的
に
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
を
見
た
。
そ
こ
で
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
を
考
察
す
る
。

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

ま
ず
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
錯
誤
規
定
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

フ
ラ
ン
ス
錯
誤
制
度
の
概
観

第
一
節

第
一
款

民
法
典
の
規
定

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
、

―1
0
九
条
、

屈）

――
1
0
条
に
、
次
の
よ
う
な
総
則
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。

―1
0
九
条

応

49)

合
意

(
c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
)

が
錯
誤
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
強
迫
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
、
又
は
詐

欺
に
よ
っ
て
賜
取
さ
れ
た
場
合
に
は
、
何
ら
有
効
な
合
意
は
存
在
し
な
い
。

――
1
0
条

(50} 

鎌
誤
が
約
定

(
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)

の
目
的
物

(objet)

で
あ
る
物
の
本
質

(substance)

そ
の
も
の
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と

一
項

き
に
の
み
、
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
る
。

二
項

錯
誤
が
合
意
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
相
手
方
の
人
の
み
に
関
わ
る
と
き
、
そ
の
錯
誤
は
な
ん
ら
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
。

但
し
、
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
の
考
慮

(consideration)

が
そ
の
合
意
の
主
た
る
原
因

(
c
a
u
s
e
principale) 
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の

47 

限
り
で
は
な
い
。
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）
の
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
、

―
1
0
九
条
で
、
強
迫
．
詐
欺
と
並
ん
で
、
錯
誤
は
、
当
事
者
の
合
意
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に

す
る
と
一
般
的
に
規
定
し
、
次
の
一
―

1
0
条
に
お
い
て
、
法
的
に
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
を
限
定
す
る
と
い
う
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
ま

ず、

――

1
0
条
一
項
は
、
物
に
つ
い
て
の
錯
誤
に
つ
い
て
定
め
、
物
の
本
質
に
関
す
る
錯
誤

(erreur
sur 
la 
substance) 
(
以
下

で
は
、

本
質
の
錯
誤
と
す
る
）

の
み
が
無
効
原
因
と
な
る
と
し
て
い
る
。
次
に
、
同
条
二
項
は
、
人
に
関
す
る
錯
誤

(erreur
sur 
la 

51巻3号

personne)

に
つ
い
て
定
め
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
が
、
例
外
的
に
、
相
手
方
が
ま
さ
に
そ
の
人
で
あ
る
こ

と
が
当
該
合
意
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
無
効
原
因
に
な
る
と
定
め
て
い
る
。

(51) 

こ
の
他
、
錯
誤
の
特
則
と
し
て
、
婚
姻
に
関
す
る
錯
誤
(
-
八
0
条
二
項
）
、
自
白
に
関
す
る
錯
誤
（
―
-
―
-
五
六
条
四
項
）
お
よ

(52) 

び
和
解
に
関
す
る
錯
誤
（
二

0
五
二
条
二
項
）
が
あ
る
。

七
心""d 

―
―
―
七
条
が
、
法
律
上
当
然
無
効

(nu!
d
e
 plein 

以
上
が
、
錯
誤
の
要
件
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
錯
誤
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

雑

droit)

と
な
る
の
で
は
な
く
、
無
効
訴
権

(action
e
n
 n
u
一lite)
が
与
え
ら
れ
る
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
無
効
訴
権
は
、

一
八
0
四
年

学

民
法
典
で
は
、
錯
誤
を
発
見
し
た
日
か
ら
十
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
る
と
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、

一
九
六
八
年
一
月
一
二
日
法
に
よ

り
、
五
年
と
な
っ
て
い
る

法

（一――
1
0
四
条
）
。

戸

以
上
、
錯
誤
に
関
す
る
現
行
法
の
規
定
を
中
心
に
説
明
し
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
錯
誤
の
要
件
の
中
心
と
な
る
規
定
は
一
―

1
0
条

神

の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
法
文
は
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
文
言
か
ら
だ
け
で
は
、
合
意
を
無
効
と
す
る
錯
誤
と
は
何
で
あ
る

か
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
錯
誤
の
実
質
的
要
件
を
定
め
る
一
―

1
0
条
に
つ
い
て
、
起
草
者
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
款

I
 I
 I
O
条
の
立
法
趣
旨

―
1
0
条
で
規
定
さ
れ
る
錯
誤
は
、

ヽ

ロ
ー
マ
法
の
＾

gor 
in 
substantia:> 

^
 

error 
in 
p
e
r
s
o
n
a
>
に
そ
の
起
源
を
見
い
だ
す



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

[母）

こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
ロ
ー
マ
法
の
考
え
は
、
ポ
テ
ィ
エ
を
通
し
て
、

{54) 

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
立
法
趣
旨
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
ポ
テ
ィ
エ
の
錯
誤
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
ポ
テ
ィ
エ
の
錯
誤
論
を
紹
介
し
た
上
で
、
起
草
者
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
。

ポ
テ
ィ
エ
の
錯
誤
論

ポ
テ
ィ
エ
は
、
『
債
権
法
講
義

(Traite
d
e
s
 
obligations)
』
と
『
民
事
訴
訟
法
講
義

(Traite
d
e
 la 
p
r
o
c
e
d
u
r
e
 
civile)
』
に
お
い

(55) 

て
、
錯
誤
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
両
著
書
で
の
記
述
が
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
両
著
書
で
の
内
容
は
両
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
著
と
後
著
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
ポ
テ
ィ
エ
の
錯
誤
論
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
お
よ
び
物
又
は
人
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
は
、
契
約
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
と
合
意
を
生
じ
さ
せ
た
錯
誤
は
、
契
約
を
無
効
に
す
る
も
の
又
は
取
り
消
す
も
の
と
し
て
、
両
者
は
峻

別
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

ロ
ー
マ
法
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
合
意
を
生
じ
さ
せ
た
錯
誤

(erreur
q
u
i
 

a
 d
o
n
n
e
 lieu 
a
 la 
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)

が
取
消
原
因
に
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
後
に
コ
ー
ズ
の
錯
誤
と
よ
ば
れ
る
も

る翌

の
で
あ
る
。

ま
た
、
ポ
テ
ィ
エ
が
示
し
た
一
般
論
は
、
性
質
錯
誤
は
、
錯
誤
が
両
当
事
者
が
主
眼
と
し
た
性
質
に
関
わ
る
と
き
無
効
原
因
と
な
る

こ
と
、
人
の
錯
誤
は
、
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
場
合
に
限
る
と
い
う
こ
と
、
動
機
錯
誤
は
、
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ

ず
、
例
外
的
に
、
動
機
が
条
件
と
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
顧
慮
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

）
の
ポ
テ
ィ
エ
の
錯
誤
論
は
、
次
で
見
る
よ
う
に
、

一
定
の
範
囲
で
、
起
草
者
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

起
草
者
の
見
解

49 

捻―

1
0
条
の
起
草
を
担
当
し
た
の
は
、
ビ
ゴ
・
プ
レ
ア
ム
ヌ
で
あ
る
。
立
法
理
由
に
つ
い
て
、
ビ
ゴ
・
プ
レ
ア
ム
ヌ
は
、
次
の
よ

83) 

う
に
説
明
し
て
い
る
。

一
項
の
物
の
本
質
の
錯
誤
は
、
「
錨
誤
が
無
効
原
因
と
な
る
た
め
に
は
、
錯
誤
が
、
付
随
的
性
質

(qualite
a
c
 ,
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cidentelle)

に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
合
意
の
目
的
物

(objet)

と
な
っ
た
物
の
本
質
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

51巻3号

い
」
。
二
項
に
つ
い
て
は
、
人
に
つ
い
て
の
考
慮
が
主
た
る
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
「
当
事
者
は
、
当
該
錯
誤
に
陥
っ
て
い
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
債
務
も
負
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
裁
判
官
が
認
め
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
条
文
の
ル
ー
ル
に
従
え
ば
、
「
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
や
ポ
テ
ィ
エ
の
見
解
と
同
じ
よ
う
に
、
動

機
の
真
実
性
が
、
両
当
事
者
は
約
束

(
e
n
g
a
g
e
m
e
n
t
)

を
左
右
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
条
件
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
得
る
場
合
に
限
り
、
動
機
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
る
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
起
草
者
が
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
付
随
的
性
質
に
関
す
る
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
、
ま

た
、
動
機
錯
誤
は
動
機
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
顧
慮
さ
れ
な
い
と
し
た
点
は
、
ポ
テ
ィ
エ
の
見
解
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
動
機
錯
誤
の
説
明
に
つ
い
て
、
ポ
テ
ィ
エ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ポ
テ
ィ
エ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
実
際
に
条
文
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
物
の
本
質
の
錯
誤
と
人
に
関
す
る
錯
誤
、
こ
の
二
つ
の
錯
誤
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、

ポ
テ
ィ
エ
が
問
題
と
し
た
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
、
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
、
合
意
を
生
じ
さ
せ
た
錯
誤
な
ど
に
つ
い
て
は

規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
。
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
立
法
理
由
書
の
中
で
は
、
動
機
錯
誤
は
契
約
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い
立

場
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

士
心-n-a 

雑学法戸神

――
1
0
条
の
適
用
を
受
け
る
錯
誤
が
何
で
あ
る
か
明
確
で
な
い
。
と
り
わ
け
一
項

の
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
そ
の
「
本
質
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
民
法
典
制
定
後
の
学
説

お
よ
び
裁
判
例
が
、
そ
の
「
本
質
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
同
時
に
、
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
な
か
っ
た
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
学

説
が
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
起
草
者
の
説
明
に
お
い
て
も
、

そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
一
九
世
紀
の
学
説
お
よ
び
判
例
を
考
察
す
る
。



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

(48)

条
文
訳
に
つ
い
て
は
、
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
仏
蘭
西
民
法

頁
を
参
考
に
し
、
若
干
修
正
を
加
え
た
。

(49) 

c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
に
は
、
意
思
の
表
示
と
意
思
の
合
致
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

(
T
e
r
r
e
(
F
.
)
,
 
S
i
m
l
e
r
 
(
P
h
.
)
 
et 
L
e
q
u
e
t
t
e
 
(
Y
.
)
,
 

D
r
o
i
t
 
civil, 
L
e
s
 
obligations, 
7
'
e
d
.
,
 
1
9
9
9
,
 
n" 
85, 
pp. 

96ー
9
7
)
0

c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
に
は
、
「
同
意
」
あ
る
い
は
「
合
意
」
と
い
う
訳
語
が
あ

て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
、
「
合
意
」
と
訳
す
。

(50) 

c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
と
は
、
債
務
関
係
の
発
生
、
消
滅
、
変
更
を
目
的
と
す
る
複
数
者
の
意
思
の
合
致
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
日
本
法
で
い
う
「
契

約
」
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
契
約

(contrat)

は
債
務
関
係
の
発
生
の
み
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、

c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
は
、
契
約

(contrat)

の
上
位
概
念
で
あ
る
と
し
て
、
契
約
と
区
別
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る

(Terre,

S
i
m
l
e
r
 
et 
L
e
q
u
e
t
t
e
,
 
op. 
cit., 
n" 
4
5
,
 
pp. 
5
2ー

5
3
)
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿
で
は
、

c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
を
「
約
定
」
と
訳
す
。

(51)

一
八

0
四
年
民
法
典
の
一
八

0
条
二
項
は
、
人
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
、
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
配
偶
者
の
み
が
、
婚
姻
の
無
効
を
主
張

で
き
る
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
条
文
の
人
に
つ
い
て
の
錯
誤
と
は
、
人
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
の
み
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
七
五
年
七
月
―
一
日
法
に
よ
り
、
こ
の
条
文
は
改
正
さ
れ
、
現
在
で
は
、
配
偶
者
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
も
、
婚
姻
の
無
効
原
因
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(52)

自
白
に
関
す
る
錯
誤
と
和
解
に
関
す
る
錯
誤
の
場
合
に
は
、
法
律
の
錯
誤

(erreur
d
e
 
droit)

は
主
張
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
法
律

の
錯
誤
と
は
、
法
文
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
錯
誤
に
陥
る
ケ
ー
ス
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
条
文
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
法
律
の

錯
誤
は
、
事
実
の
錯
誤
(e
コe
u
r
d
e
 
fait)
と
区
別
し
な
い
こ
と
で
、
学
説
お
よ
び
判
例
は
；
致
し
て
い
る
。
法
律
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、

D
e
c
o
t
t
i
g
'

nies 
(
R
.
)
,
 
L
'
e
r
r
e
u
r
 
d
e
 
droit, 
(
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ ., 

1
9
5
1
.
 
p. 
3
0
9
を
参
照
。

(53) 

Terre, 
S
i
m
l
e
r
 
et 
L
u
q
u
e
t
t
e
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
'
n
°
1
9
8
,
 
p. 
1
9
4
を
参
照
。

(54) 

D
a
v
i
d
 
(
R
.
)
,
 
L
a
 doctrine 
d
e
 
J'erreur 
d
a
n
s
 
P
o
t
h
i
e
r
 
et 
s
o
n
 
interpretation 
p
a
r
 
la 
c
o
m
m
o
n
 l
a
w
 
d'angleterre, 
E
t
u
d
e
s
 
d
e
 
droit 
civil 

a
 la 
m
e
m
o
i
r
e
 d
e
 
H
e
n
r
i
 
Capitant, 
1
9
3
9
,
 
pp. 
1
4
5
 
et 
s. 

(55) 

P
o
t
h
i
e
r
 
(R. | J
.
)
,
 

Traite 
d
e
s
 
obligations, 
1
7
6
1
,
 
Partie 
1, 
C
h
a
p
.
 
1, Sect• 

1, 
Art. 
3, 
§
I
 ,
 pp. 
2
7ー

34,

Ibid, 
Traite 
d
e
 
la 
p
r
o
c
e
d
u
r
e
 

civile, 
1
7
7
2
,
 
Partie 
V
,
 C
h
a
p
i
t
r
e
 
N
,
 §
N
,
 pp. 
9
3ー

97.

(56) 

D
a
v
i
d
,
 
o
p
.
 
cit., 
pp. 
1
4
8
 
et 
s. 

(57)

但
し
、
ポ
テ
ィ
エ
は
、
後
の
学
説
と
は
異
な
り
、
合
意
を
生
じ
さ
せ
た
錯
誤
と
物
の
性
質
錯
誤
を
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
お

り
、
効
果
に
つ
い
て
も
取
消
し

(rescision)

と
し
て
い
た

(Traite
d
e
 
la 
p
r
o
c
e
d
u
r
e
 
civile, 
p
p
.
 
9
3
 | 9
7
)
。

(58)

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、
野
村
・
前
掲
注

(
8
)
九
三
巻
一
号
七
七
頁
以

F
が
詳
し
い
。

(59) 

F
e
n
e
t
 
(P. 
A.), R
e
c
u
e
i
l
 
c
o
m
p
l
e
t
 
d
e
s
 
t
r
a
v
a
u
x
 
preparatoires 
d
u
 c
o
d
e
 
civil, 
t. 

VIll, 
1
8
2
7
,
 
p. 
2
2
3
.
 

財
産
取
得
編
（
2
)
〔

m〕
』
[
田
中
周
友
訳
]
（
有
斐
閣
、

一
九
五
六
年
）

51 
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第
二
節
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法

第
＿
款
学
説
の
展
開

本
質
の
錯
誤
ー
客
観
説

一
九
世
紀
後
半
の
学
説
は
、

の
解
釈
を
巡
っ
て
、
本
質
の
錯
誤
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か

{60) 

―
1
0
条
の
「
本
質
」
と
は
物
を
構
成
す
る
「
素
材

(matiere)
」
と
す
る
説
が
あ
る
。

―
―
1
0
条
の
「
本
質

(substance)
」

に
し
よ
う
と
し
た
。

ロ
ー
マ
法
に
従
い
、

51巻3号

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
「
本
質
」
を
素
材
に
限
定
す
る
の
は
一
部
の
見
解
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
学
説
で
は
、
例
え
ば
、
オ
ー
ブ

リ
1
1

ロ
ー
は
、
「
本
質
」
と
は
「
物
を
構
成
す
る
物
質
上
の
要
素

(
e
l
e
m
e
n
t
s
materiels)

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
総
体

(reunion)

が
特
別
な
性
質
を
決
め
、
か
つ
、
社
会
通
念

(notions
c
o
m
m
u
n
e
s
)

に
よ
っ
て
他
の
す
べ
て
の
種
類
か
ら
そ
れ
を
区
別
す
る
属
性
を

-61-

も
含
む
」
と
し
、
ド
ゥ
モ
ロ
ン
ブ
は
、
本
質
と
は
、
そ
の
物
を
個
別
化

(individualise)

す
る
、
主
た
る
か
つ
特
徴
的
性
質

(qualite

(62) 

で
あ
り
、
他
の
物
と
区
別
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
普
通
名
詞
を
持
つ
性
質
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

士
じ1-na 

雑

principale 
et 
caracteristique) 

学

―
―
1
0
条
の
「
本
質
」
を
、
そ
の
物
を
特
徴
付
け
る
性
質
と
す
る
こ
と
で
、

一
九
世
紀
の
学
説
は
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。

法

こ
の
一
九
世
紀
の
学
説
は
、
「
本
質
」
を
社
会
通
念
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
意
図
を
考
慮
し
な
い
点
が

特
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
客
観
説
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

戸神

し
か
し
、
具
体
的
に
何
が
「
本
質
」
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
物
の
由
来

(origine)

や
古
さ

(64) 

(antiquite)
、
真
作
性

(authenticite)

は
、
「
本
質
」
に
あ
た
る
と
す
る
見
解
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
「
本
質
」
に
含
め
る
の
で
は
広

す
ぎ
、
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
を
限
定
し
た
一
―
1
0
条
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
と
し
て
、
物
の
由
来
や
古
さ
、
真
作
性
に
関
す
る
錯
誤
は
、

本
質
の
錯
誤
で
は
な
い
と
す
る
見
解
に
分
か
れ
て
い
た
。
但
し
、
後
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
由
来
や
古
さ
、
真
作
性
は
、
両
当
事
者
が

合
意
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
条
件
と
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
明
示
し
て
想
定

(
e
n
v
i
s
a
g
e
)

さ
れ
た
場
合
や
保
証
又
は
約
束
さ
れ
た
場

合
に
限
り
、
そ
の
法
的
構
成
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
顧
慮
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。



と
こ
ろ
で
、
客
観
説
が
こ
の
よ
う
に
「
本
質
」
を
狭
く
解
し
た
背
景
に
は
、
実
は
、
「
取
引
観
念
に
よ
る
異
種
物
」
と
い
う
客
観
的

基
準
に
よ
っ
て
本
質
的
性
質
錯
誤
を
判
断
し
た
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
オ
ー
ブ
リ
1
1

ロ
ー

-m] 

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

や
ド
ゥ
モ
ロ
ン
ブ
の
体
系
書
で
、
実
際
に
、

―
1
0
条
の
適
用
を
受
け
な
い
錯
誤
類
型
（
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
）

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

一
九
世
紀
の
学
説
は
、

――

1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
を
、
物
そ
れ
自
体
が
有
し
て
い
る
性
質
に
関
す
る
錯
誤
で
あ

以
上
の
よ
う
に
、

る
と
解
し
た
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
学
説
は
、
ポ
テ
ィ
エ
が
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤
と
し
て
認
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
起
草
者
は
明
文
の

規
定
を
置
か
な
か
っ
た
錯
誤
が
、
同
条
に
服
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
問
題
と
し
た
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
オ
ー
ブ
リ
1
1

ロ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
お
よ
び
物
の
同
一
性
に

関
す
る
錯
誤
を
、

1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
と
は
区
別
し
て
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
「
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
意
思
の

合
致

(
c
o
n
c
o
u
r
s
)

は
、
目
的
物
を
構
成
す
る
物
に
つ
い
て
に
せ
よ
、
締
結
が
問
題
と
な
る
合
意
の
種
類

(nature)

に
つ
い
て
に
せ

よ
、
申
込
あ
る
い
は
承
諾
が
な
さ
れ
た
方
法
に
つ
い
て
に
せ
よ
、
承
諾
が
申
込
の
文
言
に
正
確
に
一
致
す
る
限
り
で
の
み
存
在
す
る
。

の
欠
如
は
、
契
約
の
成
立
の
妨
げ
と
な
る
。
食
い

や
物
の
同
一
性
に
つ
い
て
当
事
者
の
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
目
的
物
を
売

る
と
い
う
申
込
を
し
、
他
方
が
そ
れ
を
賃
貸
借
す
る
こ
と
を
望
む
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
形
成
さ
れ
た
契
約
は
存
在
し
な
い
」
と
す
る
。

こ
れ
ら
要
素
の
―
つ
あ
る
い
は
他
の
も
の
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
同
意

(accord)

違
い

(
m
a
l
e
n
t
e
n
d
u
)

さ
ら
に
、
脚
注
に
お
い
て
、
「
こ
の
食
い
違
い

(
m
a
l
e
n
t
e
n
d
u
)

こ
そ
が
、

ロ
ー
マ
時
代
の
法
律
家
が
error

in 
c
o
r
p
o
r
e
 
(
同
一
性
の
錯

―
1
0
条
の
問
題
で
あ
る
物
の
本
質
の
錯
誤
と
混
同
し
な
い
こ
と
が
非
常

誤
）
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、

{69} 

に
重
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
ド
ゥ
モ
ロ
ン
ブ
も
、

――

1
0
条
の
錯
誤
は
、
無
効
訴
権
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
に

53 

対
し
て
、
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
は
、
契
約
を
当
然
無
効

(nu!
d
u
 plein)
、
す
な
わ
ち
契
約
は
成
立
し
な
い
と
す
る
も
の
な
の
で
、

民
法
典
に
お
い
て
、
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
と
本
質
の
錯
誤
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
の
学
説
は
、
特
に
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
で
あ
る
が
、
本
質
の
錯
誤
と
の
異
質
性

を
強
調
し
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
と
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
は
そ
も
そ
も
一
―

1
0
条
の
適
用
を
受
け
な
い
錯
誤
と
考
え

――

1
0
条
の
規
定
に
は
服

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
学
説
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
、
契
約
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
、

さ
な
い
と
解
し
て
い
る
。

学
説
は
、
こ
れ
ら
錯
誤
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
当
事
者
の
意
思
は
合
致
せ
ず
、
契
約
が
成
立
し
な
い

51巻3号

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
明
文
の
規
定
を
置
く
必
要
性
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
錯
誤
が
契
約
の
成
立

(12) 

を
妨
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
根
拠
条
文
に
つ
い
て
は
、
合
意
の
有
効
性
の
要
件
に
関
す
る
―

1
0
八
条
に
求
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

(73) 

――

1
0
条
の
錯
誤
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
絶
対
無
効
あ
る
い
は
契
約
の
不
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

効
果
も
、

士
じ
―,,,a 

こ
う
し
て
、
学
説
は
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
、
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
は
一
―

1
0
条
の
適
用
を
受
け
な
い
と
考
え
た

雑

の
だ
が
、
さ
ら
に
、
ポ
テ
ィ
エ
が
合
意
を
生
じ
さ
せ
た
錯
誤

(erreur
qui 
a
 d
o
n
n
e
 
lieu 
a
 Ia 
convention)

と
よ
ん
だ
錯
誤
に
つ

い
て
も
、
次
の
よ
う
に
一
―

-
0
条
の
適
用
を
受
け
な
い
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
学
説
は
、
こ
の
錯
誤
を
、

学

コ
ー
ズ
の
錯
誤
(erreur

法

sur 
la 
cause)

と
よ
び
、

コ
ー
ズ
が
存
在
し
な
い
債
務

(obligation
sans 
cause)

ま
た
は
虚
偽
の
コ
ー
ズ
に
基
づ
く
債
務

(obliga,
 

(74) 

は
効
果
を
有
し
な
い
と
定
め
た
―
一
三
一
条
を
根
拠
に
し
て
、
契
約
は
成
立
し
な
い
と
考
え
た
。

戸

tion 
sur 
u
n
e
 
fausse 
cause) 

神

コ
ー
ズ
の
存
在
に
関
す
る
錯
誤

(e
コeur
sur 
l'existance 
d
e
 la 
cause)

と、

コ
ー
ズ
の
法

そ
の
一
方
で
、

コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
、

的
効
力
に
関
す
る
錯
誤

(erreur
sur 
l'efficacite 
juridique 
d
'
u
n
e
 
cause)

と
に
二
つ
に
分
け
、
前
者
は
、

(75) 

あ
る
が
、
後
者
は
一
―

1
0
条
で
規
定
さ
れ
る
本
質
の
錯
誤
と
同
様
の
効
果
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
見
解
、
あ
る
い
は
、
前
者
は
合
意

{76} 

を
阻
却
す
る
錯
誤
で
あ
る
が
、
後
者
は
一
―

1
0
条
の
錯
誤
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。

―
一
三
一
条
の
問
題
で

）
の
よ
う
に
、

――

1
0
条
の
適
用
を
受
け
る
と
す
る
学
説
も
あ
っ
た
が
、

コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、
契
約
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
で
あ

りヽ

コ
ー
ズ
の
錯
誤
も
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
お
よ

――

1
0
条
に
服
す
る
錯
誤
と
は
異
な
る
と
解
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、



(71) 

び
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
学
説
は
、
契
約
の
種
類

に
関
す
る
錯
誤
、
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
、
こ
れ
ら
三
つ
の
錯
誤
は
、
そ
の
錯
誤
が
重
大
で
あ
る
た
め
、
契
約

を
瑕
疵
あ
る
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
合
意
を
排
除
し
、
契
約
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
、
こ
れ
ら
を
合
意
を
阻
却

(78) 

す
る
錯
誤

(e
ヨ
eur
obstacle)

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
類
型

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
錯
誤
は
、
根
拠
と
な
る
条
文
は
異
な
る
も
の
の
、
法
的
に
顧
慮
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
の
錯
誤
は
合
意

の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
本
質
的
で
な
い
性
質
に
関
す
る
錯
誤
、
動
機
錯
誤

(erreur
sur 
le 

motif)
、
価
値
錯
誤
(erreur
sur 
la 
valeur)
で
あ
る
。
本
質
的
で
な
い
性
質
に
関
す
る
錯
誤
と
は
、
一
―

1
0
条
の
適
用
を
受
け
な
い

(19) 

性
質
錯
誤
を
意
味
す
る
の
で
、
こ
こ
で
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、
動
機
錯
誤
と
価
値
錯
誤
で
あ
る
。

顧
慮
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
価
値
錯
誤
が
顧
慮
さ

る的）

れ
な
い
理
由
は
、
レ
ジ
オ
ン
（
莫
大
損
害

lesion)

と
の
関
係
で
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
民
法
典
は
、
一
―
―
八
条
に
お
い
て
、

レ
ジ
オ
ン
を
理
由
と
す
る
契
約
の
取
消
し

(rescision)

を
制
限
し
て
い
る
が
、
価
値
に
関
し
て
錯
誤
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て

契
約
の
無
効
を
認
め
る
と
な
る
と
、
結
果
と
し
て
、
レ
ジ
オ
ン
に
よ
る
契
約
の
取
消
し
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
説
は
一
致
し
て
、
動
機
錯
誤
、
価
値
錯
誤
を
原
則
と
し
て
顧
慮
し
な
い
と
し
た
一
方
で
、
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
は
、

(81) 

動
機
が
契
約
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
例
外
的
に
、
動
機
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

第
二
款
裁
判
例
の
展
開

前
款
で
は
、
学
説
の
展
開
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
裁
判
例
を
考
察
し
、
ど
の
よ
う
な
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
て
い
た
か
を
見
る
こ

55 

と
に
し
よ
う
。
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本
質
の
錯
誤
――
1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
裁
判
例
で
は
、
当
該
事
案
が
、
本
質
の
錯
誤

に
あ
た
る
か
否
か
を
直
接
述
べ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
実
際
に
よ
く
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
美
術
品
の
売
買
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

裁
判
例
は
、

一九

51巻3号

世
紀
の
裁
判
例
は
、
美
術
品
の
古
さ
や
真
作
性
、
由
来
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
で
は
「
本
質
」
と
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
契
約
の

（泣）

条
件

(condition)

と
な
っ
て
い
た
場
合
か
保
証

(garantie)

さ
れ
て
い
た
場
合
に
限
り
、
錯
誤
無
効
を
認
め
て
い
た
。

「
本
質
」
の
定
義
を
示
し
た
の
は
、
破
毀
院
審
理
部
一
八
七
五
年
八
月
五
日
判
決

(
R
e
q
•

,
 5 
aofit 
1
8
7
5
,
 
S
.
 
1
8
7
5
.
 

1. 
3
6
6
)

で

あ
っ
た
。
破
毀
院
は
、
建
物
建
築
用
の
土
地
の
売
買
に
お
い
て
、
契
約
締
結
後
、
あ
ら
た
め
て
土
地
の
整
地
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
買
主
が
錯
誤
無
効
を
主
張
し
た
事
案
に
お
い
て
、
本
質
と
は
、
「
よ
り
以
上
の
も
の
あ
る
い
は
よ
り
以
下
の
も
の
は
存
在
し
な

士
じl-na 

雑

い
性
質

(qualite
qui 
n'est 
p
a
s
 
susceptible 
d
e
 plus 
o
u
 d
e
 
m
o
i
n
s
)
」

い
と
し
て
、
買
主
の
主
張
を
斥
け
た
。

で
あ
る
と
示
し
、
当
該
錯
誤
は
本
質
の
錯
誤
に
あ
た
ら
な

学

こ
の
判
決
は
、
「
本
質
」
と
は
、
物
そ
れ
自
体
が
有
し
て
い
る
性
質
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
学
説
の
客
観
説
に
親
和
的
で
あ
る
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

法戸

し
か
し
他
方
で
、
こ
れ
と
は
異
な
る
判
決
も
存
在
し
た
。
破
毀
院
審
理
部
一
八
七
六
年
一
―
一
月
一
日
判
決

(Req.,

I" 
m
a
r
s
 1
8
7
6
,
 
S・ 

1
8
7
6
.
 
1. 
3
1
8
)

は
、
採
掘
場
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
そ
の
採
掘
場
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
岩
石
が
、
石
版
用

(lithographique)

で

あ
っ
た
た
め
、
買
主
は
品
質
が
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
、
錯
誤
、
詐
欺
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
主
張
し
た
事
案
に
お
い
て
、
当
該
採
掘
場

神

が
「
両
契
約
者
が
主
眼
と
し
て
い
た

(principalement
e
n
 
v
u
e
)
」
性
質
を
有
し
て
い
た
と
し
て
控
訴
院
が
錯
誤
主
張
を
斥
け
た
の
は

正
当
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
「
本
質
」
を
当
事
者
の
意
図
を
含
ま
せ
て
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
説
で
い
う
主
観
説
に
親
和
的
で
あ
る
と
見
る

）
と
が
で
き
る
。



一
九
世
紀
の
裁
判
例
で
は
、
本
質
の
錯
誤
は
、
物
の
性
質
錯
誤
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
「
本
質
」
の
判
断
に
つ
い

て
は
態
度
が
分
か
れ
て
お
り
、
判
例
の
立
場
は
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

）
の
よ
う
に
、

性
質
錯
誤
以
外
の
顧
慮
さ
れ
る
錯
誤

以
上
の
よ
う
に
、
裁
判
例
は
、

1
0
条
一
項
の
本
質
の
錯
誤
を
性
質
錯
誤
と
解
し
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
な
性
質
錯
誤
以
外
の

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

錯
誤
に
つ
い
て
も
認
め
て
い
た
。

破
毀
院
審
理
部
一
八
七
八
年
五
月
六
日
判
決

(Req.,
6
 

m
a
i
 
1
 00 7
8
,
 

D. 
P
.
 
1
8
 00 0
.
 

1. 
1
2
)

は
、
定
額
保
険
だ
と
信
じ
て
火
災
保

険
契
約
を
締
結
し
た
が
、
実
際
は
、
保
険
加
入
者
が
構
成
員
に
な
る
相
互
保
険

(assurance
mutuelle)

契
約
で
あ
っ
た
事
案
に
お
い

て、

――
1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
で
あ
る
と
し
て
契
約
の
無
効
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
つ
い
て
、
学
説
は
、
契
約
の
種
類
に
関

す
る
錯
誤
の
先
例
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
自
体
は
、

――
1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
で
あ
る
と
し
て
無
効
を

認
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
春
ま
き
小
麦
と
秋
ま
き
小
麦
と
を
間
違
え
て
購
入
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
本
質
の
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
契
約
の
無
効
を

認
め
た
も
の
が
あ
る

(Civ., 
2
4
 juin 
1
8
6
7
,
 
S
.
 
1
8
6
7
.
 
1. 
3
9
3
)

。

顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤

こ
れ
ま
で
の
錯
誤
は
、
法
的
救
済
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
例
は
、
早
い
時
期
か
ら
、
動
機
錯
誤
と
価
値
錯
誤
は
契

{84) 

約
の
有
効
性
に
影
響
を
与
え
な
い
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
動
機
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
審
理
部
一
八
九
八
年
三
月
一
六
日
判
決

(Reg・,
1
6
 
m
a
r
s
 
1
8
9
8
,
 
S
.
 
1
9
0
2
.
 
1. 
3
3
1
)
 

は
「
法
律
の
錯
誤
ま
た
は
事
実
の
錯
誤
は
、
そ
れ
が
約
束
の
主
た
る
動
機
で
、
か
つ
、
決
定
的
動
機
で
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
約
定
(
c
o
n
,
 

vention) 
の
無
効
原
因
と
な
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
動
機
錯
誤
の
顧
慮
の
余
地
を
示
し
た
も
の
も
存
在
し
た
。

57 
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第
三
款

小
括

一
九
世
紀
の
錯
誤
法
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
本
質
の
錯
誤
は
、
学
説
・
裁
判
例
は
一
致
し
て
、
物
の
性
質
錯
誤
で
あ

――
1
0
条
で
顧
慮
さ
れ
る
性
質
錯
誤
を
、
物
そ
の
も
の
が
持
つ
性
質
に
関
す
る
も
の
に
限
定

し
て
い
た
の
に
対
し
、
裁
判
例
で
は
、
当
事
者
が
意
図
し
た
性
質
に
関
す
る
錯
誤
も
無
効
原
因
と
な
る
と
し
た
判
決
も
あ
り
、
や
や
広

く
本
質
の
錯
誤
を
認
め
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
条
文
が
性
質
錯
誤
に
つ
い
て
の
み
し
か
規
定
し
て
い
な
い
が
、
わ
が
国
の
議
論
で

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
学
説
は
、

51巻3号

い
う
と
こ
ろ
の
意
思
欠
訣
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
動
機
錯
誤
及
び
価
値
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
な
い
こ
と
で
一

致
し
て
い
る
。
本
稿
の
関
心
で
あ
る
性
質
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
直
接
述
べ
て
い
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い

士`い""d 

が
、
説
明
の
仕
方
か
ら
す
る
と
、
動
機
錯
誤
の
一
部
と
し
て
性
質
錯
誤
を
捉
え
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
性
質
錯
誤
の
み
を
特
別
視
し

て
い
た
と
い
う
よ
う
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

雑

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
と
そ
の
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
錯
誤
を
、
合
意
を
排
除
す
る
も
の
、
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
も
の
、
排
除
す
る
も
の
の
一
二
つ
の
類

型
に
分
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
世
紀
の
学
説
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ

学法戸

ー
ド
草
案
は
、
こ
れ
ら
の
錯
誤
類
型
を
明
文
化
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
見
解
は
、
性
質
錯
誤
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
考
え
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ

神

ち
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
学
説
は
、
本
質
概
念
を
客
観
的
に
捉
え
、
性
質
錯
誤
を
限
定
し
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ボ

函
3

)

ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
こ
の
本
質
概
念
の
捉
え
方
自
体
は
正
し
い
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
本
質
概
念
自
体
を
放
棄
し
、
当
事
者
を
基
準
と
し
て
、

そ
の
性
質
が
約
定
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
要
件
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
性
質
錯
誤
に
つ
い
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
異
な
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
見
解
は
、
実

(86) 

は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
で
主
張
さ
れ
始
め
た
も
の
と
同
じ
方
向
性
を
有
し
て
い
た
。
次
章
で
は
、
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二
0
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
の
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(60) 

D
u
r
a
n
t
o
n
,
 
C
o
u
r
s
 
d
e
 droit 
Civil fran~a1s 

s
m
v
a
n
t
 
le 
c
o
d
e
 
etv1l, 
t. 

X
 ̀
 1
8
3
0
,
 
n
 c
-、
l
04
-
l
 0
6
`
 
pp. 
9
4
 et 
s. 

(61) 

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
,
 
C
o
u
r
s
 
d
e
 
droit 
civil 
frarn;:ais 
d
'
a
p
r
e
s
 
la 
m
e
t
h
o
d
e
 
d
e
 
Z
a
c
h
a
r
i
a
e
,
 
4
°
e
d
.
,
 
t. 

N
,
 
1
 
00 
71, 
§
3
4
3
 bis, 
p. 
2
9
6
.
 

(62) 

D
e
m
o
l
o
m
b
e
,
 
C
o
u
r
 d
e
 c
o
d
e
 
N
a
p
o
l
e
o
n
,
 
t. 

X
 X
 N
,
 Traite 
d
e
s
 
contrats 
o
u
 d
e
s
 
obligations 
e
n
 
g
e
n
e
r
a
l
 ̀
l
0
0
 77, 
n
 c)00 8, 
pp. 
9
1
-
9
2
.
 

(63)

他
に
客
観
説
を
採
る
も
の
と
し
て
、

H
u
e
(
T
h
.
)
,
 
C
o
m
m
e
n
t
a
i
r
e
 
th g
 
rique 
et 
pratique 
d
u
 
c
o
d
e
 
civil, 
t. 

Vlll, 
l
 
00 
94, 
n
 
e
 22, 
pp. 
3
5
 
et 
s, 

D
e
m
a
n
t
e
 et 
C
o
l
m
e
t
 d
e
 
Santerre, 
C
o
u
r
s
 
a
n
a
l
y
t
i
q
u
e
 
d
e
 c
o
d
e
 
civil, 
t. 

Vlll, 
l
 
0000 5, 
n
 c
 1
6
 bis, 
pp. 
1
6
 
et 
s
 
i

寺
が
あ
ウ
る
。

(64) 

D
e
m
o
l
o
m
b
e
,
 
op. 
cit., 
n
 c
 
s
 

9
1
 
et 
1
0
0
-
1
0
2
,
 
pp. 
9
3ー

9
4
et 
1
0
0ー

l
04. 

マ
ル
カ
テ
も
同
旨

(
M
a
r
c
a
d
e
,
op. 
cit., 
art. 
1
1
1
0
 ̀
n
c
,
2—3
)。

)
 

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
,
 
op. 
cit., 
§
3
4
3
 bis, 
p. 
2
9
6
,
 
H
u
c
,
 
0
 p. 
cit., 
n" 
24, 
pp. 
3
7
-
4
1
,
 
L
a
r
o
m
b
i
e
r
e
,
 
T
h
e
o
r
i
e
 
et 
pratique 
d
e
s
 
obligations, 
t. 

5
 

(
6
 

I

↓
 

n
o
v
.
 
ed., 
l
 
00005, 
art. 
1
1
1
0
,
 
n
。
3,
pp. 
4
6
-
4
7
.
 

(66)

フ
ュ
ビ
ニ
に
よ
れ
ば
、
客
観
説
は
個
別
化
理
論

(doctrine
d
e
 
!'individualisation)

で
あ
り
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
体
系
と
両
立
す
る
と
指
摘
す
る

(
F
u
b
i
n
i
 
(
R
.
)
,
 
C
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
a
 l'etude 
d
e
 
la 
theorie 
d
e
 
I'erreur 
sur 
la 
s
u
b
s
t
a
n
c
e
 
et 
sur 
les 
qualites 
substantielles, 
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 

civ., 
1
9
0
2
,
 
n" 
16, 
p. 
3
1
4
)
。
野
村
も
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
影
響
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
野
村
・
前
掲
注

(
8
)
九
三
巻
二
号
九
四
頁
）
。

后）

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
,
 
op. 
cit., 
§
3
4
3
 bis, 
n
o
t
e
 
2, 
p. 
2
9
6
.
 

(68) 

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
,
 
op. c
i
t
•
9
ク3
4
3̀

 p. 
2
9
1
.
 

(69) 

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
 ̀
 op. 
cit. 
｀
 
n
o
t
e
 
8, 
p. 
2
9
 l. 

(70) 

D
e
m
o
l
o
m
b
e
,
 
op. 
cit. 
n`c 
87, 
p. 
87. 

(71)

例
え
ば
、

D
e
m
a
n
t
e
et 
C
o
l
m
e
t
 d
e
 
Santerre, 
op. 
cit., 
V
,
 
1
6
 bis, 
pp. 
1
6
 
et 
s. 

(72)

―1
0
八
条

次
の
四
つ
の
要
件
は
約
定
の
有
効
性
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

義
務
を
負
う
当
事
者
の
コ
ン
サ
ン
ト
マ
ン

(
c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
)

契
約
締
結
の
能
力

約
束
の
内
容
を
形
成
す
る
確
定
し
た
目
的
物

債
務
に
お
け
る
適
法
な
コ
ー
ズ

(
c
a
u
s
e
licite) 

（
条
文
訳
に
つ
い
て
、
前
掲
注

(48)
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
仏
蘭
西
民
法
典
財
産
取
得
編

(
2
)
[
r
n
]』

A
u
b
r
y
 
et 
R
a
u
,
 
op. 
cit., 
pp. 
2
9
1
-
2
9
2
,
 
D
e
m
o
l
o
m
b
e
,
 
op. 
cit., 
n" 
00 
7, 
p. 
00 
7. 

73 

一
五
頁
を
参
照
し
た
。
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(74) 

D
u
r
a
n
t
o
n
,
 
0
 p. 
cit. ̀
n
c
l
l
l
,
 p
p
.
 
9
2
 1
 93
 ̀
 D
e
m
a
n
t
e
 et 
C
o
l
m
e
t
 d
e
 S
a
n
t
e
r
r
e
,
 
0
 p. 
cit. 
｀
 
n
°
1
6
,
 p. 
1
5
 :WI:'
。

(75)

オ
ー
プ
リ
1
1
ロ
ー
は
、
コ
ー
ズ
の
法
的
効
果
に
関
す
る
錯
誤
と
し
て
、
更
改
に
よ
り
旧
債
務
を
支
払
う
義
務
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
知
ら
ず
に
支
払
っ
た
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
い
る

(
A
u
b
r
y
et 
R
a
u
,
 
o
p
.
 
cit., 
§
3
4
3
 bis, 
p. 
2
9
7
)
。

(76) 

D
e
m
o
l
o
m
b
e
,
 0
 p. 
cit. 

｀
 
n
°
1
2
6
,
 p. 
1
2
0
.
 

(77) 

B
a
u
d
r
yー

L
a
c
a
n
t
i
n
e
r
i
e
et 
B
a
r
d
e
,
 
D
r
o
i
t
 
civil, 
D
e
s
 o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 
t. 

I
 ,
 2
°
e
d
.
,
 
1
9
0
0
,
 
n
 c
 5
2
,
 
p
p
.
 
7
4ー

7
6
.

(78)

合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤

(
e
r
r
e
u
r
o
b
s
t
a
c
l
e
)

と
い
う
言
葉
を
最
初
に
使
っ
た
の
は
、
調
べ
得
た
限
り
で
は
、
ラ
ロ
ン
ビ
エ
ー
ル
で
あ
る

(
L
貝
0
m
,

biere, 
0
 p. 
cit., 
art. 
1
1
1
0
 ̀
n
e
2
,
 p
p
.
 
4
5
-
4
6
)

。
た6
~
'
.
:
l
,

ロ
音
心
＃
J
E
g
血
呼
す
る
廷
m華
5

に
つ
い
て
、

G
a
u
d
e
f
r
o
y
,
L
'
e
r
r
e
u
r
 1
0
 bstacle, 
t
h
e
s
e
 
P
a
r
i
s
 ̀
 1
9
2
3
 

が
あ
る
。

(79)

動
機
錯
誤
の
一
例
と
し
て
、
馬
を
盗
ま
れ
た
と
誤
信
し
て
、
新
し
い
馬
の
売
買
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
D
u
r
a
n
t
o
n
`
 op
.
 
cit., 

n
°
1
1
0
,
 
p
p
.
 
9
1
-
9
2
)
。

(80)

レ
ジ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、
大
村
敦
志
『
公
序
良
俗
と
契
約
正
義
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
第
一
一
章
第
二
節
七
三
頁
以
下

及
び
第
三
章
第
一
節
―
四
七
頁
以
下
を
参
照
。

(81) 

A
u
b
r
y
 et 
R
a
u
,
 
0
 p. 
cit., 
§
3
4
3
 bis, 
p. 
2
9
8
.
 

(82)

例
え
ば
、

R
e
g
.
`
 1
3
 
j
a
n
v
.
 
1
8
6
4
,
 
S. 
1
8
6
4
.
 
I. 
9
3
 
(
剣
の
売
買
に
お
い
て
、
そ
の
剣
の
柄
の
部
分
の
金
の
純
度
が
カ
タ
ロ
グ
で
示
さ
れ
て
い
た

も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
事
案
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
そ
の
純
度
の
保
証
は
な
か
っ
た
と
し
て
錯
誤
無
効
を
認
め
な
か
っ
た
）
。

(83)

ト
リ
ゴ
ー
は
、
客
観
説
が
判
例
に
影
響
を
与
え
た
の
は
、
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る

(
T
r
i
g
e
a
u
d
(
J
.
 

-
M
.
)
,
 

L
,
 e
r
r
e
u
r
 
d
e
 
l'acheteur, 
L
'
a
u
t
h
e
n
c
i
t
e
 
d
u
 b
i
e
n
 
d
ぶ

ITl
(
E
t
u
d
e
 
critique) 
｀
 
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ・, 
1
9
8
2
,
 
n
。
6,

p
p
.
 
5
 
00 -
6
0
)
 c
士
{
ヤ
2

‘
ナ
パ
ル

ボ
ニ
エ
は
、
一
八
七
0
年
頃
に
は
、
判
例
の
立
場
は
主
観
説
で
固
ま
っ
た
と
し
て
い
る

(
C
且
b
o
n
n
i
e
r
(
J
.
)
,
 

D
r
o
i
t
 
civil ̀
 t. 
4, 
L
e
s
 O
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 

2
2
'
e
d
.
,
 
2
0
0
0
,
 
n
。
5
0
,
p. 
I
l
l
)

。

(84)

動
機
の
錯
誤
で
あ
る
と
し
て
、
錯
誤
無
効
の
主
張
が
斥
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、

Civ.,

I
"
 m
a
r
s
 
1
8
5
3
,
 
D
.
 P
.
 
1
8
5
3
.
 
I. 
1
3
4
,
 
R
e
g
・
,
 
1
5
 
fev. 

1
8
7
0
,
 
D
.
 
P. 
1
8
7
1
.
 
I. 
1
6
4
 ̀
 Ci
v
.
,
 
2
6
 m
a
i
 
1
8
9
1
,
 
D
.
 
P. 
1
8
9
1
.
 
I. 
3
5
2
 :
W
P
。
価
呼
値
に
曲
〖
す
る
娃
咋
誤
に
つ
い
て
は
、
R
e
g
.
,
1
3
 
j
a
n
v
.
 
1
8
9
1
 ̀
 s. 

1
8
9
1
.
 
I. 

72
等。

(85)

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
本
質
的
性
質
の
判
断
基
準
を
、
同
種
の
物
に
共
通
す
る
絶
対
的
性
質
が
本
質
的
で
あ
り
、
相
対
的
な
も
の
は
本
質
的
で
な

い
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
を
最
良
の
も
の
と
し
て
評
価
す
る

(
B
o
i
s
s
o
n
a
d
e
,
Projet, 
n
°
6
7
 ̀
 p. 
8
1
)
。

(86)

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
が
、
次
章
で
説
明
す
る
「
主
観
説
」
を
知
り
得
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
な
お
、
「
主
た
る
性
質
」
と
い
う
表
現
は
、
ロ

ー
ラ
ン
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

(
L
a
u
r
a
n
t
(
F
.
)
,
 
P
r
i
n
c
i
p
e
s
 
d
e
 droit 
civil 
fram,ais, 
t. 

X
V
,
 4
°
e
d
.
,
 
1
8
8
7
,
 

n
 c
 4
8
8
,
 
p. 
2
9
6
)
。

51巻3号±ぃ―""d 
雑学法戸神



第
四
章

二
0
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
の
展
開

前
章
で
は
、

一
九
低
紀
の
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
が
一
―

0
世
紀
に
は
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
か
を
本
章
る
5
)

一
九
六
三
年
の
ゲ
ス
タ
ン
の
テ
ー
ズ

で
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
二

0
世
紀
に
入
る
と
す
ぐ
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
。
そ
の
後
、

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

の
登
場
に
よ
っ
て
、
新
た
な
局
面
に
移
る
。
そ
こ
で
、
二

0
世
紀
前
半
ま
で
の
展
開
と
二

0
世
紀
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
展
開

と
に
分
け
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

87 

G
h
e
s
t
i
n
(
J
.
)
,
 
L
a
 n
o
t
1
0
n
 
d'erreur 
d
a
n
s
 
le 
droit 
pos1tf 
actuel, 
these 
Paris, 
1
9
6
3
.
 

以
下
で
は
、

G
h
e
s
t
m
,
these
と
引
用
す
る
。
な
お
、

こ
の
テ
ー
ズ
は
一
九
七
一
年
に
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
が
、
巻
末
の
参
考
文
献
に
文
献
・
判
例
の
追
加
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
内
容
は
初
版
と
同
じ

な
の
で
、
本
稿
で
は
初
版
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節

第
一
款

二
0
世
紀
前
半
ま
で
の
展
開

学
説

二
0
世
紀
に
入
る
と
、
学
説
は
、
錯
誤
を
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
論
じ
る
の
が
一
般
と
な
っ
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
本
質
の
錯

誤
と
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
、
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
で
あ
る
。
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
と
顧
慮
さ
れ
な
い
錆
誤
に
つ
い
て
は
、

一
九

世
紀
の
学
説
か
ら
新
た
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
初
頭
に
か

け
て
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
学
説
の
展
開
を
見
て
い
こ
う
。

客
観
説
か
ら
主
観
説
へ
の
転
換

61 

一
九
世
紀
末
頃
か
ら
、
「
本
質
」
を
狭
く
解
し
た
の
を
緩
和
し
よ
う
と
、
「
本
質
」

の
中
に
当
事
者
の
意
図
を
含
め
る
見
解
が
現
れ
始
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め
た
。
例
え
ば
、

の
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ

―1
0
条
一
項
に
い
う
「
本
質
」
と
は
、
物
の
主
た
る
性
質

(qualite
principe) 

51巻3号

て
、
同
条
で
規
定
さ
れ
る
錯
誤
は
、
主
た
る
性
質
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
と
し
、
主
た
る
性
質
で
あ
る
か
は
、
当
事
者
の
「
共
通
の
意

(88) 

図

(intention
c
o
m
m
u
n
e
)
」
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
現
れ
た
。
ま
た
、
ポ
テ
ィ
エ
を
引
用
し
つ
つ
、
「
本
質
」
と
は
、

本
質
的
な
性
質

(qualite
substantielle)

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
両
当
事
者
ま
た
は
当
事
者
の
一
方
が
、
契
約
の
際
に
主
眼
と
し
て
い

た

(principale
e
n
 v
u
e
)

物
の
性
質
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
両
当
事
者
は
契
約
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
性
質
で
あ
る
と
定

(89) 

義
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
起
草
者
が
「
錯
誤
が
合
意
の
無
効
原
因
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
付
随
的
性
質
に
関

±
心""d 

わ
る
も
の
で
な
く
、
目
的
物
で
あ
る
物
の
本
質
そ
れ
自
体
に
関
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
本

質
」
と
一
般
的
な
性
質
と
の
対
比
で
は
な
く
、
本
質
と
付
随
的
性
質

(qualite
accidentielle)

と
の
対
比
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
「
本
質
」
と
い
う
言
菜
は
、
本
質
的
な
性
質

(qualite
substantielle)

を
示
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
起
草
者
の

雑

意
図
と
も
合
致
す
る
と
し
て
い
る
。

学

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
「
本
質
」
と
は
、
当
事
者
が
意
図
し
た
性
質
で
あ
る
と
解
し
、
「
本
質
」
が
当
事
者
の
意
図
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

法

し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
客
観
説
に
対
し
て
、
主
観
説
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
主
観
説
が
登
場
し
て
以
降
、
こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
が
増
え
て
い
き
、
―

1
0
世
紀
前
半
の
学
説
で
は
、
主
観
説
が
通
説
と
な
っ

｛
印
）

て
い
っ
た
。

戸神

コ
ー
ズ
概
念
を
用
い
た
錯
誤
論

主
観
説
が
通
説
と
な
っ
た
そ
の
一
方
で
、

一
九
二

0
年
代
に
、
コ
ー
ズ
概
念
を
用
い
て
本
質
の
錯
誤
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
も

あ
っ
た
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
ア
ン
リ
・
カ
ピ
タ
ン
の
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
コ
ー
ズ
概
念
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
質
の
錯
誤
を
コ
ー
ズ
の
錯
誤
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
力
。
ヒ
タ
ン
は
、
そ
の
当
時
の
通
説
が
契
約
類
型
ご
と
に
定

型
的
に
考
え
て
い
た
コ
ー
ズ
概
念
に
対
し
て
、

一
定
の
場
合
に
、

コ
ー
ズ
に
契
約
当
事
者
の
意
思
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に



よ
っ
て
、
コ
ー
ズ
の
機
能
を
拡
大
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ー
ズ
と
動
機
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
な
も
の
と
な
る
が
、
カ
ピ
タ
ン
は
、

伝
統
的
な
学
説
と
同
様
に
、
動
機
と
コ
ー
ズ
と
の
区
別
を
維
持
し
な
が
ら
、

コ
ー
ズ
と
は
目
的

(but)

で
あ
る
と
定
義
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
コ
ー
ズ
概
念
を
前
提
と
し
て
、
錯
誤
は
、
そ
れ
が
債
務
を
も
た
ら
す
意
思
行
為

(act
d
e
 
volonte)

を
瑕
疵
あ
る
も
の
に

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして—―

す
る
と
き
に
限
り
無
効
原
因
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
錯
誤
と
は
、
「
常
に
か
つ
必
然
的
に

(toujours
et 
n
e
c
e
s
s
a
i
r
e
m
e
n
t
)
、
意
欲

し
た
目
的
に
関
す
る
錯
誤

(e
コe
u
r
sur 
la 
b
u
t
 
v
o
u
l
u
)
、
す
な
わ
ち
債
務
の
コ
ー
ズ
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
の
よ
う

に
解
し
た
の
は
、
目
的
す
な
わ
ち
コ
ー
ズ
は
、
債
務
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
行
為
の
必
要
不
可
欠
な
要
素

(
e
l
e
m
e
n
t
essentiel)

と
な

-91) 

る
か
ら
で
あ
る
。

――
1
0
条
に
い
う
「
本
質
」
と
は
、
ま
さ
に
コ
ー
ズ
の

――
1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
は
コ
ー
ズ
の
錯
誤
で
あ
る
と
す
る
見
解
や
、

カ
ピ
タ
ン
の
見
解
の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
分
析
を
通
し
て
、

こ
と
で
あ
り
、

コ
ー
ズ
概
念
に
給
付
均
衡
を
取
り
込
ん
で
、

給
付
の
不
均
衡
と
い
う
点
か
ら
錯
誤
を
分
析
し
、
主
観
的
に
意
図
さ
れ
た
給
付
が
均
衡
を
欠
く
と
き
、
そ
れ
は
コ
ー
ズ
の
錯
誤
で
あ
り
、

{93-

本
質
の
錯
誤
と
な
る
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
コ
ー
ズ
概
念
を
用
い
て
本
質
の
錯
誤
を
説
明
す
る
見
解
は
、

g-

を
獲
得
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
の
多
く
の
学
説
は
、

一
時
強
く
主
張
さ
れ
た
も
の
の
、
通
説
的
地
位

コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
、
本
質
の
錯
誤
と
は
異
な
る
合
意
を
阻
却
す
る

錯
誤
類
型
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
本
質
の
錯
誤
と
は
区
別
し
て
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
学
説

の
ほ
と
ん
ど
は
、
主
観
説
に
立
ち
つ
つ
、
「
本
質
」
を
当
該
当
事
者
を
基
準
と
し
て
具
体
的
に
判
断
し
て
い
き
、
広
く
本
質
の
錯
誤
を

認
め
て
い
た
。

第

二

款

裁

判

例

63 

裁
判
例
も
、
学
説
に
あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
大
き
な
展
開
を
見
せ
た
。
こ
の
時
期
に
、
錯
誤
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
な
る
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判
決
が
登
場
し
た
。

本
質
の
錯
誤
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
の
確
立

一
九
世
紀
の
裁
判
例
で
は
、
本
質
の
錯
誤
の
判
断
に
つ
い
て
、
ま
だ
そ
の
立
場
は
は
っ
き
り
と
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二

0
世

51巻3号

紀
に
入
り
、
破
毀
院
民
事
部
一
九
一
三
年
一
月
二
八
日
判
決

(Civ.,
2
8
 
janv. 
1
9
1
3
,
 
S
.
 
1
9
1
3
.
 

1. 
4
 00 7
)

は
、
「
そ
の
性
質
が
な
け

れ
ば
、
当
事
者
の
一
方
は
契
約
を
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
性
質
の
と
き
、
錯
誤
は
そ
の
物
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
と
看
倣
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
一
般
論
を
示
し
た
。
こ
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

X
は
労
働
災
害
に
よ
り
負
傷
し
た
が
、
使
用
者
で

あ
る

Y
ら
と
合
意

(accord)

が
成
立
し
た
。
労
働
不
能
は
一
時
的
な
も
の
と
し
て
算
定
さ
れ
た
が
、
実
際
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
労
働
不
能
が
一
時
的
か
恒
常
的
か
に
よ
っ
て
算
定
の
ル
ー
ル
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、

X
が
被
っ
た
労
働
不
能
に
よ
る
収
入
の
減
少

率
の
算
定
が
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
、

X
は
そ
の
合
意
の
無
効
を
求
め
た
が
、
控
訴
院
は
錯
誤
無
効
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
破
毀
院
は
、
先
の
一
般
論
を
示
し
つ
つ
、
本
件
事
案
に
つ
い
て
、
原
審
判
決
を
破
毀
し
た
。

士
心
菩
P雑学

こ
の
判
決
は
、
「
本
質
」
は
当
事
者
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
性
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
判
例
も
主
観

法

説
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
こ
の
判
決
は
現
在
で
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

戸

こ
の
判
決
以
降
、
破
毀
院
は
、
当
該
当
事
者
を
基
準
と
し
て
、
「
本
質
」
を
具
体
的

(in
concreto)

に
判
断
し
て
い
っ
た
。
例
え

ば
、
天
然
真
珠
を
注
文
し
た
と
こ
ろ
、
養
殖
真
珠
と
混
ぜ
ら
れ
て
送
ら
れ
て
き
た
事
案
や
、
別
荘
を
建
て
る
た
め
に
購
入
し
た
土
地
が
、

広
告
で
示
さ
れ
た
面
積
よ
り
も
狭
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
も
、
本
質
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
認
め
た
。
さ
ら
に
、
破
毀
院
は
、
物
の
効

神

用
や
、
適
正
に
つ
い
て
も
、
契
約
当
事
者
が
そ
れ
を
本
質
的
で
あ
る
と
考
え
た
な
ら
ば
、
「
本
質
」
に
な
る
と
看
倣
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
「
本
質
」
は
次
第
に
広
く
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

二

動
機
錯
誤
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
の
確
立

動
機
錯
誤
に
つ
い
て
、
早
く
か
ら
、
原
則
と
し
て
顧
慮
し
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
、



一
部
の
判
決
で
は
、
動
機
錯
誤
を
認
め
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
判
例
の
立
場
と
し
て
は
微
妙
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
破
毀
院
民
事
部
一
九
三
九
年
五
月
一
六
日
判
決

(
C
i
v
.
,

1
6
 m
a
i
 
1
9
3
9
,
 
S
.
 
1
9
3
9
.
 
1. 
2
6
1
)

は
、
「
物
の
価
値
に
関
す
る

錯
誤
や
契
約
の
動
機
に
関
す
る
錯
誤
は
、
そ
れ
ら
が
物
の
本
質
に
関
わ
ら
な
い
と
き
、
無
効
と
は
な
ら
な
い
」
と
示
し
、
動
機
錯
誤
と

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

価
値
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
な
い
と
の
立
場
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
破
毀
院
民
事
部
一
九
四
二
年
八
月
三
日
判
決
(
C
i
v
.
,

3
 a
o
O
t
 
1
9
4
2
,
 

D. 
A. 
1
9
4
3
.
 
1
8
)

に
お
い
て
、
虚
有
権
者

(
n
u
e
-
p
r
o
p
r
i
e
t
a
i
r
e
)

が
、
保
険
料
は
用
益
権
者

(
u
s
u
f
r
u
i
t
i
e
r
)

が
支
払
う
と
誤
信
し
て
、

保
険
契
約
を
締
結
し
た
事
案
で
、
「
詐
欺
を
は
た
ら
い
て
い
な
い
相
手
方

(
a
u
t
r
e
p
a
r
t
i
e
 
e
x
e
m
p
t
e
 
d
o
!
)

と
の
有
償
の
取
引
を
当
事
者

に
締
結
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
正
し
い
あ
る
い
は
誤
っ
た
動
機
は
、
取
引
の
有
効
性
に
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
。
但
し
、
両
当
事
者
が
そ
れ
を

取
引
の
条
件
と
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
の
一
般
論
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
動

機
錯
誤
は
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
ず
、
例
外
的
に
、
動
機
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
顧
慮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

こ
の
判
決
を
、
学
説
は
一
致
し
て
、
動
機
錯
誤
の
先
例
と
し
て
解
し
て
い
る
。

(88) 

(89) 

(90) 

Lauran!, 
op. 
cit., 
n
。
4
8
8
,
p. 
2
9
6
.
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n
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5
4
,
 pp. 
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M
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a
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r
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d
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t. 
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M
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r
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e
m
o
i
r
e
 
d
e
 
H
e
n
r
i
 
Capitant, 
1
9
3
9
,
 
pp. 
4
9
1
 
et 
s, 
B
e
u
d
a
n
t
 
(A.), 
C
o
u
r
s
 
d
e
 
droit 

civil 
francais, 
10" 
ed., 
t. 

VD!, 
1
9
3
6
,
 
n
°
1
1
3
,
 pp. 
77 1
 7
8
 :¥111:'0 

C
a
p
i
t
a
n
t
 (H.)• 

D
e
 la 
c
a
u
s
e
 
d
e
s
 
obigations, 3• 

ed., 
1
9
2
7
,
 
n
 g
 1
0
2ー

103,
pp. 
2
2
1
-
2
2
4
 
(
加
忠
成
は
一
＋
竺
一
三
年
＇
に
公
刊
さ
れ
た
）
。

C
e
!
i
c
e
 (R.)• 

L'erreur 
d
a
n
s
 
!es 
contrats, 
these 
Paris, 
1
9
2
2
,
 
p. 
119. 

M
a
u
r
y
 (
J
.
)
,
 

op. 
cit., 
pp. 
4
9
1
 
et 
s. 

な
お
、
モ
リ
ー
は
、
双
務
契
約
に
お
け
る
コ
ー
ズ
を
「
意
図
さ
れ
た
均
衡

(equivalent
v
o
l
u
e
)
」
と

し
て
い
る

(Ibid,
Essai 
s
u
r
 
le 
role 
d
e
 la 
notion 
d
'
e
q
u
i
v
a
l
e
n
c
e
 
e
n
 droit 
civil 
frarn;:ais, 
these 
T
o
u
l
u
o
s
e
,
 
1
9
2
0
 `
 
t. 
I
 ,
 pp. 
3
 et 
s)
。

と
り
わ
け
カ
ピ
タ
ン
の
見
解
は
、
錯
誤
理
論
よ
り
も
、
む
し
ろ
コ
ー
ズ
概
念
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
学
説
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
点

に
つ
き
、
小
粥
•
前
掲
注
(
1
8
)
を
参
照
。

(91) 

(92) 

(93) 
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94) 
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第

二

節

二

0
世
紀
後
半
か
ら
現
在
ま
で
の
展
開

前
節
で
は
、
二

0
世
紀
前
半
の
学
説
お
よ
び
判
例
の
展
開
を
見
て
き
た
。
二

0
世
紀
後
半
に
入
り
、
錯
誤
の
議
論
は
、
新
た
な
展
開

を
見
せ
る
。
学
説
で
は
、
後
述
す
る
一
九
六
三
年
に
出
版
さ
れ
た
ゲ
ス
タ
ン
の
テ
ー
ズ
が
、
フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

裁
判
例
に
お
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
触
れ
る
プ
サ
ン
事
件
判
決
や
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
な
ど
重
要
な
判
決
が
登
場
し
た
。
そ
こ
で
、

―1
0
世
紀
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
錯
誤
論
の
展
開
を
、
学
説
（
第
一
款
）
と
裁
判
例
（
第
二
款
）
に
分
け
て

以
下
に
お
い
て
、

51巻3号

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
款

学
説
の
展
開

士
心
吾
P

―1
0
世
紀
中
頃
の
学
説
は
、
錯
誤
を
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
、
本
質
の
錯
誤
、
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
て
論

じ
た
。
こ
こ
で
特
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
本
質
の
錯
誤
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
の
検
討
の
順
序
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
学

説
に
お
け
る
説
明
の
順
序
と
は
異
な
る
が
、
ま
ず
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
の
議
論
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
、
本
質
の
錯
誤
と
の
関

雑学法

係
か
ら
、
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
類
型
を
見
、
最
後
に
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
を
検
討
す
る
。

戸

本
質
の
錯
誤

神

）
れ
ま
で
の
議
論
は
、

――
1
0
条
一
項
の
「
本
質
」
と
は
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
条
で
保
護
さ
れ
る

性
質
錯
誤
を
画
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
本
質
」
は
、
当
該
当
事
者
が
本
質
的
で
あ
る
と

考
え
た
性
質
や
事
実
で
あ
る
と
広
く
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
本
質
」
と
い
う
文
言
を
唯
一
の
手
が
か
り
と
し
て
、
性
質
錯
誤
の
要

件
を
求
め
る
こ
と
に
も
は
や
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
説
は
、
「
本
質
」
に
代
わ
る
新
た
な
要
件
を

求
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
、
学
説
が
考
慮
し
た
点
は
、

――
1
0
条
の
拡
大
し
て
い
く
適
用
範
囲
に
対
し
て
、
相
手
方
の
保
護
を

い
か
に
図
る
か
と
い
う
点
と
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
錯
誤
の
主
張
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
点
の
二
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。



以
下
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
本
質
の
錯
誤
の
新
た
な
要
件
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

1
0
条
の
新
た
な
保
護
要
件

(
l
)
「
共
通
錯
誤

(erreur
c
o
m
m
u
n
e
)
 J 

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

二
0
世
紀
中
頃
の
多
く
の
学
説
は
、
相
手
方
の
保
護
を
図
る
要
件
と
し
て
、
錯
誤
が
「
共
通

(
c
o
m
m
u
n
e
)
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
。
錯
誤
が
共
通
で
あ
る
と
い
う
こ
こ
で
の
意
味
は
、
相
手
方
は
、
表
意
者
が
当
該
性
質
に
与
え
た
本
質
性
に
つ
い
て
認

識
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
双
方
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
日
本
法
の
議
論
で
用
い
ら
れ

る
「
共
通
錯
誤
」
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相
手
方
の
認
識
を
問
題
と
す
る
に
か
か
わ
ら

695-

一
九
世
紀
の
学
説
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ず
、
錯
誤
が
「
共
通
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

一
九
世
紀
の
学
説
が
、
「
共
通
錯

誤
」
と
い
う
問
題
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
相
手
方
保
護
の
要
件
の
問
題
と
し
て
議
論
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

―1
0
世
紀

中
頃
の
学
説
は
、
「
共
通
錯
誤
」

の
共
通
と
は
、
錯
誤
が
共
通
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
性
質
が
本
質
で
あ
る
こ

と
に
つ
き
、
両
当
事
者
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
問
題
の
中
心
は
、
本
質
性
の
相
手
方
の
認
識
が
あ
っ
た
と
き
は
じ
め
て
錯

お
l

誤
無
効
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
捉
え
た
。
そ
の
結
果
、
「
共
通
錯
誤
」
と
い
う
名
の
下
で
、
相
手
方
の
認
識

可
能
性
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

二
0
世
紀
中
頃
の
学
説
は
、
錯
誤
者
が
当
該
事
項
に
与
え
た
本
質
性
に
対
す
る
相
手
方
の
認
識
可
能
性
を
保
護
要
件

と
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
、

一
九
六
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
ゲ
ス
タ
ン
の
テ
ー
ズ
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
錯
誤
論
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
2
)
ゲ
ス
タ
ン
説
の
登
場
か
ら
現
在
ま
で
の
展
開

(
i
)
ゲ
ス
タ
ン
の
見
解

67 

ゲ
ス
タ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
と
裁
判
例
を
検
討
し
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
新
た
な
要
件
を
う
ち
出
し
た
。
ゲ
ス
タ
ン
は
、
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判
例
は
、
次
の
三
つ
の
場
合
に
錯
誤
無
効
を
認
め
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
両
当
事
者
が
合
意
し
た
性
質
(qualite
c
o
n
 ,
 

v
e
n
u
e
)

を
欠
い
て
お
り
、
目
的
物
の
契
約
上
の
定
義

(d
呂
nition
contractuelle)

と
現
実

(realite)

が
一
致
し
な
い
場
合
に
、
契

約
の
無
効
を
正
当
化
し
て
い
る
。
第
二
に
、
保
証
条
項

(clause
d
e
 garantie)

が
あ
っ
た
と
き
に
錯
誤
無
効
を
認
め
て
い
る
。
欠
い

て
い
る
性
質
が
無
保
証
条
項

(clause
d
e
 n
o
nー

garantie)

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
き
、
契
約
の
無
効
が
否
定
さ
れ
る
。
第
三
に
、

当
該
性
質
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
か
否
か
で
、
錯
誤
無
効
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
ゲ
ス
タ
ン
は
、
錯
誤
が

51巻3号

実
際
の
目
的
物

(objet
reel)

と
そ
の
契
約
上
の
定
義

(
d
g
nition 
contractuelle)

と
の
不
一
致

(desaccord)

と
な
る
と
き
に
限

り
、
契
約
の
無
効
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
と
し
、
錯
誤
は
、
明
示
ま
た
は
黙
示
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
性
質

(qualite
c
o
n
v
n
u
e
)

に

か
か
わ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、

――
1
0
条
の
要
件
と
し
て
、
錯
誤
の
対
象
と
な
る
性
質
が
合
意

士
心
二

1-a

さ
れ
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

雑

(
＂

II) 

マ
ラ
ン
ボ
ー
の
見
解

学

（況）

マ
ラ
ン
ボ
ー
は
次
の
よ
う
に
異
論
を
唱
え
た
。
ま
ず
、
通
説
・
判
例
の
立
場
で
あ
る
主
観
説
に
対
し

こ
の
ゲ
ス
タ
ン
説
に
対
し
て
、

法

て
、
「
本
質
」
を
主
観
的
に
捉
え
る
こ
と
は
、
本
来
な
ら
ば
、
本
質
の
錯
誤
の
適
用
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、
錯
誤
者
に
と
っ
て
有
利
と
な

戸

る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
錯
誤
の
証
明
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
錯
誤
者
に
不
利
と
な
っ
た
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例

神

の
立
場
で
は
、
錯
誤
者
は
、
実
際
に
存
在
し
な
か
っ
た
要
素
に
本
質
的
性
質
を
与
え
て
い
た
こ
と
の
証
明
と
同
時
に
、
そ
れ
が
自
己
の

合
意
を
決
定
し
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
証
明
は
、
特
に
美
術
品
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
非
常
に
困
難
で

マ
ラ
ン
ボ
ー
は
、
「
本
質
」
と
は
社
会
通
念
を
基
準
と
し
た
本
質
的
な
性
質
と
捉
え
、
そ
れ
以
外
の
性
質
は
、

両
当
事
者
が
条
件
と
し
た
場
合
に
限
り
、
本
質
的
で
あ
る
と
看
倣
さ
れ
、
顧
慮
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
具
体
的
に
は
、
建
物
の
建
築
可

あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、

能
性
や
絵
画
の
真
作
性
や
そ
の
古
さ
は
、
物
の
客
観
的
本
質
に
あ
た
り
、
錯
誤
者
が
、
対
価
な
ど
か
ら
そ
の
本
質
的
性
質
の
存
在
を
証

マ
ラ
ン
ボ
ー
は
、
ゲ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
錯
誤
の
要
件
と
し
て
本
質
的
性

明
し
得
た
な
ら
ば
、
無
効
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、



質
の
合
意
を
要
求
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
債
務
不
履
行
責
任
が
問
題
と
な
り
、
錯
誤
の
適
用
範
囲
が
無
く
な
る
こ
と
に
な
る
と
批
判
し

-99} 
(
＂

lll)

「
本
質
」

の
判
断
基
準
の
議
論

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
マ
ラ
ン
ボ
ー
の
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
流
れ
と
は
逆
行
す
る
も
の
で
、
客
観
説
に
立
ち
戻
る
も
の
と

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

し
て
評
価
さ
れ
、
判
例
•
学
説
に
お
い
て
主
観
説
が
定
着
し
た
状
況
で
は
、
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
質
的

性
質
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
困
難
で
あ
る
と
の
マ
ラ
ン
ボ
ー
の
指
摘
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
の
証
明
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
、
議
論

の
焦
点
は
、
「
本
質
」

の
判
断
墓
準
に
移
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
具
体
的
判
断
説
と
抽
象
的
判
断
説
が
対
立
す
る
。
多
数
説
は
、
当
事
者
の
意
思
を
尊
菫
す
る

具
体
的

(in
c
o
n
c
r
e
t
o
)

に
判
断

こ
と
に
適
合
す
る
と
し
て
、
判
例
の
立
場
と
同
様
に
、
「
本
質
」
を
当
該
当
事
者
を
基
準
と
し
て
、

（
具
体
的
判
断
説
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
具
体
的
判
断
説
に
よ
る
と
、
錯
誤
者
は
当
該
性
質
が
自
己
に
と
っ
て
決
定
的

で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
さ
に
こ
の
具
体
的
判
断
が
、
錯
誤
者
に
証
明
の
困
難
を
も
た
ら
し
た
原
因
で
あ
る
と

-100} 

（
抽
象
的
判
断
説
）
。
本
質
的
性
質

す
る
と
解
す
る

し
て
、
「
本
質
」
は
抽
象
的

(in
abstracto)

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る

を
抽
象
的
甚
準
に
解
す
る
こ
と
の
ね
ら
い
は
、
錯
誤
の
証
明
責
任
の
転
換
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
抽
象
的
判
断
説
に
よ
れ
ば
、

客
観
的
に
本
質
的
な
性
質
は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
り
、
錯
誤
者
に
と
っ
て
も
本
質
的
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
相
手
方
は
そ
れ
が
本
質
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
性
質
が
本
質
的

で
な
か
っ
た
と
い
う
反
証
が
な
い
限
り
、
た
と
え
相
手
方
が
そ
の
性
質
の
重
要
性
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
錯
誤
無
効
が
認
め
ら

れ
る
。
反
対
に
、
客
観
的
に
本
質
的
で
な
い
性
質
は
、
錯
誤
者
に
と
っ
て
そ
れ
が
本
質
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
錯
誤
者
が
証
明
す
る
だ
け

で
な
く
、
錯
誤
者
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
に
与
え
ら
れ
た
重
要
性
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
た
こ
と
も
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

69 

(.IV)

「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
る

(entre 
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 contractuel)
」
と
い
う
要
件
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本
質
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
見
解
が
対
立
す
る
も
の
の
、
現
在
の
学
説
は
、
ほ
ぽ
一
致
し
て
、
当
該
性
質
が
「
契
約
領
域
に
入
っ
て

(loo) 

い
る

(entre
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 contractuel)
」
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
こ
の
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
る

(entre
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 c
o
n
'
 

tractuel)
」
と
い
う
意
味
は
、
論
者
に
よ
っ
て
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
、
大
別
す
る
と
、
次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
つ
は
、
相
手
方
が
、
錯
誤
者
に
と
っ
て
当
該
性
質
が
本
質
的
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
性
質
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

｛血）

た
、
あ
る
い
は
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い

51巻3号

る
」
と
は
、
相
手
方
の
本
質
的
性
質
の
認
識
可
能
性
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
「
共
通
錯
誤
」
の
言
い
換
え
に
す
ぎ
な
い
が
、

認
識
可
能
性
を
示
す
の
に
は
、
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
し
て
、
こ
ち
ら
が
用
い
ら
れ
て
い

士
心-n-a 

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
方
は
、
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
て
る
」
と
い
う
言
葉
に
、
当
該
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
事
項
が
明
示
ま

｛
瑯
｝

た
は
黙
示
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
を
与
え
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た

雑
ゲ
ス
タ
ン
の
見
解
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

学

認
識
可
能
性
で
足
り
る
か
、
合
意
が
必
要
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
の
応
酬
が
あ
る
。
合
意
を
要
求
す
る
説
に
対
し
て
、
合

法

意
さ
れ
た
性
質
と
、
契
約
に
組
み
込
ま
れ
た
条
件
や
約
束
の
目
的
物
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
合
意
さ
れ
た

(104) 

性
質
の
欠
如
は
、
合
意
の
瑕
疵
に
よ
る
無
効
よ
り
も
む
し
ろ
不
履
行
に
よ
る
契
約
の
解
除
を
も
た
ら
す
と
批
判
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ

戸神

れ
に
対
し
て
、
合
意
説
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
認
識
可
能
性
は
、
錯
誤
の
要
件
と
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
手
方
の
悪
意
・

の
問
題
は
、
証
明
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
錯
誤
の
存
在
や
錯
誤
事
項
が
本
質
的
で
あ
っ
た
こ

面）

と
を
証
明
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
相
手
方
の
不
誠
実
は
、
錯
誤
で
は
な
く
、
む
し
ろ
詐
欺
（
一
―
―
六
条
）

不
誠
実

(
m
a
u
v
a
i
s
e
foi) 

が
問
題
と
な
る
。
詐
欺
の
要
件
は
、
法
文
上
、
「
術
策

(
m
a
n
r
e
u
v
r
e
)
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
学
説
・
判
例
は
こ
れ
を
広

く
認
め
、
「
沈
黙

(reticence)
」
も
、
情
報
提
供
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
詐
欺
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
相
手
方
の
認
識
は
、
錯
誤
の
問
題
で
は
な
く
、
詐
欺
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い



る。
こ
の
よ
う
に
、
本
質
的
性
質
で
あ
る
こ
と
の
認
識
可
能
性
で
足
り
る
か
、
そ
れ
と
も
合
意
さ
れ
た
性
質
が
必
要
か
と
い
う
点
で
は
激

し
い
対
立
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
錯
誤
に
陥
っ
た
性
質
・
事
実
が
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
相
手
方
の
保
護

を
図
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
学
説
の
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
。

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

2
 
「
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤

(erreur
excusable)
」
と
い
う
要
件

以
上
の
要
件
の
他
に
、
学
説
は
、
錯
誤
者
の
態
様

(
c
o
m
p
o
r
t
e
m
e
n
t
)

も
考
慮
す
る
。
従
来
、
錯
誤
は
表
意
者
の
心
理
に
か
か
わ
る

囮｝

問
題
で
あ
り
、
錯
誤
者
の
態
様
は
、
錯
誤
の
問
題
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
錯
誤
者
の
態
様
は
、
契
約
締
結
上
の
過

失
の
問
題
と
し
て
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
錯
誤
者
に
フ
ォ
ー
ト

(faute)

が

あ
っ
た
場
合
、
錯
誤
無
効
の
主
張
は
妨
げ
ら
れ
ず
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
規
定
す
る
一
―
―
―
八
―
一
条
の
要
件
を
充
足
す
る

加一

限
り
に
お
い
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
―

1
0
世
紀
前
半
に
、
取
引
の
道
徳
化

(moralisation)

の
要
請
あ
る
い
は
信
義
誠
実
の
原
則

(
b
o
n
n
e
foi)

の
要
請
か

ら
、
錯
誤
者
に
フ
ォ
ー
ト
が
あ
っ
た
場
合
に
契
約
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
公
平
で
な
い
と
し
て
、
錯
誤
は
宥
恕
さ
れ
る
も
の

(excus
,
 

面｝

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、
学
説
は
、
ほ
ぽ
一
致
し
て
、

able) 

1
0
条
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
錯
誤
が
宥
恕
さ
れ
る
も
の

な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(excusable) 
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
錯
誤
者
に
フ
ォ
ー
ト
が

こ
こ
で
の
錯
誤
者
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
当
該
当
事
者
の
年
齢
や
職
菓
、
経
験
な
ど
が
考
慮
さ
れ
、
具
体
的

(in
concreto)

に
判
断
さ

れ
る
。
フ
ォ
ー
ト
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
学
説
は
具
体
的
判
断
説
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
、
そ
の
フ
ォ
ー
ト
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
争
い
が
あ
る
。

一
部
の
学
説
は
、
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤

(erreur
inexcusable)

を
宥
恕
さ
れ
な
い
フ
ォ
ー
ト

(faute
in ,
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excusable)

と
解
し
、
単
な
る
フ
ォ
ー
ト
で
は
足
り
ず
、
重
大
な
フ
ォ
ー
ト

(faute
lourde) 
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
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泣｝る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
説
は
、
宥
恕
さ
れ
な
い
フ
ォ
ー
ト

(faute
inexcusable)

と
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤

(erreur
inexcusable) 

と
を
混
同
し
て
は
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
フ
ォ
ー
ト
あ
る
錯
誤

(erreur
fautive)

が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
単
な
る
軽
率

(simple

の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤
と
な
る
と
し
て
い
る
。

i
m
p
r
u
d
e
n
c
e
)
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(lll) 

な
お
、
最
近
の
学
説
で
は
、
こ
の
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
を
、
調
査
義
務

(obligation
d
e
 
se 
renseigner)

と
の
関
係
で
論
じ
る
も
の

(115) 

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
錯
誤
者
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
あ
る
義
務
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
こ
こ
で
言
う
調
査
義
務
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
と
い
う
要
件
は
、
あ
る
事
情
に
つ
い
て
調
査
す
る
義
務
を
負
う
者
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
に
対

（血）

す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
義
務
は
、
情
報
提
供
義
務
の
い
わ
ば
裏
返
し
で
あ
り
、
当
該
当
事
者
に

応
じ
て
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
、
錯
誤
者
が
専
門
家
の
場
合
に
は
、
こ
の
義
務
が
認
め
ら
れ
易
い
と
い
わ
れ
る
。
言
い
換
え

±い
菩

a

れ
ば
、
錯
誤
者
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
、
こ
の
調
査
義
務
違
反
を
意
味
し
、
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤
の
要
件
の
中
に
、
情
報
提
供
義
務
と
同
様

(117) 

の
発
想
を
読
み
込
む
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

雑学

顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤

法

本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
要
件
論
の
問
題
と
は
別
に
、
次
の
こ
と
が
新
た
な
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
質
の
錯
誤
と
、
顧
慮
さ

品
皿
）

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
動
機
錯
誤
や
価
値
錯
誤
と
の
関
係
で
あ
る
。

戸神

一
部
の
学
説
か
ら
、
「
本
質
」
を
当
事
者
の
合
意
を
決
定
づ
け
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
動
機
が
合
意
を
決
定

西）

づ
け
た
な
ら
ば
、
動
機
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
る
と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、
通
説
は
、
動
機
は
契
約
の
構
成
要
素
の
外
に
あ

動
機
錯
誤
に
つ
い
て
、

る
と
の
理
由
や
、
動
機
は
相
手
方
が
通
常
知
り
得
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
動
機
錯
誤
は
原
則
と
し
て
顧
慮
し
な
い
と
の
態
度
を

採
っ
て
い
る
。
但
し
、
動
機
が
契
約
に
組
み
込
ま
れ
た
場
合
に
限
り
、
例
外
と
し
て
動
機
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
動
機
が

契
約
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
動
機
が
合
意
に
よ
っ
て
条
件

(condition)

に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、

動
機
が
コ
ー
ズ
と
な
る
場
合
の
二
つ
で
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
後
者
は
、
―

1
0
世
紀
前
半
ま
で
の
学
説
で
は
言
及
さ
れ
て
い



な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
新
し
い
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
コ
ー
ズ
が
問
題
に
な
る
と
き
、
有
償
契
約
か
無
償
契
約
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、

面
竺

動
機
が
コ
ー
ズ
に
な
る
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
無
償
契
約
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
本
質
の
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
の
点
に
つ
き
、
必
ず
し
も
明

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
本
質
の
錯
誤
は
、
決
定
的
な
動
機
錯
誤
で
あ
り
、
動
機
錯
誤
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
見
解

ふ
3
}

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
顧
慮
さ
れ
る
動
機
錯
誤
と
そ
う
で
な
い
動
機
錯
誤
の
区
別
が
璽
要
と
な
る
が
、
そ
の
基
準
に
つ
き
、
動
機

が
契
約
の
目
的
物

(objet)

に
係
わ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
本
質
の
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
区
別
に
立
ち
、
目

的
物
に
関
わ
ら
な
い
動
機
錯
誤
の
こ
と
を
単
な
る
動
機
錯
誤

(erreur
sur 
u
n
 
s
i
m
p
l
e
 
motif)

と
呼
び
、
顧
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
。

但
し
、
無
償
契
約
の
場
合
に
は
、
単
な
る
動
機
錯
誤
も
顧
慮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
質
の
錯
誤
と
価
値
錯
誤
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
本
質
の
錯
誤
が
あ
る
と
き
、
価
値
の
評
価
の
誤
り
を
伴
う
こ
と
は
頻

―必｝

繁
で
あ
り
、
本
質
の
錯
誤
と
価
値
錐
誤
の
区
別
は
微
妙
で
あ
る
。
こ
の
区
別
に
つ
い
て
、
次
の
ゲ
ス
タ
ン
の
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い

る
。
ゲ
ス
タ
ン
は
、
直
接
的
な
価
値
錯
誤
と
間
接
的
な
価
値
錯
誤
を
区
別
を
し
た
上
で
、
直
接
的
な
価
値
錯
誤
と
は
、
契
約
の
目
的
物

と
な
る
対
象
の
正
確
な
理
解
か
ら
そ
の
価
値
を
誤
っ
た
場
合
を
い
い
、
間
接
的
な
価
値
錯
誤
と
は
、
契
約
の
対
象
を
誤
っ
て
認
識
し
、

そ
こ
か
ら
誤
っ
た
評
価
を
下
し
た
場
合
を
い
う
。
直
接
的
な
価
値
錯
誤
は
、
ま
さ
に
価
値
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
り
顧
慮
さ
れ
な
い
が
、

心
i
-

間
接
的
な
価
値
錯
誤
は
、
本
質
の
錯
誤
で
あ
り
、
無
効
原
因
と
な
り
得
る
と
す
る
。
こ
の
ゲ
ス
タ
ン
の
定
式
は
、
裁
判
例
で
も
、
後
に

詳
し
く
説
明
す
る
プ
サ
ン
事
件
判
決
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤

こ
れ
ま
で
、

――
1
0
条
の
錯
誤
と
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
を
検
討
す
る
。

一
九

五
0
年
代
か
ら
六

0
年
代
の
学
説
は
、
こ
の
錯
誤
類
型
を
維
持
し
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
、
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
、

コ
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ー
ズ
の
錯
誤
の
三
つ
を
含
め
て
考
え
る
こ
と
で
ほ
ほ
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、
効
果
に
つ
い
て
争
い
が
お
こ
り
、
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さ
ら
に
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
を
認
め
る
必
要
が
な
い
と
す
る
見
解
が
現
れ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

51巻3号

効
果
面
の
変
化

ま
ず
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
の
効
果
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
は
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
は
契
約
を
構
成
す
る
要
素

(IZl)

砿）

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
か
ら
‘
―

1
0
八
条
を
根
拠
条
文
と
し
て
、
契
約
は
不
存
在
あ
る
い
は
絶
対
無
効
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

西）

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
判
し
、
相
対
無
効
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
は
じ
め
た
。
ま
ず
、
契
約
を
不
存
在
と
す
る

士‘いl-na 

説
に
対
し
て
は
、
不
存
在
の
概
念
自
体
が
、
民
法
典
に
は
な
く
、
曖
昧
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
契
約
が
成
立
し
な
い
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
に
無
効
を
主
張
す
る
か
ど
う
か
の
権
利
や
追
認
の
余
地
を
認
め
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
残
し

(lll) 

て
お
く
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
と
指
摘
す
る
。

雑

絶
対
無
効
説
に
対
し
て
は
、
相
対
無
効
と
絶
対
無
効
の
質
的
相
違
を
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
次
の
よ
う
な
無
効
理
論
の
進
展
と

密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
学
説
は
、
援
用
者
や
時
効
の
相
違
に
よ
っ
て
無
効
を
区
別
し
て
い
た
が
、
無
効
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
利
益
が
、
私
的
な
も
の
か
公
的
な
も
の
か
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
保
護
さ
れ
る
利
益
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
の
見
解

が
有
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
錯
誤
の
効
果
も
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
は
、
私
的
利
益
の
保
護
に

学法戸神

あ
り
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
で
も
そ
れ
は
か
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
効
果
は
相
対
無
効
で
あ
る
と
考
ら
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

函

｝

（

出

）

た
。
現
在
で
は
、
相
対
無
効
と
す
る
見
解
が
多
数
説
と
な
っ
て
い
る
。

2
 
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
へ
の
疑
問

こ
の
よ
う
に
し
て
、
効
果
面
に
お
い
て
は
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
は
本
質
の
錯
誤
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
要
件
面
に
お
い
て
も
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
を
独
自
に
認
め
る
必
要
性
は
な
い
と
す
る
見
解
が
、

に
よ
っ
て
強
く
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
部
学
説

―
1
0
九
条
は
錯
誤
が
合
意
を
瑕
疵
あ
る
も
の
に
す
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す



（氏）

べ
て
の
錯
誤
は
こ
の
条
文
に
服
す
る
と
い
う
見
解
や
、
裁
判
上
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
と
し
て
問
題
に
な
っ
た
の
は
保
険
契
約

や
延
べ
払
い
融
資
契
約

(credit
di ff ere)
な
ど
の
特
殊
な
事
案
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
判
例
は
、

1
0
条
の
本
質
に

関
す
る
錯
誤
と
し
て
処
理
て
お
り
、
さ
ら
に
真
意
の
欠
訣

(
a
b
s
e
n
c
e

totale 
d
e
 
v
o
l
o
n
t
e
 
reelle)

の
場
合
に
も
、

gi} 

1
0
条
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
見
ら
れ
る
。

1
0
条
を
適

用
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
、

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

し
か
し
な
が
ら
、
学
説
の
多
く
は
、
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
質
の
錯
誤
と
は
区
別
さ
れ
る
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
を
、

現
在
も
維
持
し
て
い
る
。

3
 
コ
ー
ズ
の
錯
誤
の
論
争

こ
の
よ
う
に
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
の
必
要
性
に
つ
い
て
見
解
は
分
か
れ
る
中
、
最
近
で
は
、
さ
ら
に
コ
ー
ズ
の
錯
誤
の
位
置

t137-

づ
け
に
つ
い
て
、
争
い
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

コ
ー
ズ
概
念
の
理
解
と
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

コ
ー
ズ
自
体
議
論
が
錯
綜
し

て
い
る
が
、
現
在
、
理
解
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ズ
は
、

二
つ
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
の
コ
ー
ズ

c
a
u
s
e
 
d
e
 
I'obli-

）
、
つ
ま
り
反
対
給
付
を
意
味
す
る
場
合
と
、
契
約
の
コ
ー
ズ

gat10n 
蕊｝

で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
意
味
の
コ
ー
ズ
を
前
提
と
し
、
現
在
の
コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
関
す
る
学
説
を
ま
と
め
れ
ば
、
大
き
く
次
の
三
つ

ヽ

(
c
a
u
s
e
 
d
e
 contrat) 

つ
ま
り
決
定
的
動
機
を
意
味
す
る
場
合

の
見
解
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
、

コ
ー
ズ
の
錯
誤
が
問
題
と
な
る
の
は
、
債
務
の
コ
ー
ズ

(
c
a
u
s
e
 
d
e
 l'obligation)
、
す
な
わ
ち
コ
ー
ズ
が
反
対
給

コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
、
伝
統
的
な
学
説
と
同
様
に
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
に
含
め
る
見
解
で

付
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
と
し
、

g) 

あ
る
。

コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
一
―

1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
と
同
一
視
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
カ
ピ
タ
ン
の
影
響
を
受

{llO) 

け
た
も
の
だ
が
、
少
数
説
に
と
ど
ま
る
。

第
二
に
、

75 

第
一
―
一
に
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
や

―
1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
で
も
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、

一
三
一
条
を
根
拠
に
、

(fausse 
c
a
u
s
e
)
 

コ
ー
ズ
の
不
存
在

(
a
b
s
e
n
c
e
d
e
 c
a
u
s
e
)

ま
た
は
誤
っ
た
コ
ー
ズ

を
理
由
と
し
て
、
無
効
で
あ
り
、
通
常
の
錯
誤
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
が
多
数
説
で
あ
る

(141) 

と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
中
で
、
そ
も
そ
も
コ
ー
ズ
の
錯
誤
自
体
を
認
め
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。
ゲ
ス
タ

ン
は
、
実
際
に
コ
ー
ズ
の
錯
誤
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
は
、

コ
ー
ズ
が
虚
偽
で
あ
る
場
合

(fasse
c
a
u
s
e
)
 
や
欠
如
し
て
い
る

51巻3号

や
反
対
給
付
に
関
す
る
錯
誤

(e
コe
u
r
sur 
la 
contreprestation)

が
問
題
と
な
っ
た
場
合
で
あ
り
、
前

品拉｝

者
は
一
―
―
―
―
一
条
に
よ
っ
て
、
後
者
は
一
―

1
0
条
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

場
合

(
a
b
s
e
n
c
e
d
e
 c
a
u
s
e
)
 

4
 
現
在
の
状
況

士‘ハ
3
,,,,d 

以
上
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
の
問
題
を
ま
と
め
る
と
、
現
在
の
学
説
は
、
な
お
論
争
が
続
い
て
い
る
が
、
契
約
の
種
類
に
関

雑
す
る
錯
誤
と
物
の
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、

――

1
0
条
に
は
服
さ
な
い
と
し
つ
つ
も
、

コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
つ
い

学

て
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
自
体
の
問
題
に
起
因
す
る
異
質
性
か
ら
、
分
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

法

と
こ
ろ
で
、

――

1
0
条
の
本
質
の
錯
誤
の
保
護
要
件
の
―
つ
で
あ
る
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
の
要
件
が
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型

戸

に
も
適
用
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
争
い
が
あ
る
。
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
と
本
質
の
錯
誤
と
の
区
別
を
不
要
と
す
る

神

説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
問
題
と
は
な
ら
な
い
が
、
区
別
を
維
持
す
る
説
の
中
で
は
、
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
見
解
が
分
か
れ

五船）

コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
の
要
件
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
。

て
い
る
。
し
か
し
、

第
二
款

裁
判
例
の
動
向

次
に
、
裁
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
見
る
。
裁
判
例
で
は
、
本
質
の
錯
誤
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
判
例
の
展
開
の
中
心
を

占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
本
質
の
錯
誤
か
ら
見
よ
う
。



本
質
の
錯
誤

本
質
の
錯
誤
の
拡
大
傾
向

判
例
が
主
観
説
に
立
っ
て
か
ら
、
本
質
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
っ
た
が
、
二

0
世
紀
後
半
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら

に
加
速
し
て
い
っ
た
。

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

例
え
ば
、
破
毀
院
が
本
質
の
錯
誤
を
認
め
た
事
案
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
農
耕
用
の
馬
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
そ

の
馬
が
農
耕
用
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
事
案

(Civ.,
2
7
 
avr. 
1
9
5
3
,
 

D. 
1
9
5
3
.
 
4
4
0
)

、
借
り
た
農
地
が
荒
れ
地
と
な
っ
て
お
り
、

耕
作
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
な
か
っ
た
事
案

(Soc.,
4
 
m
a
i
 
1
9
5
6
,
 
J
.
 

C. 
P. 
1
9
5
7
.
 

II. 
9
7
6
2
)

、
別
荘
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、

そ
の
別
荘
は
、
家
具
や
扉
、
壁
な
ど
が
非
常
に
汚
く
、
ま
た
別
荘
の
す
ぐ
側
に
建
設
現
場
が
あ
り
保
養
に
は
適
さ
な
い
状
態
で
あ
る
ケ

ー
ス

(Civ. 
3
'
,
 
2
9
 
nov. 
1
9
6
8
,
 
G
a
z
.
 
Pal. 
1
9
6
9
.
 

I. 
6
3
)

‘
仕
比
も
田
心
の
建
物
を
建
築
す
る
た
め
に
、
土
地
を
買
っ
た
が
、
公
道
に

面
す
る
土
地
の
長
さ
が
売
主
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
長
さ
よ
り
も
短
か
っ
た
事
案

(Civ.
3
'
,
 
1
5
 
dee. 
1
9
8
1
,
 

D. 
1
9
8
2
.
 
IR. 
1
6
4
)

な

ど
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
物
の
性
質
と
は
い
え
な
い
、
物
の
用
途
や
建
築
可
能
性
も
、
「
本
質
」
と
な
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
シ
ョ
ソ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
と
し
て
、
店
舗
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
が
、
実
際
に
は
、
建
設
さ
れ
な
か
っ
た

(Civ. 
3
'
,
 
2
3
 
fev. 
1
9
 002J 

G
a
z
.
 
Pal. 
1
9
 00 2
.
 
2
.
 

p
a
n
o
r
a
m
a
,
 
pp. 
2
1
9
-
2
2
0
)

に
つ
い
て
も
、
本
質
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を

認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
も
は
や
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
「
物

(chose)
」
と
は
離
れ
て
、
あ
る
事
情
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
現
実

ふ
m
-

と
は
異
な
っ
た
場
合
、
本
質
の
錯
誤
を
認
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
顧
慮
さ
れ
な
い
動
機
錯
誤
と
の
境
界
が
微
妙
に
な
っ
て
い
っ

ケ
ー
ス

た
と
い
え
る
。

2
 
相
手
方
保
護
の
た
め
の
要
件

(
1
)

こ
の
よ
う
に
、
破
毀
院
は
、
一
―

1
0
条
の
適
用
領
域
を
拡
大
す
る
に
よ
っ
て
錯
誤
者
を
保
護
し
た
が
、
他
方
で
、
以
下
の
よ
う
に
、

77 

学
説
の
影
響
も
受
け
、
錯
誤
者
の
様
態
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
方
保
護
を
図
っ
て
い
た
。
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ま
ず
、
既
に
あ
る
会
社
と
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
種
の
保
険
契
約
を
別
の
会
社
と
締
結
し
た
事
案
に
お

い
て
、
保
険
契
約
者
は
、
保
険
に
つ
い
て
一
定
の
経
験
を
有
し
て
お
り
、
「
錯
誤
は
宥
恕
さ
れ
る

し
て
、
錯
誤
無
効
の
主
張
を
斥
け
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
五
九
年
六
月
二
九
日
判
決

(Civ.

l'<, 
2
9
 juin 

(excusasble)

も
の
で
は
な
い
」
と

51巻3号

1
9
5
9
,
 
Bull. 
civ. 
I
 
,
 

n
。
3
2
0
)

が
現
れ
た
。

そ
の
後
の
裁
判
例
で
は
、

e
x
c
u
s
a
b
l
e
と
い
う
言
葉
自
体
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
錯
誤
無
効
の
判
断
の
際
に
、
錯
誤
無
効
を
主

張
す
る
者
の
経
験
、
年
齢
や
職
業
な
ど
が
、
当
該
当
事
者
を
基
準
と
し
て
具
体
的

(in
concreto)

に
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
錯
誤
者
が
建
築
士
や
運
送
業
者
な
ど
の
専
門
家
(professionel)
で
あ
る
場
合
に
は
、
錯
誤
無
効
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

砿）

錯
誤
者
に
解
怠

(negligence)

が
あ
っ
た
と
し
て
、
錯
誤
の
主
張
を
斥
け
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
錯
誤
者
の
様
態
を
、
錯
誤
無
効
の
判
断
の
際
に
考
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
破
毀
院
社
会
郁
一
九
九

0
年
七

面｝

月
三
日
判
決

(Soc.,
3
 
juil. 
1
9
9
0
,
 
Bull. 
civ. 
V
,
 n
。
3
2
9
)

が
、
人
に
関
す
る
錯
誤
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
「
錯
誤
は
、

そ
れ
が
宥
恕
さ
れ
る

(excusable)

も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
無
効
原
因
と
な
る
」
と
の
一
般
論
を
示
し
、
錯
誤
が
宥
恕
さ

±
じ""" 

雑学法

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
錯
誤
無
効
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
た
。

戸

3
 
相
手
方
保
護
の
た
め
の
要
件

(
2
)

神

以
上
の
よ
う
に
、
判
例
は
、
本
質
の
錯
誤
の
要
件
と
し
て
、
錯
誤
が
宥
恕
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

要
件
と
は
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
も
錯
誤
無
効
は
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
示
す
も
の
と
し
て
、

一
九
七
0
年
以
降
、
プ
サ
ン

事
件
判
決
、

フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
な
ど
、
重
要
な
判
決
が
次
々
と
現
れ
た
。
と
り
わ
け
、
プ
サ
ン
事
件
判
決
は
、

――
1
0
条
の

錯
誤
の
定
義
を
示
し
、
学
説
か
ら
注
目
を
あ
つ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
は
、
相
手
方
保
護
の
要
件
を
明
示
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
破
毀
院
が
本
質
の
錯
誤
の
要
件
と
し
て
何
を
重
視
し
て
い
る
か
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、

こ
の
三
つ
の
判
決
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
重
要
な
判
決
で
あ
る
た
め
、
事
案
な
ど
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
上
で
、
検
討
す
る
こ
と
に



し
よ
う
。
一l】
プ
サ
ン
事
件
判
決

プ
サ
ン
事
件
の
事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

X
夫
婦
は
、
家
宝
と
し
て
ニ
コ
ラ
・
プ
サ
ン

(
N
i
c
o
l
a
s
 
P
o
u
s
s
i
n
)
 
の
作
品
で
あ
る

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
絵
画
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
絵
画
は
公
的
競
売
に
よ
り
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

カ
ラ
チ
流
派

(
E
c
o
l
e

d
e
s
 

絵
画
は
プ
サ
ン
の
も
の
で
は
な
く
、

C
a
r
r
a
c
h
e
)
 
の
も
の
で
あ
る
と
鑑
定
さ
れ
、
そ
の
絵
画
は
商
人
に
一
―

―1
0
0
フ
ラ
ン
で
売
却
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
立
美
術
館
協
会

(
R
e
u
n
i
o
n
d
e
s
 
m
u
s
e
e
s
 
natinaux) 

(
Y
)
 
は
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

の
た
め
に
先
買
権

(droit
d
e
 
p
r
e
e
m
p
t
i
o
n
)

を
行
使
し
、
そ
の
後
、
そ
の
絵
画
を
鑑
定
し
、
そ
れ
が
プ
サ
ン
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
が
プ
サ
ン
の
作
品
だ
と
知
っ
た
売
主

X
は、

Y
に
対
し
て
錯
誤
に
よ
る
売
買
契
約
の
無
効
を
主
張
し
た
。

第
一
審
裁
判
所
と
な
る
パ
リ
大
審
裁
判
所

(TGI
Paris, 

一3
dee. 
1
9
7
2
,
 
D
.
 
1
9
7
3
.
 
4
1
0
)

は
、
本
質
に
関
す
る
錯
誤
が
あ
っ
た
と

し
て
売
買
契
約
の
無
効
を
認
め
た
。
そ
こ
で

y
が
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、
パ
リ
控
訴
院

(Paris,
2
 
fev. 
1
9
7
6
,
 
D
.
 
1
9
7
6
.
 
3
2
5
)

は、

X
は
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
こ
と

そ
の
作
者
に
つ
い
て
疑
い
が
残
り
、
そ
の
絵
画
が
プ
サ
ン
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
ら
ず
、

を
証
明
し
て
い
な
い
と
し
て
、
錯
誤
無
効
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

X
は
上
告
し
た
。
こ
の
上
告
に
対
し
て
、
破
毀
院
民
事
第
一

部

(Civ.

I", 
2
2
 fev. 
1
9
7
 00 ,
 D
.
 
1
9
7
8
.
 
6
0
1
)

は
、
事
実
審
裁
判
官

(juge
d
e
 f
o
n
d
)
は
「
契
約
締
結
時
に
、
そ
の
絵
が
ニ
コ
ラ
・

プ
サ
ン
の
作
品
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
誤
っ
た
観
念

(conviction
erronee)

に
よ
っ
て
売
主
の
合
意
が
瑕
疵
あ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
か
ど
う
か
を
調
べ
て
い
な
い
」
と
し
て
、

パ
リ
控
訴
院
判
決
を
破
毀
し
、

ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
に
移
送
し
た
。

ア
ミ
ア
ン
控
訴
院

(
A
m
i
e
n
s
,
 

I" 
fev. 
1
9
 002, 
J
.
 

C
.
 
P. 
1
9
 00 3
.
 
1
9
9
1
6
)

で
は
、
契
約
締
結
後
に
お
い
て
、
そ
の
絵
が
ニ
コ
ラ
・
プ
サ
ン
の
作
品
で
あ

る
と
判
明
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
売
主
の
観
念

(conviction)

は
、
契
約
時
に
は
錯
誤
と
な
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
錯
誤
に
よ
る
契

79 

約
の
無
効
を
認
め
な
か
っ
た
。
再
び
、

X
は
上
告
し
た
。
破
毀
院
民
事
第
一
部

(Civ.
l'<, 
1
3
 
dee. 
1
9
 00
3
・
D
.
 
1
9
 00 4
.
 
3
4
0
)

は
、
「
錯



80 

誤
は
、
売
買
契
約
締
結
時
に
お
い
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
控
訴
院
は
正
当
で
あ
る
と
し
た
が
、
錯
誤
者
は
「
売

買
時
に
お
い
て
自
己
に
錯
誤
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
売
買
時
よ
り
後
の
要
素
を
用
い
る
権
利
が
あ
る
」
と
し
な
か
っ
た

こ
と
に
控
訴
院
は

1
0
条
に
違
反
し
た
と
し
て
、
原
判
決
を
破
毀
し
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
に
移
送
し
た
。
ベ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院

(Versailles, 
7
 
janv. 
1
9
 
007• 

D. 
1
9
8
7
.
 
4
8
5
)

は
、
「
鑑
定
人
の
証
明
書
を
含
む
目
録
(catalogue)
に
よ
る
美
術
品
の
公
的
売
買
(
v
e
n
,
 

tes 
publiques)

に
お
い
て
、
作
者
は
、
売
主
に
と
っ
て
も
買
主
に
と
っ
て
も
、
そ
の
物
の
本
質
的
性
質
と
な
る
」
と
し
、
「
作
者
に
つ

51巻3号

は
、
売
主
が
譲
渡
し
た
目
的
物
の
本
質
的
性
格
や
真
作
性
を
与
え
る
定
義
を
示
す
売
買
の
目
録

上
の
記
載
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
」
と
一
般
論
を
述
べ
た
上
で
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
は
、
「
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
物
の
性
質
を
定

い
て
の
売
主
の
観
念

(conviction)

±心""" 

め
る
こ
の
記
載
に
お
い
て
、
ニ
コ
ラ
・
プ
サ
ン
の
作
品
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
プ
サ
ン
流
派
や
彼
の
ス
タ
イ
ル
、
彼
の
手
法

で
あ
る
こ
と
を
な
ん
ら
暗
示
し
て
い
な
い
」
と
し
、
売
主

X
は
、
プ
サ
ン
の
作
品
で
は
な
い
と
い
う
誤
っ
た
観
念
(conviction
erronee) 

に
お
い
て
、
カ
ラ
チ
流
派
の
絵
画
と
信
じ
て
売
っ
て
お
り
、
錯
誤
は
そ
の
物
の
本
質
的
性
質
に
関
わ
り
、
売
主
X
の
合
意
を
決
定
づ
け

た
と
し
て
、
錯
誤
に
よ
る
売
買
契
約
の
無
効
を
認
め
た
。

雑学法戸神

フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決

(Civ.
I
『<,

2
4
 m
a
r
s
 
1
9
8
7
 `
 
Bull. 
civ. I
 
,
 

n
。
1
0
5
)

事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
は
一
九
三
三
年
に
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
作
と
さ
れ
る

(attribue
a
 F
r
a
g
o
n
a
r
d
)
、
V
e
r
r
o
u
と
い
う
題
の

絵
画
を
競
売
で
買
っ
た
。
数
十
年
後
、

X
は
A
か
ら
そ
の
絵
を
相
続
し
た
が
、
そ
の
絵
は
競
売
に
か
け
ら
れ
、
商
人
で
あ
る

Y
に
五
万

【

2
】

五
千
フ
ラ
ン
で
買
い
受
け
ら
れ
た
。

Y
が
、
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
絵
は
ま
さ
に
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
、

Y
は
そ
の
絵
を
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
五
一
五
万
フ
ラ
ン
で
転
売
し
た
。

X
は、

X
の
主
張
を
斥
け
た
の
で
、

X
は
上
告
し
た
。

Y
に
対
し
て
錯
誤
を
理
由
に
売
買
の
無
効
を

主
張
し
た
。
パ
リ
控
訴
院
は
、

破
毀
院
は
、
パ
リ
控
訴
院
が
「
一
九
三
三
年
に
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
作
と
さ
れ
る
作
品
が
売
買
さ
れ
た
と
き
に
、
両
当
事
者
は
、
そ
の
作



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

品
の
真
作
性
に
対
す
る
危
険

(l'alea
sur 
l'authenticite)

を
引
き
受
け
て
お
り
、

X
は
作
者
に
つ
い
て
誤
っ
た
観
念

(conviction
er ,
 

r
o
n
e
e
)
 
の
下
で
、
売
買
に
合
意
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
」
と
判
断
し
た
こ
と
を
支
持
し
、
さ
ら
に
、
「
作
品
の
真
作
性
に
対
す

る
危
険
が
そ
れ
ぞ
れ
に
引
き
受
け
ら
れ
た

(accepte)

な
ら
ば
、
そ
の
危
険
は
、
契
約
領
域

(
d
a
n
s
le 
c
h
a
m
p
 contractuel)

に
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
の
不
確
実
性

(incertitude
c
o
m
m
u
n
e
)

が
後
に
解
消

(dissipation)

し
た
場
合
に
は
、
二
当
事
者
い
ず

れ
も
錯
誤
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
。

【

3
】
破
毀
院
民
事
第
一
郎
一
九
八
七
年
三
月
三
一
日
判
決

(Civ.

l'", 
3
1
 
m
a
r
s
 
1
9
8
7
,
 
Bull. 
civ. 
I

,

 

n
°
1
1
5
)
 

ロ
ン
ド
ン
の
美
術
商

X
は
、
目
録

(catalogue)

に
「
テ
ラ
コ
ソ
タ
製
の
貴
婦
人

(
d
a
m
e
d
e
 qualite)

の
重
要
な
小
像
」
と
書
か

れ
て
お
り
、
「
唐
時
代
の
も
の
（
復
元
）
」
と
記
さ
れ
て
い
た
小
像
を
、
公
売

(
v
e
n
t
e
p
u
b
l
i
q
u
e
)

で
買
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、
頭
の
部
分
が
本
物
で
な
い
こ
と
が
判
り
、
さ
ら
に
手
の
部
分
と
掴
ん
で
い
た
オ
ウ
ム
は
最
近
付
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

X
は
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
た
。

破
毀
院
は
、

X
は
経
験
豊
か
な
専
門
家

(professionnel
averti) 
で
あ
り
、
復
冗

(restauration)

と
い
う
目
録
上
の
記
載
の
意
味

を
認
識
で
き
、
本
物
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
価
格
で
買
え
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、

X
は
、
売
買
の
無
効
を
得
る
こ
と

(
d
e
l
i
b
e
r
e
m
e
n
t
)

引
き
受
け
た
と
し
て
、

X
の
錯
誤
無
効
の
主
張
を
斥
け
た
パ
リ
控
訴
院

を
不
可
能
に
す
る
危
険
性
を
承
知
の
上
で

判
決
を
支
持
し
た
。

以
下
、
こ
れ
ら
裁
判
例
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、

一
五
年
に
わ
た
っ
た
プ
サ
ン
事
件
の
一
連
の
判
決
か
ら
、
本
質
の
錯
誤
の
定
義

が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
破
毀
院
は
、
本
質
の
錯
誤
と
は
、
表
意
者
の
観
念

(conviction)

と
、
不
確
実
性

(incertitude)

に
よ
っ

81 

て
示
さ
れ
得
る
現
実

(realite)

と
の
相
違
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
敷
術
し
て
い
う
と
、
破
毀
院
は
、
確
実
な
性
質
に
つ
い
て
だ
け



82 

で
は
な
く
、
疑
い
が
残
る
性
質
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
現
実
と
は
異
な
る
場
合
に
は
、
錯
誤
と
な
り
得
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
破
毀
院
は
、
物
の
「
本
質
」
に
、
そ
れ
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
真
作
性
へ
の
疑
い
も
読
み
込
み
、
本
質
の
錯
誤
の

対
象
を
広
げ
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
現
実

(
r
glite)

は
、
契
約
締
結
時
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
が
、
契
約
締
結
後
に
判
明
し
た
事
実
に
よ
っ
て
そ

(118) 

の
現
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
も
初
め
て
示
し
た
点
で
あ
っ
た
。

51巻3号

フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
は
、
最
近
の
学
説
が
要
件
と
し
て
い
る
「
契
約
領
域
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
つ
つ
、
そ
の
「
危
険
は
錯
誤

を
排
除
す
る

(I'alea
chasse 
I'erreur)
」
と
い
う
定
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
定
式
の
実
質
的
な
意
味
は
、
当
事
者
が
、
あ

る
性
質
の
存
在
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
自
己
の
負
担
と
し
て
、
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
錯
誤
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ

士
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る
。
こ
の
趣
旨
を
示
し
た
の
が
、
こ
の
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
の

1
週
間
後
に
登
場
し
た
【

3
】
判
決
で
あ
る
。

フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
や
【

3
】
判
決
に
お
い
て
、
錯
誤
無
効
の
主
張
が
斥
け
ら
れ
た
決
定
的
な
理
由
は
、
作
品
の
真
偽
の
リ
ス

ク
を
認
識
し
な
が
ら
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
で
は
、
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
、
ま
さ
に

「
契
約
領
域
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
サ
ン
事
件
判
決
が
錯
誤
無
効
を
認
め
た
の
は
、
契
約
に
お

い
て
、
真
偽
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
リ
ス
ク
の
引
き
受
け
が
な
か
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
と
い
え
、
言
い
換
え
る

雑学法戸神

と
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
契
約
領
域
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
が
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
た
か

と
い
う
点
に
こ
そ
に
、
プ
サ
ン
事
件
判
決
と
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
と
の
決
定
的
な
差
異
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
を
ま

と
め
る
と
、
判
例
は
、
当
事
者
が
契
約
内
容
と
し
た
性
質
・
事
実
と
、
現
実

(
r
g
-
i
t
6
)

が
一
致
し
な
い
と
き
に
、

――
1
0
条
の
錯

誤
無
効
を
認
め
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
、
契
約
内
容
に
入
っ
て
い
る
か
否
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
「
当
事
者
の
意
図
」
が
探
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
と

き
に
、
プ
サ
ン
事
件
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
判
決
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
価
格
や
、
鑑
定
書
、
競
売
の
目
録
上
の
記
載
な
ど
が
手
が
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か
り
と
さ
れ
る
。

4
 
売
主
の
錯
誤
（
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
）

以
上
で
は
、
性
質
の
錯
誤
の
要
件
論
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
性
質
錯
誤
の
い
わ
ば
各
論
的
問
題
と
し
て
、
プ
サ
ン
事

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

件
判
決
や
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
判
決
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
売
主
の
錯
誤
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
が
国
の
議
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
買

ら
凶
l

主
の
錯
誤
を
問
題
と
し
て
き
た
と
い
え
、
売
主
の
錯
誤
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
か
っ
た
た
め
、
以
下
の
内
容
は
、
今

後
の
わ
が
国
の
議
論
の
参
考
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
本
質
は
、
売
主
が
、
自
身
が
考
え
て
い
た
以
上
の
価
値
を
有
す
る
物
を
、
買
主
に
売
却
し
た
場
合
に
、
売
主
は
錯
誤
を

主
張
し
て
、
そ
の
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
買
主
は
そ
の
目
的
物
の
価
値
を
保
持
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
な
お
、
売
主
の
錯
誤
は
、
売
買
契
約
に
お
い
て
問
題
と
な
る
も
の
だ
が
、
売
買
契
約
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は

な
く
、
他
の
契
約
類
型
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤

(erreur
sur 
la 
p
r
o
p
r
e
 
prestation) 

の
問
題
の
一
っ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
売
主
の
錯
誤
に
限
定
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
売
主
の
錯
誤
無
効
の
主
張
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
判
例
は
、
プ
サ
ン
事
件
で
も
そ
う

―旧｝

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
り
、
錯
誤
者
が
買
主
で
あ
る
か
売
主
で
あ
る
か
を
問
題
と
し
て
い
な
い
。
学
説
も
、
法
文
が

相
手
方
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
と
相
手
方
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
と
を

函
i
-

特
に
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
（
売
主
の
錯
誤
）
を
肯
定
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

邸
一

一
方
で
、
売
主
の
錯
誤
の
主
張
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
カ
ル
ボ
ニ
エ
は
、
起
草
者
は
錯
誤
無

効
を
主
張
す
る
者
が
相
手
方
か
ら
受
け
取
っ
た
給
付
に
関
し
て
錯
誤
が
あ
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
自
己
の
給
付
に
関

す
る
錯
誤
に
つ
い
て
、
予
定
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
は
、
価
値
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
こ
と
、

83 

一
六
四
三
条
に
は
、
自
己
が
所
有
す
る
物
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
が
そ
れ
を
熟
知
す
る
義
務
が
あ
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
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自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
認
め
る
こ
と
は
、
自
己
の
調
査
に
よ
っ
て
、
売
主
の
知
ら
な
か
っ
た
性
質
を
発
見
し
た
者

に
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
与
え
る
結
果
と
な
り
不
公
平
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
を
認
め
な
い
と
強

以

蕊

｝

く
否
定
説
を
唱
え
て
い
る
。
プ
サ
ン
事
件
判
決
以
降
、
売
主
の
錯
誤
を
否
定
す
る
見
解
を
支
持
す
る
も
の
が
増
え
て
き
て
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
肯
定
説
の
中
で
も
、
売
主
は
目
的
物
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
性
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
宥
恕
さ
れ
る
錯

51巻3号

誤
の
要
件
に
よ
っ
て
、
よ
り
厳
し
く
判
断
す
べ
き
と
の
主
張
が
な
さ
れ
、
売
主
の
錯
誤
と
買
主
の
錯
誤
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
見
解
も

邸―

あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
肯
定
説
は
、
売
主
の
錯
誤
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
豊
富
な
知
識
・
情
報
を
持
つ
者
に
、
そ
の
よ
う
な
知
識
・
情
報

士
心"". 

を
持
た
な
い
者
か
ら
の
搾
取
を
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
反
論
す
る
。
例
え
ば
、
優
越
し
た
情
報
を
持
つ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
対
し

て
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
持
た
な
い
一
般
人
で
あ
る
売
主
に
錯
誤
無
効
の
主
張
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
反
論
し
て
い

雑

る

。

学

こ
の
よ
う
に
見
解
が
対
立
す
る
状
況
の
中
で
、
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
九
二
年
五
月
―
一
五
日
判
決

(Civ.
Ire, 
2
5
 
m
a
i
 1
9
9
2
,
 

Bull. 
civ. I
,

 
n
°
1
6
5
)

が
現
れ
た
。
こ
れ
は
、
売
主
の
錯
誤
を
肯
定
説
に
立
ち
つ
つ
、
売
主
の
不
当
利
得
返
還
義
務
の
範
囲
に
つ
い

て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
詳
し
く
見
て
み
る
。
事
案
は
、
前
述
し
た
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
事
件
の
続
き
で
あ
り
、
錯
誤
無
効
を
認

法戸神

め
ら
れ
た
売
主

X
が
、
買
主

Y
に
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の

V
e
r
r
o
u
と
い
う
絵
画
の
返
還
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
控
訴
院
は
、
錯
誤

に
よ
る
売
買
契
約
の
無
効
を
認
め
た
が
、
絵
画
は
第
三
者
（
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
）
に
転
売
さ
れ
て
い
た
た
め
、

X
は
そ
の
絵
画
自
体
を

取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ず
、
二
つ
の
譲
渡
価
格
の
差
額
に
あ
た
る
五

0
九
万
五
千
フ
ラ
ン
の
で
原
状
回
復

(restitution)

が
な
さ
れ

る
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
、

Y
の
上
告
を
棄
却
し
た
が
、
売
買
契

Y
は
上
告
し
た
。
破
毀
院
は
、
売
買
契
約
の
無
効
を
認
め
る
点
で
、

約
の
無
効
に
よ
っ
て
、

Y
が、

X
の
不
当
利
得
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
調
査
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に

つ
き
パ
リ
控
訴
院
は
判
断
し
て
い
な
い
と
し
て
、

一
部
破
毀
し
、

ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
に
移
送
し
た
。

ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
は
、
不
当
利
得



の
原
則
に
基
づ
き
、

Y
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
額
を
一
五

0
万
フ
ラ
ン
と
算
定
し
た
が
、

ア
ミ
ア
ン
控
訴
院
が
不
当
利
得
の
範

X
は、

囲
を
具
体
的
に
特
定
し
て
い
な
い
と
し
て
再
度
上
告
し
た
。
破
毀
院
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、

t
告
を
棄
却
し
た
。
す
な
わ
ち
、

X
の
最

初
の
商
品
価
値

(valeur
m
a
r
c
h
a
n
d
e
 
initiale)
と、

Y
の
調
在
に
よ
っ
て
つ
り
上
が
っ
た
価
値
と
の
差
額
が
不
当
利
得
で
あ
る
と
し
、

こ
の
差
額
に
相
当
す
る
五

0
九
万
五
千
フ
ラ
ン
の
価
値

(
e
n
valeur)

で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

X
は、

Y
の
絵
画

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

の
鑑
定
か
ら
利
得
を
得
て
お
り
、
そ
れ
の
鑑
定
代
一
五

0
万
フ
ラ
ン
を
不
当
利
得
と
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
。
し
た
が
っ

て、

Y
は
X
に
対
し
て
四
0
四
万
五
千
フ
ラ
ン
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
控
訴
院
の
判
断
を
是
認
し
う
る
。

こ
の
よ
う
に
、
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
九
二
年
判
決
は
、
売
主
の
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
認
め
つ
つ
、
売
主
に
対
し
て
、
買
主
の
調

杏
費
用
に
つ
い
て
は
不
当
利
得
で
あ
る
と
し
て
そ
の
返
還
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
に
対
し
、
否
定
説
は
、
結
果
的
に
、
買
主

が
、
売
主
に
対
し
て
物
の
隠
れ
た
性
質
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
人
の
土
地
で
埋
蔵
物
を
発
見
し

た
者
は
、
そ
の
価
値
の
半
分
を
取
得
で
き
る
と
定
め
る
七
一
六
条
を
援
用
し
て
、
所
有
者
で
な
い
埋
蔵
物
発
見
者
で
さ
え
価
値
の
半
分

を
取
得
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
調
在
に
よ
っ
て
購
入
し
た
物
の
価
値
を
発
見
し
た
者
は
、
そ
の
調
脊
費
用
の
み
し
か
返
還
さ

云
8

れ
ず
、
そ
の
価
値
自
体
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
不
当
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
売
主
の
錯
誤
（
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
）

の
問
題
は
、
学
説
上
、
激
し
く
議
論
が
対
立
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

今
の
と
こ
ろ
裁
判
例
に
新
た
な
動
き
は
な
く
、
今
後
の
展
開
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
類
型

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
本
質
の
錯
誤
」
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
に
、
原
則
と

し
て
顧
慮
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
動
機
錯
誤
と
価
値
錯
誤
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
、
こ
こ
で
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
以

下
で
は
、
動
機
錯
誤
と
価
値
錯
誤
と
に
分
け
て
検
討
す
る
。

85 

動
機
錯
誤
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動
機
錯
誤
は
、
前
述
し
た
破
毀
院
民
事
部
一
九
四
二
年
判
決
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
準
則
が
確
立
し
た
が
、

そ
の
判
決
以
降
、
次
の
二
つ
の
破
毀
院
判
決
で
は
、
動
機
錯
誤
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
錯
誤
無
効
を
認
め
た
。

破
毀
院
審
理
部
一
九
四
六
年
七
月
一
七
日
判
決

(Req・̀

1
7
 
juin 
1
9
4
6
,
 
G
a
z
.
 
Pal. 
2
.
 
2
0
4
)

は
、
「
法
律
の
錯
誤
ま
た
は
事
実
の

錯
誤
は
、
両
当
事
者
の
約
束
の
主
た
る
動
機
で
、
か
つ
決
定
的
動
機
で
あ
っ
た
場
合
、
無
効
原
因
と
な
る
」
と
一
般
論
を
示
し
た
上
で
、

51巻3号

本
件
事
案
で
は
、
「
買
主

X
が
契
約
す
る
と
信
じ
た
条
件
に
係
わ
る
こ
の
共
通
錯
誤

(erreur
c
o
m
m
u
n
e
)

は
合
意
の
瑕
疵
と
な
る
」

四―

と
判
が
し
、
錯
誤
無
効
を
認
め
た
。

士
心
''"d 

そ
し
て
、
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
七
二
年
一
二
月
一
日
判
決

(Civ.
Ire, t•'mars 

1
9
7
2
,
 
Bull. 
civ. 
I

,

 
n
。
7
0
)

は
、
連
帯
保
証

人
が
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
、
保
証
契
約
の
無
効
を
主
張
し
た
事
案
に
お
い
て
、
「
保
証
約

(lil) 

束
の
主
た
る
か
つ
決
定
的
な
動
機
に
関
し
て
錯
誤
を
犯
し
た
」
と
し
て
、
契
約
の
無
効
を
認
め
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
判
決
で
は
、
「
主
た
る
か
つ
決
定
的
な
動
機
」
で
あ
れ
ば
、
動
機
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

雑足
子→

前
述
し
た
破
毀
院
審
理
部
一
八
九
八
年
判
決
が
示
し
た
枠
組
み
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
裁
判
例
で
は
、

法

動
機
錯
誤
は
原
則
と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
一
九
七
二
年
判
決
と
同
様
の
保
証
契
約
に
お
け
る
主
た
る
債
務

者
の
支
払
能
力
に
関
す
る
錯
誤
の
事
案
に
お
い
て
、
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
を
約
束
の
決
定
的
条
件
(condition
d
e
 ,
 

戸神

te
コninante)
と
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
限
り
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
に
関
す
る
錯
誤
に
よ
る
約
束
の
無
効
を
主

二叫

張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
た
裁
判
例
が
複
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
同
様
の
事
案
に
つ
い
て
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
、

契
約
の
無
効
を
認
め
た
裁
判
例
も
あ
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
動
機
錯
誤
と
し
て
錯
誤
無
効
を
認
め
た
裁
判
例
も
あ
る
も
の
の
、
判
例
は
、
依
然
と
し
て
、
動
機
錯
誤
は
顧
慮

さ
れ
な
い
と
い
う
準
則
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
例
外
的
に
、
動
機
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
あ
る
い
は
動
機
が
コ
ー
ズ
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
動
機
錯
誤
を
顧
慮
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

価
値
錯
誤

価
値
錯
誤
に
つ
い
て
も
顧
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
準
則
は
、
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
会
社
の
株
式
を
譲
り
受
け

た
者
が
、
そ
の
後
、
そ
の
会
社
の
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
錯
誤
無
効
を
主
張
し
た
事
案
に
お
い
て
、
破
毀
院
商
事

部
一
九
七
四
年
三
月
二
六
日
判
決

(
C
o
m
.
`
 
2
6
 
m
a
r
s
 
1974, 
Bull. 
civ. 

N
,
 
n
。
1
0
8
)

は
、
当
該
錯
誤
は
、
「
契
約
の
目
的
物
の
本

質
的
性
質
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
価
値
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
原
審
判
断
を
支
持

2
 

し
て
い
る
。

ま
た
、
価
値
錯
誤
は
、
給
付
に
対
価
的
不
均
衡
が
あ
る
場
合
に
起
こ
り
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
不
均
衡
に
よ
っ
て
、
錯
誤
無
効
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
も
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
九
三
年
四
月
五
日
判
決

(Civ.

1
 
re, 
5
 avr. 
1993, 
Cont., 
cone., 
cons., 
1993, 
n
。

1
4
6
)

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
質
の
錯
誤
が
拡
大
し
て
い
き
、
法
的
に
顧
慮
さ
れ
な
い
価
値
錯
誤
と
の
区
別
が
ま
す
ま
す
微
妙
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
こ
の
本
質
の
錯
誤
と
価
値
錯
誤
と
の
区
別
の
基
準
を
示
し
た
裁
判
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
プ
サ
ン
事
件
の
ベ
ル
サ
イ
ユ

控
訴
院
判
決

(Versailles,
7
 janv. 
1987, 
D. 
1987. 
4
8
5
)

で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
「
正
確
な
所
与

(
d
o
n
n
e
e
s
exactes)

に
よ
り

行
な
わ
れ
た
誤
っ
た
経
済
的
判
断
か
ら
生
じ
る
金
銭
上
の
錯
誤

(e
ヨ
e
u
r
monetaire)
と
、
物
の
性
質
上
の
価
値
(valeur
qualitative) 

に
関
す
る
錯
誤
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
示
し
た
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
ゲ
ス
タ
ン
の
見
解
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
て
い
紅
゜

こ
の
定
式
は
、
次
の
破
毀
院
商
事
部
一
九
九
一
年
一

0
月
一
日
判
決

(
C
o
m
.
,

1°'oct. 
1991, 
Bull. 
civ. 
IV, 
n
。

277)
で
も
、

明
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
用
い
ら
れ
た
。
事
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

X
は
Y
会
社
の
資
本
金
に
相
当
す
る
四
千
株

の
う
ち
、
三
九
九
四
株
を
譲
り
受
け
た
が
、

Y
会
社
は
、
す
で
に
資
産
の
ほ
と
ん
ど
を
他
の
法
人
に
譲
渡
し
て
い
お
り
、

X
は
こ
の
よ

87 

う
な
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
た
。
破
毀
院
は
、
「
会
社
の
財
産
の
大
部
分
だ
け
で
な
く
、
会
社
の



88 

目
的
の
実
現
可
能
性
や
経
済
的
活
動
を
有
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
も
失
い
、
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
収
益
性
を
失
っ
た
私
的
会
社
(so'

ciete 
privee)

を
、
現
状
を
知
っ
た
上
で

(en
conaissance 
d
e
 cause)
、
購
入
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
り
得
な
い
」
の
で
、

Y
会

社
の
こ
の
よ
う
な
現
状
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

X
は
株
式
を
購
入
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
実
で
あ
っ
た
と
し
て
、

X
の
合
意
は
、

本
質
的
性
質
に
関
す
る
錯
誤
に
よ
り
瑕
疵
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
し
、
契
約
を
無
効
と
し
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た
。

こ
の
事
案
は
、
価
値
錯
誤
で
あ
る
と
し
て
無
効
を
認
め
な
か
っ
た
先
の
破
毀
院
商
事
部
一
九
七
四
年
判
決
の
事
案
と
類
似
す
る
が
、

結
論
が
異
な
る
の
は
、
こ
の
判
決
で
は
、
誤
っ
た
事
情
に
基
づ
い
て
、
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ
る
と
解
す
る
こ
と

51巻3号

が
で
き
る
。

現
在
で
は
、
本
質
の
錯
誤
と
価
値
錯
誤
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
右
の
定
式
が
判
例
理
論
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
い
え
る
。

七
心
n-↓
E
 

合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤

雑

裁
判
例
で
は
、

二
0
世
紀
前
半
ま
で
の
裁
判
例
と
同
様
に
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
と
い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

学

――
1
0
条
の
適
用
を
受
け
な
か
っ
た
錯
誤
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
裁
判
例
が
存
在
す
る
。

法

契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤

契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
の
破
毀
院
判
決
と
し
て
は
、

の
種
類
に
関
す
る

戸

や
や
特
殊
な
事
案
に
お
い
て
、
約
定

(convention)

神

錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
と
し
て
、
契
約
の
無
効
を
認
め
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た
破
毀
院
民
事
第
三
部
一
九
八

0
年
三
月
一
八
日
判
決

（以）

(Civ. 
3
'
,
 
1
8
 
m
a
r
s
 
1
9
8
0
,
 
Bull. 
civ. 
III, 
n
。
6
5
)

が
目
侶
文
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

同
一
性
の
錯
誤
ー
価
格
に
関
す
る
錯
誤

2
 

藍）

同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
学
説
が
挙
げ
る
の
は
次
の
控
訴
院
判
決
で
あ
る
。
不
動
産
民
事
組
合
Y
(
s
o
c
i
e
t
e
civile 
i
m
 ,
 

mobiliere)

か
ら
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
購
入
す
る
意
図
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
、
そ
の
持
ち
分

(parts
social es) 
の
譲
渡
に
す
ぎ
な
か

っ
た
事
案
に
お
い
て
、
当
事
者
の
意
思
は
合
致
し
て
い
な
い
と
し
て
、
合
意
は
絶
対
無
効
で
あ
る
と
し
た
パ
リ
控
訴
院
判
決

(Paris
`
 



8
 juil. 
1
9
6
6
,
 
G
a
z
.
 
Pal. 
1
9
6
7
.
 
I. 
3
3
)

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
同
一
性
の
錯
誤
の
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
事
案
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
裁
判
例
が
、

――

1
0
条
の
錯
誤
と

は
異
な
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
説
は
同
一
性
の
錯
誤
の
問
題
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
破
毀
院
商
事
部
一
九

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

六
一
年
二
月
一
五
日
判
決

(
C
o
m
.
,
1
5
 
fev. 
1
9
6
1
,
 
Bull. c
i
v
•戸

n
。

9
1
)で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
、
購
入
し
た
ワ
イ
ン
を
送
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
電
文

(telegrame)

に
お
い
て
、
運
送
料
を
一

0

0
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
三

0
フ
ラ
ン
を
負
担
す
る
旨
を
知
ら
せ
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、
誤
っ
て
一
―
1
0
0
フ
ラ
ン
で
負
担
す
る
と
表
示
し
た

X
は、

erreur
materielle
が
あ
っ
た
と
し
て
、
運
送
料
の
負

担
に
関
す
る
合
意
の
無
効
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
控
訴
院
は
、
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
と
し
て
契
約
の
無
効
を
認
め
た
の
で
、

Y
は
上

告
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
破
毀
院
商
事
部
は
、
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
を
理
由
と
し
て
契
約
を
無
効
と
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
上

(
m
a
l
e
n
t
e
n
d
u
)

に
起
因
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
は
成
立
し
得
な
い
」
と
し
て
、
運
送
料
金

で
、
「
意
思
の
不
一
致
が
食
い
違
い

の
契
約
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
認
定
し
た
原
審
は
正
当
で
あ
る
と
し
た
。

一
九
七
三
年
―
一
月
二
八
日
判
決

(Civ.
l'°, 
2
8
 nov. 
1
9
7
3
 `
 
D. 
1
9
7
5
.
 
2
1
)

で、

栓
抜
き
の
売
買
契
約
に
お
い
て
、
千
個
五
五
0
フ
ラ
ン
の
値
段
で
あ
っ
た
が
、
買
主
は
千
個
五
五
フ
ラ
ン
で
合
意
し
た
と
誤
信
し
た
事

案
に
つ
き
、
破
毀
院
は
、
両
当
事
者
の
間
で
「
根
本
的
な
食
違
い

(
m
a
l
e
n
t
e
n
d
u
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
)
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
原
審
判
決
を

さ
ら
に
、
破
毀
院
民
事
第
一
部
に
お
い
て
も
、

破
毀
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
破
毀
院
は
、
書
き
間
違
い
に
よ
る
価
格
の
指
示
の
誤
り
に
つ
い
て
、
両
当
事
者
に
食
い
違
い

(
m
a
l
e
n
t
e
n
d
u
)

が
あ

89 

る
と
し
て
、
契
約
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
破
毀
院
は
、
新
フ
ラ
ン
と
旧
フ
ラ
ン
と
を
間
違
え
た
事
案
に
つ
い
て
も
、
通

函
竺

貨
単
位

(unite
monetaire)

に
関
す
る
錯
誤
が
あ
っ
た
と
し
て
、
契
約
の
成
立
を
否
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
価
格
に
関
す
る

錯
誤
は
、
契
約
を
瑕
疵
あ
る
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
意
思
の
合
致
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

意
思
の
合
致
を
妨
げ
る
と
い
う
の
は
、
契
約
の
成
立
レ
ベ
ル
と
し
て
の
問
題
か
、
錯
誤
レ
ベ
ル
と
し
て
の
問
題
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら



90 

面）

か
で
は
な
い
。

3
 
コ
ー
ズ
の
錯
誤

コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

蕊｝

に
あ
る
場
合
な
ど
が
多
い
。

コ
ー
ズ
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
た
事
案
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
錯
誤

51巻3号

最
近
で
は
、
次
の
よ
う
な
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
九
六
年
四
月
二
日
判
決

(Civ.

l", 
2
 
avr. 
1
9
9
6
,
 
B
u

一I.
civ. 
I
 ,
 
n
。
1
5
9
)

が
あ
る
。
事
案
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
訴
外
A
は
、
裁
判
上
の
精
算

(liquidation
judiciaire)

を
行
っ
た
。
個
別
的
訴
求
の
停

止
(suspention
d
e
s
 
poursuites 
individuelles) 
の
規
定
の
効
果
に
よ
っ
て
、

A
は
追
及
さ
れ
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
、

A
の
妻
Y

Y
に
対
し
て
、
弁
済
を
求
め
た
が
、

は、

X
会
社
に
対
し
て

A
の
債
務
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

X
は、

Y
は
錯
誤
無
効
を
主
張

士
心-n-a 

X
は
上
告
し
た
。
破
毀
院
は
、

Y
は
、
約
束
の
コ
ー
ズ
に
関
す
る
錯
誤
に
陥

し
た
。
ア
ン
ジ
ェ
控
訴
院
は

X
の
主
張
を
斥
け
た
の
で
、

雑

っ
て
お
り
、
そ
の
錯
誤
に
よ
っ
て
約
束
に
署
名
し
た
と
し
て
、
合
意
の
瑕
疵
に
よ
る
行
為
の
無
効
を
認
め
た
控
訴
院
は
正
当
で
あ
る
と

学

し

た

。

法

――

1
0
条
に
よ
り
無
効
と
な
る
と
し
て
い
る
が
、

）
の
判
決
で
は
、

――

1
0
条
を
問
題
と
し
な
い
判
決
も

コ
ー
ズ
の
錯
誤
は
、

戸

あ
り
、

コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

4 神

合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
と
e
x
c
u
s
a
b
l
e
の
要
件
の
要
否

以
上
の
よ
う
に
、

――

1
0
条
の
錯
誤
に
服
さ
な
い
錯
誤
が
、
現
在
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(excusable)

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
合
意

8

邸
）

を
阻
却
す
る
錯
誤
に
も
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
破
毀
院
に
お
い
て
重
要
な
判
断
が
示
さ
れ
た
。
破
毀
院
民
事
第
一
―
一
部

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
本
質
の
錯
誤
の
保
護
要
件
の
―
つ
で
あ
っ
た
錯
誤
が
宥
恕
さ
れ
る

一
九
九
五
年
二
月
一
日
判
決

(Civ.
3
<
,
 

l°'fev. 
1
9
9
5
,
 
B
u

一I.
c
i
v
•
日
'
n

。

3
6
)で
あ
る
。
そ
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
四
月
八
日
の
私
書
証
書

(acte
s
o
u
s
 
seing 
prive)

に
よ
っ
て
、
土
地
を
売
却
し
た
。
し
か
し
、

売
主

X
は
買
主

Y
に、



Y
は
、
私
書
証
書
の
記
載
と
は
異
な
り
、
そ
の
土
地
の
一
部
が
第
一
二
者
に
帰
属
し
、
公
道
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
区
画
で
あ
っ
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
正
式
に
売
買
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、

X
に
私
書
証
書
の
解
除
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

X
は、

反
訴
と
し
て
、
売
主
の
責
め
に
帰
す
解
除
の
宣
告
を
求
め
、
付
随
的
に
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
た
。
モ
ン
ペ
リ
エ
控
訴
院
は
、

X
は
上
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
破
毀
院
は
、
買
主
に
フ
ォ
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
書
証
書
の
無
効
を
認
め
た
の
で
、

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

そ
の
効
果
が
否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
せ
ず
に
、
両
当
事
者
は
、
同
一
の
目
的
物
に
つ
い
て
意
思
は
合
致
し
て
い
な
い
と
し
た
控

訴
院
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
同
一
性
に
関
す
る
錯
誤
に
つ
い
て
、
契
約
の
成
立
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
錯
誤
に
つ
い

て
、
本
質
の
錯
誤
の
保
護
要
件
の
―
つ
で
あ
る
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
と
い
う
要
件
は
、
適
用
さ
れ
な
い
と
し
た
。

コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
つ
い
て
も
、
破
毀
院
民
事
第
一
部
一
九
九
五
年
五
月
一

0
日
判
決

(Civ.
Ire, 
1
0
 
m
a
i
 1
9
9
5
,
 
Bull. 

civ. 
I

,

 
n
 
e
 
1
9
4
)

は
、
「
コ
ー
ズ
の
存
在
に
関
す
る
錯
誤
は
、
そ
れ
が
宥
恕
さ
れ
な
い
も
の

(inexcusable)

で
あ
っ
て
も
、
コ
ー
ズ

ふ

oo)

の
欠
如

(
d

含
u
t
)

に
よ
る
約
束
の
無
効
を
正
当
化
す
る
」
と
し
て
、
錯
誤
の
主
張
を
斥
け
た
原
審
判
決
を
破
毀
し
た
。
既
に
学
説
に

よ
っ
て
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
に
は
宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
の
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
判
決
は
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

以
上
、
こ
れ
ら
の
判
決
か
ら
、
学
説
は
、
判
例
は
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
類
型
に
は
、
錯
誤
が
宥
恕
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
(excus'

able)

と
い
う
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
判
例
が
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
を
維

持
し
、
本
質
の
錯
誤
と
異
な
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

91 

(
9
5
)
一
九
世
紀
の
学
説
は
、
双
方
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
一
方
当
事
者
が
錯
誤
に
あ
る
こ
と
に
つ
き
相
手
方
が
悪
意
(mauvaise
foi) 

で
あ
る
場
合
に
は
、
「
共
通
錯
誤

(e
コeur
c
o
m
m
u
n
e
)
」
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
共
通
錯
誤
」
の
場
合
に
お
い
て
、
錯
誤
無
効
を
認
め



92 

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
が
、
表
意
者
が
、
自
己
が
重
視
し
た
性
質
を
相
手
方
に
告
げ
な
か
っ
た
た
め
、
相
手
方
が
錯
誤
に
つ
き
善
意
(
b
o
n
n
e
foi) 

で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
一
方
的
錯
誤
の
場
合
に
お
い
て
は
、
錯
誤
無
効
を
認
め
る
こ
と
は
不
公
平
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
錯
誤

無
効
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
は
、
「
共
通
錯
誤
」
の
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
が
問
わ
れ
た
が
、
法
文
上
で
は
「
共
通
錯
誤
」
が
必
要
で

あ
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
錯
誤
は
一
方
的
錯
誤
で
も
足
り
る
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
た
。
た
だ
、
錯
誤
無
効
に
よ
っ
て
相
手
方

に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
錯
誤
者
に
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
公
平
を
図
ろ
う
と
し
た

(
G
h
e
s
t
i
n
`
 these, 
n°' 

1
3
7
 
et 
s, 
p
p
.
 
1
6
6
 
et 
s
を
参
照
）
。

(96) 

R
i
p
e
r
t
 
(
G
.
)
 et 
B
o
u
l
a
n
g
e
r
 (
J
.
)
,
 
T
r
a
i
t
e
 
d
e
 droit 
civil, 
t. 
II, 
1
9
5
7
 ̀
 n
°
1
6
9
,
 p. 
7
3
竿
F

。

(97) 

G
h
e
s
t
i
n
 ̀
 these, 
n
°
'
1
5
3
-
1
7
9
,
 
p
p
.
 
1
8
4ー

2
1
3
.

(
9
8
)
M
巴
i
n
v
a
u
d
(
P
h
.
)
,
 
D
e
 l'erreur 
s
u
r
 
la 
s
u
b
s
t
a
n
c
e
 ̀
 D
.
 
1
9
7
2
,
 
c
h
r
o
n
.
,
 
p
p
.
 
2
1
5
 
et 
s. 

)
 

M
a
l
i
n
v
a
u
d
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
°
1
1
,
 p
p
.
 
2
1
6
-
2
1
7
,
 
Ibid, 
D
r
o
i
t
 
d
e
s
 
obligations, 
7
'
e
d
.
,
 
2
0
0
1
,
 
n
 c
 8
3
,
 
p
p
.
 
6
1
-
6
2
.
 

，
 

(
9
 

u
l
O
I
)
M
g
 ea
u
d
 
(H., 
L. 
e

こ．）
et 
C
h
a
b
a
s
 
(
F
.
)
,
 
L
e
1
;
o
n
s
 
d
e
 droit 
civil, 
t. 
II, 
v. 
Fe, 
O
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 
th g
 
rie 
g
e
n
e
r
a
l
e
 ̀
 9
'
e
d
.
,
 
1
9
9
8
,
 
n
 c
 1
6
6
,
 

p
p
.
 
1
6
4ー

1
6
8
`
 S
t
a
r
c
k
 
(
B
.
)
,
 
R
o
l
a
n
d
 
(
H
.
)
 et 
B
o
y
e
r
 
(L.), 
O
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 
t. 
2, 
C
o
n
t
r
a
t
,
 
6
'
e
d
.
,
 
1
9
9
8
,
 
n
°
'
4
9
6
-
4
9
7
,
 
p
p
.
 
1
8
1
'
1
8
2
,
 

M
a
l
a
u
r
i
e
 
(
P
h
.
)
 
et 
A
y
n
e
s
 
(L.), 
D
r
o
i
t
 
civil, 
L
e
s
 
obligations, JO• 

ed., 
1
9
9
9
,
 
n
°
4
0
6
,
 
p
p
.
 
2
4
2
-
2
4
3
,
 
F
l
o
u
r
 (
J
.
)
,
 

A
u
b
e
r
t
 (
J
.
 

-
L
.
)
 

et 
S
a
v
a
u
x
 
(
E
.
)
,
 
D
r
o
i
t
 
civil ̀
 L
e
s
 obligations, 
t. 
1, 
L
'
a
c
t
e
 j
u
r
i
d
i
q
u
e
,
 
9
'
e
d
.
,
 

2000, n
°
1
9
8
 ̀
 pp
.
 
1
3
5
-
1
3
6
 ̀
 V
i
v
i
e
n
 
(
G
.
)
,
 
D
e
 l'erreur 

1
9
9
2
,
 
n
°
'
5
4
-
5
5
,
 
p
p
.
 
3
2
5ー

3
2
8• 

• 

d
e
t
e
r
m
m
a
n
t
e
 
et 
substantlelle ̀
 R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ・̀
 

(IOI)

＾^
 
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 contractuel≫ 
と
い
う
言
葉
は
、
前
掲
注

(91)
に
お
い
て
、
ア
ン
リ
・
カ
ピ
タ
ン
が
初
め
て
用
い
た
と
い
わ
れ
る

(
P
l
a
n
i
o
l
(
M
.
)
 

et 
R
i
p
 g
(
G
.
)
,
 p
a
r
 
E
s
m
a
i
n
 
(
P
.
)
,
 
T
r
a
i
t
e
 
d
e
 droit 
civil 
fran1;ais, 
t. 

N
,
 2
'
e
d
.
,
 
1
9
5
2
,
 
n
°
1
7
7
,
 
p. 
2
1
0
)

が
、
一
九
七
一
年
＇
に
ル
ス
ア

ル
ン

(
L
o
u
s
s
o
u
a
r
n
)

の
判
例
評
釈

(
R
e
v
.
trim. 
dr. 
civ., 
1
9
7
1
,
 
p
p
.
 
1
3
0
 
et 
s)

に
お
い
て
、
錯
誤
の
要
件
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
と
し
、
そ
れ
以
降
の
学
説
は
、
教
科
書
な
ど
に
お
い
て
錯
誤
の
要
件
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

盆
、
、
)

M
a
u
r
y
,
 
0
 p. 
cit., 
n
 e 2
3
,
 
p
p
.
 
5
1
4
-
5
1
5
 ̀
 M
a
r
t
y
 
(
G
.
)
 et 
R
a
y
n
a
u
d
 
(
P
.
)
,
 
D
r
o
i
t
 
civil, 
L
e
s
 
obligations, 
t. 

1, 
s
o
u
r
c
e
,
 
2
'
e
d
・
`
 
1
9
8
8
,
 
n
"
 

1
4
0
,
 
p
p
.
 
1
4
0
-
1
4
2
,
 
C
a
b
r
i
l
l
a
c
 

(R.), C
o
u
r
s
 
d
e
 
obligations, 
3
'
e
d
.
,
 
1
9
9
6
,
 
n
 c
 6
3
,
 
p
p
.
 
4
4
-
4
5
,
 
L
a
r
r
o
u
m
e
t
 
(
C
h
.
)
,
 
D
r
o
i
t
 
civil, 
t. 

3, 

L
e
s
 
obligations, 
L
e
 contrat, 
4
°
e
d
.
,
 
1
9
9
8
,
 
n
 c
 3
4
2
,
 
p
p
.
 
2
9
0
-
2
9
1
,
 
B
e
n
a
b
e
n
t
 
(
A
.
)
,
 
D
r
o
i
t
 
civil, 
L
e
s
 
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
 ̀
 7
'
e
d
.
 ｀
 
1
9
9
9
,
 
n° 

700 ,
 pp
.
 
5
7ー

5
9
笙
寸

o

(103) 

T
e
r
r
e
 ̀
 Si
m
l
e
r
 
et 
L
e
q
u
e
t
t
e
,
 
0
 p. 
cit., 
n
。
2
0
9
,
p
p
.
 
2
0
1
-
2
0
3
,
 
V
i
v
i
e
n
,
 
0
 p. 
cit., 
n'" 
5
5
 et 
s, 
p
p
.
 
3
2
8
 et 
s, 
F
a
b
r
e
-
M
a
g
n
a
n
 
(
M
.
)
,
 
D
e
 

l'obligation 
d
 ̀
 
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
 
t
h
e
s
e
 
Paris, 
L. 
G
.
 D
.
 J
.
,
 

1
9
9
2
 ̀
n
c
'
1
6
4
 et 
s, 
p
p
.
 
1
2
8
 
et 
s. 

(104) 

M
a
r
t
y
 
et 
R
a
y
n
a
u
d
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
°
1
4
0
 ̀
 p
p
.
 
1
4
0
 ,
 14
2
.
 

な
お
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
・
マ
ニ
ャ
ン
は
、
「
債
務
者
が
単
に
合

意
し
た
性
質
の
存
在
を
確
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
錯
誤
あ
る
い
は
時
と
し
て
詐
欺
を
理
由
と
し
て
、
契
約
の
無
効
が
言
い
渡
さ
れ

51巻3号土‘い一""d 
雑学法戸神



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
が
必
ず
入
手
で
き
る
性
質
を
約
束
し
た
場
合
、
こ
の
性
質
は
情
報
の
義
務
的
効
力

(effet
o
b
l
i
g
a
t
o
i
r
e
 
d
e
 
I'in for' 

m
a
t
i
o
n
)

に
よ
っ
て
、
契
約
領
域
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
性
質
の
欠
如
は
、
契
約
責
任
に
基
づ
い
て
、
と
り
わ
け
不
履
行

に
よ
る
契
約
の
解
除
に
よ
り
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
る
」
と
し
、
錯
誤
の
適
用
範
囲
と
債
務
不
履
行
責
任
の
適
用
範
囲
を
区
別
す
る
(
F
a
b
r
eー

M
a
g
n
a
n
,

o
p
.
 
cit., 
n
°
6
6
8
,
 
p
p
.
 
5
2
4
-
5
2
5
)

。

(105) 

G
h
e
s
t
i
n
 
(
J
.
)
,
 
T
r
a
i
t
e
 
d
e
 droit 
civil, 
L
e
s
 
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 
t. 
I
 ,
 L
e
 c
o
n
t
r
a
!
 
f
o
r
o
m
a
t
i
o
n
,
 
3
e
 
e
d
.
 ｀
 
1
9
9
3
,
 
n
°
5
1
8
,
 
p. 
4
1
8
.
 
~
 下'、

G
h
e
s
t
i
n
,

T
r
a
i
t
e
と
引
用
す
る
。

Ibid,
L
a
 reticence, 
le 
d
o
l
 
et 
l'erreur 
s
u
r
 
les 
q
u
a
l
i
t
e
s
 
substantielles, 
D
.
 
1
9
7
1
 `
 
c
h
r
o
n
.
,
 
n
°
1
9
,
 p. 
2
5
0
.
 

(106)

た
だ
し
、
法
律
の
錯
誤
の
場
合
は
、
法
律
の
不
知
が
重
大
な
も
の

(
g
r
o
s
s
i
e
r
e
)

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
錯
誤
無
効
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て

お
り
、
錯
誤
者
の
態
様
が
考
慮
さ
れ
て
い
た

(
G
h
e
s
t
i
n
,
these, 
n
 ̂" 
1
1
9
,
 
p
p
.
 
1
4
6
-
1
4
7
参
照
）
。

(107)

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
契
約
締
結
上
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
平
野
裕
之
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
契
約
締
結
上
の
過
失
』
理
論
素
描
ー
わ
が
国

の
議
論
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
」
法
律
論
叢
六
一
巻
四
II
五
号
(
-
九
八
八
年
）
六
六
三
頁
以
下
を
参
照
。

G101) 

D
e
m
o
g
u
e
 (R.)• 

T
r
a
i
t
e
 
d
e
s
 
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
 
e
n
 general• 

t. 
I
 ,
 1
9
2
3
,
 
n
°
2
4
5
,
 
p
p
.
 
4
0
2
 et 
s
 ̀

 
J
o
s
s
e
r
r
a
n
d
 
(L.), 
L
e
s
 
m
o
b
i
l
e
s
 
d
a
n
s
 
les 

acts 
j
u
r
i
d
i
q
u
e
s
 
d
u
 droit 
prive, 
2
e
 
ed., 
1
9
2
8
,
 
n
。
6
4
,
p. 83• 

D
a
b
i
n
 
(
J
.
)
,
 
E

コe
u
r
i
n
e
x
c
u
s
a
b
l
e
 
et 
nullite 
d
e
s
 
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s
,
 
E
t
u
d
e
s
 
d
e
 

droit 
civil, 
1
9
4
7
,
 
p
p
.
 
4
4
 et 
s, 
R
i
p
e
r
t
 (G.)• 

L
a
 r
e
g
a
l
 
m
o
r
a
l
 
d
a
n
s
 
les 
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
 
civils, 
4
e
 
ed., 
1
9
4
9
,
 
n
°
'
4
3ー

44,
p
p
.
 
7
9
 1
 81
.
 

な
お
、
一
九
四
五
年
に
始
ま
っ
た
民
法
典
改
正
作
業
に
お
い
て
も
、
錯
誤
は
宥
恕
さ
れ
な
い
も
の

(
i
n
e
x
c
u
s
a
b
l
e
)

が
保
護
要
件
の
一
っ
と
な

っ
て
い
る
。
民
法
典
改
正
作
業
に
つ
い
て
は
、
エ
ル
・
ウ
ー
ア
ン
（
山
本
桂
一
訳
）
「
民
法
典
改
正
委
員
会
の
事
業
」
ジ
ュ
リ
八
一
号
(
-
九
五
五

年
）
三
九
頁
以
下
を
参
照
。

(109)

但
し
、
シ
ョ
ベ
ル
は
、
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤
の
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
す
る

(
C
h
a
u
v
e
l

(
P
.
)
,
 
L
e
 v
i
c
e
 
d
u
 c
o
n
s
e
n
t
e
m
e
n
t
,
 
t
h
e
s
e
 
P
a
r
i
s
 
II, 

1
9
8
1
,
 
n
。
5
0
4
)

。

(110)

し
た
が
っ
て
、
抽
象
的
に
判
断
さ
れ
る
日
本
法
の
過
失
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

(lll)

抽
象
的
に
判
断
す
べ
き
と
の
見
解
も
少
数
で
は
あ
る
が
、
主
張
さ
れ
て
い
る

(
S
gi
a
u
x
 
(
A
.
)
,
 
D
r
o
i
t
 
d
e
s
 
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
,
 
2
<
 
ed., 
1
9
9
9
,
 
n
°
1
6
 

et 
n
。
6
7
,
p
p
.
 
5
8
 et 
2
5
2
,
 
V
i
v
i
e
n
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
"
 
3
2
,
 
p. 
3
2
0
)
。

(112) 

D
a
b
i
n
 `
 
o
p
.
 
cit., 
pp・

令
et
s, 
M
a
z
e
a
u
d
 et 
C
h
a
b
a
s
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
°
1
7
1
,
 
p
p
.
 
1
7
0
-
1
7
1
.
 

(113) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
T
r
a
i
t
e
 
`
 
n
°
5
2
3
,
 
p
p
.
 
4
8
4
-
4
8
8
.
 

(114)

調
査
義
務
に
つ
き
、

J
o
u
r
d
a
i
n
(
P
.
)
,
 
L
e
 d
e
v
o
i
r
 
d
e
 s
e
 
r
e
n
s
e
i
g
n
e
r
,
 
D
.
 
1
9
8
3
,
 
p
p
.
 
1
3
9
 
et 
s
を
参
照
。

(115) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
Traite, 
n
°
5
2
3
 `
 
p
p
.
 
4
8
4
 1
 48
8
.
 
ゲ
ス
タ
ン
は
、
「
錯
誤
者
の
儲
怠
は
、
当
該
錯
誤
者
が
調
査
し
え
、
か
つ
、
調
査
す
べ
き
だ
っ
た
と
き
、

錯
誤
を
宥
恕
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
し
、
営
業
財
産
の
譲
渡
の
無
効
を
否
定
し
た
ド
ウ
エ
控
訴
院
判
決

(
1
4
m
a
r
s
 
1
9
8
8
)

を
引
用
す
る
。

(116) 

S
t
a
r
c
k
,
 
R
o
l
a
n
d
 
et 
B
o
y
e
r
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
°
4
9
8
,
 p. 
1
8
2
.
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(117)

宥
恕
さ
れ
る
錯
誤
と
調
査
義
務
と
の
関
係
に
つ
き
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
・
マ
ニ
ャ
ン
は
、
宥
恕
さ
れ
な
い
錯
誤
を
調
査
義
務
違
反
と
同
視
す
る
(
F
a
b
r
e

ー

M
a
g
n
a
n
,
o
p
.
 
cit., 
n
°
'
2
5
7
 
et 
s, 
pp. 
1
9
9
 
et 
s)
。

(118)

ビ
ビ
ア
ン
は
、
「
本
質
」
の
具
体
的
判
断
説
が
、
動
機
錯
誤
や
価
値
錯
誤
が
な
ぜ
顧
慮
さ
れ
な
い
か
の
説
明
を
困
難
に
さ
せ
た
と
指
摘
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。
―

1
0
九
条
が
対
象
と
す
る
の
は
、
契
約
者
の
保
護
で
あ
り
、
一
―

1
0
条
が
対
象
と
す
る
の
は
、
契
約
の
保
護
で
あ
る
と
し

て
、
両
者
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
―

1
0
九
条
で
、
錯
誤
が
決
定
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
当
該
当
事
者
を
基
準
と
し
て
具
体
的

に
判
断
し
た
上
で
、
一
―

1
0
条
で
、
そ
の
錯
誤
が
契
約
内
容
に
か
か
わ
る
か
ど
う
か
は
、
抽
象
的
に
判
断
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
―

1
0

条
で
抽
象
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
動
機
錯
誤
や
価
値
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
説
明
で
き
る
と
す
る

(Vivien,
o
p
.
 
cit. 
｀
 
n
°
'
6
2
 
et 
s, 

pp. 
3
3
0
 et 
s)
。

(119) 

Planiol 
et 
R
i
p
e
r
t
 
p
a
r
 
E
s
m
e
i
n
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
1
8
5
,
 pp. 
2
2
3
-
2
2
4
,
 
R
i
p
e
r
t
 
et 
B
o
u
l
a
n
g
e
r
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
6
1
,
 
p. 
70. 

(120) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
these, 
n
。
66,

pp. 
6
9
-
7
1
,
 
Starck, 
R
o
l
a
n
d
 
et 
B
o
y
e
r
,
 
op. 
cit. 
｀
 
n
°
4
2
9
,
 
p. 
179, 
M
a
l
a
u
r
i
e
 
et 
A
y
n
e
s
,
 
o
p
.
 
cit., 
n" 
2
1
2
,
 
p. 

2
3
8
,
 
B
e
n
a
b
e
n
t
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
8
1
,
 p
p
.
 
5
9
-
6
0
.
 

(121) 

Terre, 
S
i
m
l
e
r
 
et 
L
e
q
u
e
t
t
e
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
2
1
,
 pp. 
1
7
8
-
1
8
0
.
 

(122) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
these 
`
 
n
°
4
8
,
 p. 
4
8
,
 
F
l
o
u
r
 `
 
A
u
b
e
r
t
 
et 
S
a
v
a
u
x
,
 0
 p. 
cit., 
n
。
2
0
4
,
p
p
.
 
1
3
9
-
1
4
0
.
 

(123) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
Traite, 
n
。
5
8
,
p. 
4
6
5
.
 

(124)

無
償
契
約
の
場
合
に
お
い
て
も
、
贈
与
に
よ
る
契
約
の
場
合
と
、
一
方
的
行
為
に
よ
る
恵
与
（
例
え
ば
遺
言
）
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
す

る
(Ghestin,
Traite, 
n
°
5
1
0
,
 p. 
4
7
4
)
。
な
お
、
恵
与
に
お
け
る
錯
誤
に
つ
い
て
は
、

G
r
e
l
o
n
(
B
.
)
,
 
L
'
e
r
r
e
u
r
 
d
a
n
s
 
les 
liberalites, 
R
e
v
.
 
trim・ 

dr. 
civ., 
1
9
8
1
,
 
p. 
2
6
一
を
参
照
。

(125)

価
値
錯
誤
に
つ
き
、

G
o
u
b
e
a
u
x
(
G
.
)
 `
 
A
 p
r
o
p
o
s
 
d
e
 I'erreur 
s
u
r
 
la 
valeur, 
E
t
u
d
e
s
 
offertes 
a
 J
a
c
q
u
e
s
 
G
h
e
s
t
i
n
,
 
2
0
0
1
,
 
pp. 
3
8
9
 et 
s
 

参
照
。

(126) 

G
h
e
s
t
i
n
 `
 
these, 
n
°
7
8
 `
 
p
p
.
 
8
8ー

89.

(127)

フ
ラ
ン
ス
法
の
無
効
は
、
絶
対
無
効

(nullite
a
b
s
o
l
u
e
)

と
相
対
無
効

(nullite
relative)

と
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
援
用
権
者
や
時

効
が
異
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
の
無
効
に
つ
き
、
木
村
常
信
「
仏
民
法
の
絶
対
無
効
と
相
対
無
効

(
-
1
二
完
）
」
産
大
法
学
六
巻
一
号
一
頁
以
下
、

二
号
(
-
九
七
二
年
）
一
頁
以
下
、
野
澤
正
充
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
『
対
抗
不
能
』
と
相
対
無
効
」
立
教
法
学
四
0
号
(
-
九
九
四
年
）
二
六

二
頁
以
下
、
鎌
田
薫
「
い
わ
ゆ
る
「
相
対
的
無
効
』
に
つ
い
て
ー
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
に
」
椿
寿
夫
編
『
法
律
行
為
無
効
の
研
究
」
（
日
本
評
論
社
、

―
1
0
0
一
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
一
―
一
七
頁
以
下
等
が
あ
る
。

(128)

絶
対
無
効
と
す
る
説
は
、

C
o
l
i
n
et 
C
a
p
i
t
a
n
t
 
p
a
r
 
Julliot 
d
e
 
la 
M
o
r
a
n
d
i
e
r
e
,
 
C
o
u
r
s
 
e
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
 
d
e
 droit 
civil 
frarn,ais, 
I
 

0
'
e
d
.
,
 
t. 

II 
,
 

1
9
5
3
,
 
n
°
'
5
4
-
5
5
,
 
pp. 
4
1
-
4
2
,
 
R
i
p
e
r
t
 
et 
B
o
u
l
a
n
g
e
r
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
1
5
2
 ̀

 
p. 
6
5
 $
'
が
右
3
る
。
知
呑
約
の
不
左
"
#
i
と
す
る
説
は
、

J
o
s
s
e
r
a
n
d

(L.), 
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C
o
u
r
s
 
d
e
 droit 
civil 
positif 
fraiぷ
,ais,
t. 
II 
,
 
3• 

ed., 
1
9
3
9
 ̀
n
8
 6
1ー
62,
pp. 
5
6ー
57.

(129) 

Planiol 
et 
Ripert 
p
a
r
 
E
s
m
e
i
n
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
7
6
,
 
pp. 
2
0
7
 et 
s, 
W
e
i
l
l
 
(
A
.
)
 et 
Terre 
(
F
.
)
,
 
Droit 
civil, 
L
e
s
 
obligations, 4• 

ed., 

1987, 
n
°
1
6
4
,
 pp. 
1
7
0
-
1
7
2
等。

(130) 

W
e
i
l
l
 
et 
Terre, 
0
 p. 
cit., 
n
°
1
6
4
,
 

~
P
·
1
7

包

7
2
.例
え
ば
、
食
い
違
い
に
気
付
い
た
当
事
者
の
一
方
が
、
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
そ
の
給

付
を
受
領
し
た
場
合
が
妥
当
す
る
と
い
う

(131)

無
効
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

Terre,
S
i
m
l
e
r
 
et 
Lequette, 
op. 
cit. ̀·n• 

"
 75
 et 
s
 
`
 pp. 
8
7
 et 
s
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

(132)

こ
の
見
解
は
、
一
九
六
八
年
一
月
三
日
法
に
よ
り
、
精
神
障
碍
者
が
な
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
民
法
四
八
九
条
二
項
に
、
そ
の
効
果
は
一
―
―
1
0
四

条
が
定
め
る
五
年
の
消
滅
時
効
に
か
か
る
無
効
訴
権
が
与
え
ら
れ
る
と
の
規
定
が
新
し
く
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
押
し
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
精
神
障
碍
者
が
な
し
た
行
為
の
無
効
は
絶
対
無
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
相
対
無
効
で
あ
る
こ
と

が
法
文
上
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
、
民
法
典
に
お
い
て
も
、
無
効
は
公
的
利
益
か
私
的
利
益
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、

学
説
で
は
、
無
効
の
保
護
利
益
に
よ
る
区
別
が
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
1
3
3
)
M
目
y
et 
R
a
y
n
a
u
d
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
4
5
,
 
pp. 
1
4
7ー

149,
M
a
l
i
n
v
a
u
d
,
 
Droit 
d
e
s
 
obligations, 
n
°
7
8
,
 
pp. 
5
8ー
5
9
•Terre, 
S
i
m
l
e
r
 
et 
L
e
 ,
 

quette, 
op. 
cit., 
n
°
2
1
8
 ̀
 p. 
182, 
Ghestin, 
Traite ̀
 n
°
4
9
5
 ̀
 pp. 
4
5
9ー

461.

(134) 

Planiol 
et 
R
i
p
e
r
t
•
P

臼

E
s
m
e
i
n
,
op. 
cit., 
n
°
1
7
6
,
 
pp. 
2
0
7
 
et 
s, 
M
a
r
t
y
 
et 
R
a
y
n
a
u
d
,
 
op. 
cit., n°145• 

pp. 
1
4
7ー

149,
M
a
l
i
n
v
a
u
d
,
 

Droit 
d
e
s
 
obligations ̀
 n°
7
8
,
 pp. 
5
8
 1
 59, 
Terre, 
S
i
m
l
e
r
 
et 
Lequett, 
op. 
cit., 
n
°
2
1
8
,
 p. 
182, 
Ghestin, 
Traite, 
n
°
4
9
5
,
 
pp. 
4
5
9ー
4
6
1

等。

(135) 

Planiol 
et 
Ripert 
p
a
r
 
E
s
m
e
i
n
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
7
6
 ̀
 pp. 
2
0
7
 et 
s. 

(136) 

G
h
e
s
t
i
n
 ̀
 Traite, n°495• 

pp. 
4
5
9
 1
 461. 

ゲ
ス
タ
ン
は
、
目
の
悪
い
人
が
眼
鏡
を
か
け
ず
に
書
面
に
サ
イ
ン
し
た
事
案
(Civ.,
4
 janv. 
1949, 

D
.
 
1949. 
135)

や
字
の
読
め
な
い
農
夫
が
保
証
人
と
な
る
書
面
に
サ
イ
ン
し
た
事
案

(Civ.

｀
 
2
5
 
m
a
i
 
1
9
6
4
 ̀
 D.
 
1964. 
2
6
2
)

に
お
い
て
、
本

質
の
錯
誤
と
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
マ
ル
テ
ィ
1
1
レ
ノ
ー
も
、
判
例
は
、
契
約
の
種
類
に
関
す
る
錯
誤
を
、
一
―

1
0
条
の
本
質
の

錯
誤
と
し
て
処
理
し
て
い
る
と
す
る

(
M
目
y
et 
R
a
y
n
a
u
d
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
4
5
,
 
pp. 
1
4
7ー

1
4
9
)
。

(137) 

S
a
v
a
u
x
 (
E
.
)
,
 
L
a
 theorie 
generale 
d
u
 contrat, 
m
y
t
h
e
 o
u
 realite? 
• 

L. 
G
.
D
.
 J
.
 `
 1997, 
n
 g
 1
6
6ー

168,
pp. 
1
3
1ー
1
3
4
~
~
\
1
照
°

(
1
3
8
)
M
唇
a
u
d
et 
C
h
a
b
a
s
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
6
1
 ̀
 pp. 
1
5
0
-
1
5
1
.
 

)
 
W
e
i
l
l
 
et 
Terre, 
0
 p. 
cit., 
n
°
1
6
4
,
 pp. 
1
7
 0
 et 
s, 
M
a
z
e
a
u
d
 et 
C
h
a
b
a
s
 ̀
 op. 
cit., 
n° 

一61,
pp. 
1
5
0
-
1
5
1
等。

，
 

(

M

)

L
日
roumet,
op. 
cit. 
｀
 
n
°
'
3
4
Q
-
3
4
I
,
 
pp. 288-290• 

C
h
a
u
v
e
l
 
(
P
.
)
 ̀
 Erreur 
substantielle, 
c
a
u
s
e
 
et 
equibre 
d
e
s
 
prestations 
d
a
n
s
 
Ies 

contrats 
synallagmatiques ̀
D
a
 
its, 
n
°
1
2
 ̀
 1
9
9
0
 ̀
 le 
contrat, 
pp. 
9
3
 et 
s. 

(
1
4
1
)
C
日
bonnier,
op. 
cit., 
n
°
4
1
,
 
p. 
98, 
M
a
r
t
y
 
et 
R
a
y
n
a
u
d
,
 
op. 
cit'疇

n
°
1
4
5
,
pp. 
1
4
7
-
1
4
9
,
 
B
e
n
a
b
c
 "
 
nt, 
op. 
cit., 
n
°
8
1
 ̀
 pp. 
6
0
-
6
1
,
 

95 



96 

F
l
o
u
r
 `
 
A
u
b
e
r
t
 
et 
S
a
v
a
u
x
 `
 
o
p
.
 
cit., 
n
°
1
9
5
,
 
p. 
1
3
2
,
 
G
h
e
s
t
i
n
,
 
Traite 
`
 
n
°
8
6
0
 `
 
p
p
.
 
8
6
0
-
8
6
1
 $1寸
o

(142) 

G
h
e
s
t
i
n
,
 
Traite, 
n
°
'
0
0
 5
9
-
8
6
0
,
 
p
p
.
 
8
5
9
-
8
6
1
.
 

ゲ
ス
タ
ン
は
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
本
質
の
錯
誤
と
同
視
す
る
見
解
に
対
し
て
、
本
質
の
錯
誤

は
、
契
約
当
事
者
が
追
求
し
た
目
的

(fin)

に
か
か
わ
る
錯
誤
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
コ
ー
ズ
の
錯
誤
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
考
え

方
で
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
反
対
給
付
を
意
味
す
る
コ
ー
ズ
や
当
事
者
の
動
機
を
意
味
す
る
コ
ー
ズ
を
区
別
す
る
こ
と
と
な
り
、
コ
ー
ズ
概

念
が
多
様
か
つ
曖
昧
に
な
る
と
指
摘
す
る
。

(143)

例
え
ば
、

Terre,
S
i
m
l
e
r
 
et 
L
e
q
u
e
t
t
e
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
3
3
0
,
 
p
p
.
 
3
2
9
-
3
3
0
.
 

(144)

こ
の
よ
う
な
判
例
の
傾
向
を
、
本
質
の
錯
誤
の
「
帝
国
主
義

(
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
e
)
」
と
皮
肉
る
者
も
い
る

(
L
o
u
s
s
o
u
a
n

二
Y
.
)
,
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ. ｀
 

1
9
6
9
,
 
p. 
5
5
6
)
。

(145)

建
築
土
が
都
市
計
画
を
知
ら
ず
、
建
物
を
建
設
で
き
な
か
っ
た
事
案

(Civ.

I"', 
2
 m
a
r
s
 
1
9
6
4
,
 
Bull. 
civ. 
I

,

 
n
°
1
2
2
)
、
運
送
業
者
が
、
購

入
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
予
定
し
て
た
メ
ー
カ
ー
の
も
の
で
な
か
っ
た
事
案

(Civ.
I"', 

2
7
 j
u
i
n
 
1
9
7
3
,
 
Bull. 
civ. 
I
,
 
n
。
2
2
1
)
、
婦
人
服
製
造
会
社

が
衣
服
用
の
布
地
を
買
う
つ
も
り
が
、
室
内
装
飾
用
の
布
地
を
買
っ
た
事
案

(
C
o
m
.
,
4
 juil. 
1
9
7
3
,
 
D
.
 
1
9
7
4
.
 
5
3
8
)

等
で
、
錯
誤
の
主
張
が
斥

け
ら
れ
て
い
る
。

(146) 

C
i
v
.
 3•, 

2
7
 n
o
v
.
 
1
9
7
9
,
 
Bull. 
civ. 
ill 
`
 
n
°
2
1
5
.
 

(147)

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

X
会
社
は
、

Y
を
取
締
役

(directeur)

と
し
て
雇
っ
た
が
、

Y
は
破
産
し
た
会
社
の
社
長
で
あ
っ
た
こ

と
が
後
に
判
明
し
た
。

X
会
社
は

Y
を
解
任
し
た
と
こ
ろ
、

Y
は
違
約
金
等
の
支
払
い
を
求
め
た
。
そ
こ
で

X
会
社
は
錯
誤
に
よ
る
契
約
の
無
効

を
主
張
し
た
。
破
毀
院
は
、
契
約
の
無
効
を
認
め
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
控
訴
院
判
決
を
破
毀
し
、
パ
リ
控
訴
院
へ
移
送
し
た
。

(148)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
批
判
が
強
い

(
C
o
u
t
u
r
i
e
r
(
J
.
 

P
.
)
,
 
L
a
 resistible 
a
s
c
e
n
s
i
o
n
 
d
u
 d
o
u
t
e
 
(
q
u
e
l
q
u
e
s
 
r
e
f
l
e
x
i
o
n
s
 
s
u
r
 
l'affaire 

P
o
u
s
s
i
n
)
,
 
D
.
 
1
9
8
9
,
 
c
h
r
o
n
.
 ｀
 
2
3
,
 
M
e
s
t
r
e
 (
J
.
)
,
 

R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ., 
1
9
8
9
,
 
2
9
5
竿
F
)

。

(149)

芸
術
品
の
売
買
契
約
に
お
い
て
は
、
一
九
八
一
年
三
月
三
日
の
デ
ク
レ

(
D
e
c
r
e
t
n
°
8
1
-
3
5
5
,
 
d
u
 3
 m
a
r
s
 
1
9
8
1
 `
 
D
.
 
L. 
p. 
1
5
7
)

に
よ
り
、

記
載
の
意
味
に
つ
い
て
、
明
確
な
基
準
が
お
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
画
家
の
絵
と
い
う
記
載
は
、
そ
の
真
作
性
が
契
約
内
容
に
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
あ
る
画
家
の
流
儀
に
お
い
て

(
d
a
n
s

le 
g
o
u
t
)

と
い
う
記
載
や
あ
る
画
家
の
作
品
と
さ
れ
る

(attribue)

等
の
記
載
は
、

そ
の
真
作
性
が
契
約
内
容
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
デ
ク
レ
以
前
は
、
慣
習
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
た

(
C
h
a
t
e
l
a
i
n
(
J
.
)
,
 

L
'
o
b
j
e
t
 

d'art, 
o
b
j
e
t
 
d
e
 droit, 
E
t
u
d
e
s
 
Flour, 
1
9
7
9
,
 
p
p
.
 
7
5
 
et 
s) 0
 

(
1
5
0
)四宮
I
I
能
見
•
前
掲
注

(
1
1
)
一
九
九
頁
参
照
、
磯
村
保
「
目
的
物
の
瑕
疵
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
」
磯
村
保
1
1
鎌
田
薫
I
I

河
上
正
二
1
1

中
舎
寛
樹

著
『
民
法
ト
ラ
イ
ア
ル
教
室
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）
―
―
―
二
三
頁
。

(151)

破
毀
院
民
事
部
一
九
三

0
年
―
一
月
一
七
日
判
決

(Civ.,

1
7
 
n
o
v
.
 
1
9
3
0
,
 
S. 
1
9
3
2
.
 
I. 
1
7
)

は
、
相
続
す
る
権
利
が
、
完
全
な
所
有
権
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ず
、
虚
有
権
で
あ
る
と
誤
信
し
て
相
続
放
棄
し
た
事
案
に
お
い
て
、
自
己
の
給
付
に
関
す
る
錯
誤
を
肯
定
し
て
い
る
。
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(152) 

F
l
o
u
r
 ̀
 Au
b
e
r
t
 
et 
S
a
v
a
u
x
,
 
0
 p. 
cit., 
n
°
1
9
9
 ̀
 pp. 
1
3
6ー

137,
G
h
e
s
t
i
n
,
 
Traite, 
n
 
0
 

5
1
5
,
 
pp. 
4
7
 00 -
4
8
0
,
 
M
a
z
e
a
u
d
 et 
C
h
a
b
a
s
,
 
o
p
.
 
cit., 
n
 ̂） 

163, 
p
p
.
 162-163~ 

守°

(
1
5
3
)
C
ビ
b
o
n
n
i
e
r
`
 op. 
cit., 
n
°
4
 
00 ,
 p. 
110, 
Fourinier, 
L
a
 protection 
d
e
s
 
parties 
d
a
n
s
 
!es 
v
e
n
t
e
s
 
d'antiqites 
et 
d'objets 
d'art, 
these 
D
i
'
 

jion, 
1
9
3
6
,
 
p
p
.
 
7
1
 
et 
s, 
M
a
l
a
u
r
i
e
 
et 
A
y
n
e
s
,
 0
 p. 
cit., 
n
°
4
 09
`
 
p. 
2
4
5
,
 
F
a
b
r
eー

M
a
g
a
n
,
op. 
cit., 
n
°
'
1
9
0
-
1
9
3
,
 
p
p
.
 
1
5
2ー

1
5
7

:lilr0 

(
1
5
4
)
C
臼
b
o
n
n
i
e
r
,
0
 p. 
cit., 
n
°
4
8
,
 p. 
110. 

(155) 

Chatelain, 
op. 
cit., 
p. 
6
3
,
 
F
a
b
r
e
-
M
a
g
n
a
n
 ̀
 op
.
 
cit., 
n
°
'
1
9
9
 et 
s, 
p
p
.
 
1
6
2
 
et 
s. 

(156) 

T
o
u
r
n
a
f
o
n
d
 
(0.), 
D
.
 
1
9
9
1
,
 
s
o
m
m
.
,
 
pp. 
1
6
0ー

161.

(157) 

M
a
l
a
u
r
i
e
 
et 
A
y
n
e
s
,
 
op. 
cit. 
｀
 
n
°
4
0
9
,
 
p. 
2
4
5
.
 

(158) 

F
a
b
r
e
-
m
a
g
n
a
n
,
 
op. 
cit., 
n
"
'
2
2
7
 
et 
s, 
pp. 
1
8
2
 
et 
s. 

(159)

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

X
は
Y
か
ら
と
う
も
ろ
こ
し
を
買
い
受
け
た
。

X
は
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
て

い
な
か
っ
た
。
引
渡
し
の
前
に
、
ド
イ
ッ
当
局
が
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
戦
利
品

(prise
d
e
 la 
g
u
e
r
r
e
)

と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
た
め
、

X
は
Y

か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

X
は
Y
に
対
し
て
、
売
買
の
無
効
と
代
金
の
返
還
を
求
め
た
。

(160)

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

X
は
A
夫
婦
の
連
帯
保
証
人
と
な
っ
た
が
、
連
帯
保
証
人
と
な
る
前
に
既
に

A
夫
婦
の
経
済
状
況
は
逼

迫
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

A
夫
婦
は
破
産
宣
告
を
受
け
た
。
そ
こ
で

X
は
連
帯
保
証
契
約
に
お
い
て
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
に
つ
い
て
錯

誤
が
あ
っ
た
と
し
て
、
債
権
者
Y
と
の
保
証
契
約
の
無
効
を
求
め
た
。

(161) 

C
i
v
.
 
l'°, 
2
5
 g
 t. 

1
9
7
7
,
 
Bull. 
civ. I
 
`
 n
°
3
8
 00 ,
 C
i
v
.
 
lre ̀
 2
0
 m
a
r
s
 
1
9
8
9
,
 
Bull. 
civ. 
I
 

`
 n
°
1
2
7
 :Ill寸
o

(162)

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

X
は
、
一
九
八
三
年
三
月
八
日
に
、

Y
か
ら
、
―
二
三
七

0
フ
ラ
ン
で
中
古
車
を
買
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

車
の
商
品
価
値
は
、
七
0
0
0
フ
ラ
ン
か
ら
七
五
0

0
フ
ラ
ン
し
か
な
い
こ
と
が
判
り
、

X
は、

Y
に
対
し
て
、
売
買
契
約
の
解
除

(
r
g
olution) 

を
主
張
し
た
。
エ
ク
サ
ン
ー
プ
ロ
バ
ン
ス
控
訴
院
は
、
そ
の
車
の
代
金
が
非
常
に
安
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

Y
に
、
売
買
代
金
の
一
部
の
返
還

と
損
害
賠
償
の
支
払
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
破
毀
院
は
、
控
訴
院
が
、
売
買
時
に
瑕
疵
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
判

示
し
、
ま
た
、
価
値
錯
誤
は
売
買
の
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
控
訴
院
は
法
文
を
侵
し
た
と
し
て
、
控
訴
院
判
決
を
破
毀
し
た
。

(163) 

M
e
s
t
r
e
,
 
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
civ ., 
1
9
 00 
7, 
p. 
7
3
9
,
 
M
a
z
e
a
u
d
 et 
C
h
a
b
a
s
,
 
op. 
cit., 
n
°
1
6
5
,
 p
p
.
 
1
6
3
-
1
6
4
.
 

(164)

事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

X
は
Y
に
土
地
を
譲
渡
し
た
。
同
時
に
、

X
は
Y
か
ら
土
地
整
備
お
よ
び
農
地
開
発
会
社

(
s
g
iete 
d
'
a
m
e
r
a
g
e
 ,
 

m
e
n
t
 
foncier 
et 
d
'
e
t
a
b
l
i
s
s
e
m
e
n
t
)

が
優
先
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
停
止
条
件
の
下
で
、
別
の
土
地
を
譲
り
受
け
た
。
し
か
し
、
優
先
権
は
行

使
さ
れ
た
の
で
、

X
は
錯
誤
、
詐
欺
を
理
由
と
し
て
当
該
契
約
の
無
効
を
求
め
た
。
控
訴
院
は
請
求
を
認
容
し
た
の
で
、

Y
は
上
告
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
破
毀
院
は
、
法
形
式
上
、
当
事
者
は
当
該
契
約
を
交
換
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
同
じ
日
に
、
同
じ
公
証
人
の
前
で
署
名
さ
れ

た
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
並
立
す
る
売
買

(
v
e
n
t
e
c
o
n
c
o
m
i
t
a
n
t
s
)

の
二
つ
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、

X
は
合
意
の
種
類
に
関
す

97 
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る
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
と
し
て
、
契
約
の
無
効
を
認
め
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た
。

(165)

但
し
、
ゲ
ス
タ
ン
は
、
錯
誤
は
権
利
の
性
質
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
質
の
錯
誤
で
あ
る
と
し
て
、
本
判
決
を
批
判
す
る

(
G
h
e
s
t
i
n
,

Traite, 

n
°
4
9
5
,
 p
p
.
 
4
5
9
-
4
6
1
)
。

(166)

破
毀
院
商
事
部

(
C
o
m
・
,

1
4
 j
a
n
v
.
 
1
9
6
9
 `
 
Bull. 
civ. 
VI, 
n
°
1
3
)

は、

X
は
旧
フ
ラ
ン
で
支
払
う
と
考
え
、

Y
は
新
フ
ラ
ン
で
の
支
払
い
を

求
め
た
事
案
に
つ
き
、
価
格
を
定
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
通
貨
単
位

(unite
m
o
n
e
t
a
i
r
e
)

に
関
わ
る
錯
誤
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

X
の
コ
ン
サ

ン
ト
マ
ン
は
根
本
的
な
錯
誤

(e
コe
u
r
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
e
)

に
よ
っ
て
瑕
疵
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
し
て
契
約
を
無
効
と
し
、

Y
の
主
張
を
認
め

な
か
っ
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た
。

(167)

な
お
、
最
近
、
控
訴
院
判
決
で
は
あ
る
が
、
パ
リ
控
訴
院
判
決

(
P
包
s,

1
5
 sep. 
1
9
9
5
,
 
D. 
1
9
9
5
,
 
IR. 
2
1
9
)

は
、
「
価
格
に
関
す
る
錯
誤
は
、

不
注
意
に
よ
る
誤
っ
た
価
格
の
指
示
や
根
本
的
な
食
違
い

(
m芸
e
n
t
e
n
d
u
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
)

に
基
づ
く
と
き
は
、
そ
の
錯
誤
は
無
効
原
因
と
な
り
得

る
」
と
し
て
、
錯
誤
に
よ
る
無
効
を
認
め
て
い
る
。

(168) 

C
i
v
.
 
l"', 
11 
d
e
e
.
 
1
9
9
0
,
 
Bull. 
civ. 
I
 

`
 
n
°
1
2
7
 `
 
C
o
m
.
,
 
10 
g
 
t. 

1
9
9
5
,
 
Bull. 
civ. 

N
,
 n
°
2
2
3
.
 
~
.
.
q、
フ
ラ
ン
ス
辻
安
り
但
企
証
劫
k鉛
心
と
廷
咋

誤
の
関
係
に
つ
い
て
、
山
下
純
司
「
保
証
意
思
と
錯
誤
の
関
係
」
学
習
院
大
学
法
学
会
雑
誌
三
六
巻
二
号
（
二

0

0
一
年
）
七
三
頁
以
下
を
参
照
。

(169)

既
に
、
下
級
審
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
の
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

(
T
G
I
.
Paris, 
2
6
 j
u
i
n
 
1
9
7
9
,
 
D. 
IR. 
p. 
2
6
3
)
。

(170)

事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

X
会
社
は
、

Y
会
社
と
の
間
で
、
一
括
し
て
報
酬
を
支
払
い
、
行
政
上
、
司
法
上
、
経
済
上
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
る
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、

Y
会
社
の

A
が、

X
会
社
の
代
表
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

X
会
社
の
経
営
が
悪
化
し
、

X
会
社
は
倒
産

し
た
。

Y
は、

X
に
対
し
て
、

A
の
退
職
金
を
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

X
は
、
経
営
の
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
、
無
能
な
管
理
職
を
置

い
た
こ
と
に
よ
り
、

Y
は
契
約
上
の
債
務
を
欠
い
て
い
る
と
主
張
し
た
。

(171) 

M
e
s
t
r
e
,
 
R
e
v
.
 
trim. 
dr. 
c
i
v
 ., 

1
9
9
5
,
 
p. 
8
7
8
.
 

第
五
章

フ
ラ
ン
ス
法
の
分
析
と
日
本
法
へ
の
示
唆

以
上
、

フ
ラ
ン
ス
錯
誤
法
の
展
開
を
見
て
き
た
が
、
本
章
に
お
い
て
は
、
そ
の
検
討
結
果
を
要
約
し
つ
つ
、
日
本
法
の
解
釈
に
と
っ

て
示
唆
を
与
え
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



錯
誤
の
諸
類
型

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
錯
誤
の
一
般
規
定
は
本
質
の
錯
誤
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
の
本
質
に
関
す
る
錯
誤
を
一
―

1
0

条
一
項
で
、
人
の
本
質
に
関
す
る
錯
誤
を
同
条
二
項
で
規
定
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
本
質
の
錯
誤
以
外
に

も
、
判
例
•
学
説
上
、
契
約
の
種
類
の
錯
誤
、
物
の
同
一
性
の
錯
誤
お
よ
び
コ
ー
ズ
の
錯
誤
等
の
類
型
が
伝
統
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

一
九
世
紀
以
来
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤

(e
コe
u
r
obstacle)

と
し
て
、

こ
れ
ら
の
錯
誤
は
、

1
0
条
で
規
定
さ
れ
る
錯
誤
と

は
別
個
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
不
要
で
あ
る
と
し
て
、

ば
足
り
る
と
す
る
見
解
も
存
す
る
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
学
説
上
、
本
質
の
錯
誤
と
は
区
別
さ
れ
た
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯

――

1
0
条
の
み
で
処
理
す
れ

誤
類
型
の
存
在
意
義
を
認
め
る
と
す
る
考
え
方
が
な
お
有
力
で
あ
り
、
ま
た
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
本
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
要
求
さ

れ
る
e
x
c
u
s
a
b
l
e
と
い
う
要
件
が
、
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
に
は
問
題
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
、
後
者
を
一
―

1
0
条
に
定
め

る
本
質
の
錯
誤
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
る
に
、
こ
の
合
意
を
阻
却
す
る
錯
誤
と
は
、
コ
ー
ズ
の
錯
誤
を
措
く
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
意
思
欠
訣
錯
誤
（
表

示
錯
誤
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
錯
誤
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
、
か
つ
て
は
、
意
思
欠
鋏
錯
誤
と
動
機

錯
誤
が
区
別
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
て
は
、
意
思
表
示
の
心
理
学
的
な
分
析
に
し
た
が
っ
て
錯
誤
類
型
を
区
別
し

た
ド
イ
ツ
学
説
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
心
理
学
的
分
析
に
対
し
て
は
批
判
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
よ
う
に
、
意
思
表
示
の
心
理
学
的
な
分
析
手
法
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
法
制
度
の
下
に
あ
っ
て
も
、

本
質
の
錯
誤
と
意
思
欠
訣
錯
誤
と
を
機
能
的
に
区
別
す
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
こ
と
は
、
両
類
型
の
区
別
が
意
思
表
示
の
心
理

学
的
分
析
の
当
否
を
超
え
た
、
よ
り
実
質
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
議
論
に
お
い
て
も
、
意
思
欠

鋏
錯
誤
と
動
機
錯
誤
を
区
別
し
て
論
ず
る
こ
と
が
不
要
と
す
べ
き
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。
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フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
本
質
の
錯
誤
と
し
て
保
護
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、
「
契
約
に
入
っ
て
い
る

(entre 
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 

ま
た
、
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contractuel)
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
意

思
欠
鋏
錯
誤
の
場
合
に
は
、
契
約
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
余
地
が
な
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
意
思
欠
鋏

錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
を
等
質
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
疑
問
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
わ
が
国
の
議
論
で
は
、
意
思
の
不
合
致
は
契
約
の
不
成
立
の
問
題
と
し
て
、
錯
誤
の
問
題
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ

51巻3号

ン
ス
の
議
論
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
錯
誤
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
契
約
不
成
立
の
問
題
と
し
て
も
処
理
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
錯
誤
と
契
約
不
成
立
の
関
係
に
つ
い
て
一
貫
し
た
立
場
が
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
問
題
自
体
が
あ
ま
り
明
確

に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
錯
誤
と
契
約
の
不
成
立
を
区
別
す
る
考
え
方
が
、
ド
イ
ツ
法

の
そ
れ
と
共
通
し
、
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
法
と
の
相
違
を
示
す
点
と
い
え
る
。

士
じm-a 

性
質
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
関
係

雑

次
に
、
性
質
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
要
す
る
。
日
本
法
で
は
、
こ
れ
ま
で

一
般
に
は
、
性
質
錯
誤
は
動
機
錯
誤
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
議
論

学法

に
お
い
て
当
然
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
性
質
錯
誤
は
、
そ
れ
が
動
機
錯
誤
で
あ
る
か
を
問
題
と
さ
れ
る

戸

こ
と
な
く
、
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
錯
誤
の
一
っ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
一
九
世
紀
の

神

学
説
に
つ
い
て
当
て
は
ま
る
。
も
っ
と
も
、
既
述
の
よ
う
に
、
現
在
に
お
い
て
は
、

――

1
0
条
で
規
定
さ
れ
る
本
質
の
錯
誤
は
広
く

解
さ
れ
、
性
質
錯
誤
と
動
機
錯
誤
と
の
境
界
が
微
妙
と
な
っ
た
結
果
、
性
質
錯
誤

(11
本
質
の
錯
誤
）
を
動
機
錯
誤
の
―
つ
の
場
合
と

し
て
捉
え
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
説
の
主
流
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
同
条
に
い
う
「
本
質

(substance)
」
に
関
わ
っ
て
い

る
か
否
か
を
喧
視
し
、
「
本
質
」
に
は
当
た
る
と
は
い
え
な
い
動
機
錯
誤
の
ケ
ー
ス
を
一
―

1
0
条
に
よ
る
保
護
の
対
象
外
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
法
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
、
広
義
の
動
機
錯
誤
を
属
性
錯
誤

(11
性
質
錯
誤
）
と
狭
義
の
動
機
錯
誤
と
に
区
別

し
、
そ
の
保
護
要
件
を
別
異
に
解
す
る
と
い
う
立
場
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。



こ
の
よ
う
な
性
質
錯
誤
•
動
機
錯
誤
の
区
別
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
と
日
本
法
の
相
違
は
、
価
値
錯
誤
の
処
理
に
つ
い
て
も
明
確
に

現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
で
は
、
価
値
錯
誤
は
、
動
機
錯
誤
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
顧
慮
さ
れ
な
い

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
錯
誤
が
保
護
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
点
で
は
共
通

と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

す
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
価
値
錯
誤
が
動
機
錯
誤
で
あ
る
と
い
う
点
に
で
は
な
く
、

レ
ジ
オ
ン

（
一
―
―
八
条
）
と
の
関
係
に
求
め
ら

錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

れ
る
こ
と
、
先
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
、
動
機
錯
誤
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
異
な
る
も
の
と
い
え
る
。

顧
慮
さ
れ
る
動
機
錯
誤
の
要
件
の
問
題

し
か
し
、
性
質
錯
誤
•
動
機
錯
誤
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
議
論
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
性
質
錯
誤
が
顧
慮

さ
れ
る
た
め
の
要
件
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
動
機
錯
誤
保
護
の
要
件
に
関
す
る
議
論
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
も
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
顧
慮
さ
れ
る
性
質
錯
誤

(11
本
質
の
錯
誤
）
と
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
と
の
関
係
は
、
わ
が
国
の

議
論
に
お
け
る
、
顧
慮
さ
れ
る
動
機
錯
誤
と
顧
慮
さ
れ
な
い
錯
誤
と
の
関
係
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
学
説
で
は
、
錯
誤
の
対
象
が
「
契
約
領
域
に
入
っ
て
い
る

(entre 
d
a
n
s
 
le 
c
h
a
m
p
 
contractuel)
」
こ
と
を
本
質
の

錯
誤
の
保
護
要
件
の
一
っ
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
要
件
の
内
容
と
し
て
、
当
事
者
の
認
識
で
足
り
る
か
、
あ
る
い
は
合
意

が
あ
っ
た
と
い
え
る
こ
と
ま
で
必
要
か
と
い
う
点
で
、
見
解
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
を

要
す
る
の
は
、
そ
こ
に
い
う
「
認
識
」
な
い
し
「
認
識
可
能
性
」
と
い
う
こ
と
の
中
身
で
あ
る
。
そ
の
定
式
の
文
言
か
ら
だ
け
判
断
す

フ
ラ
ン
ス
学
説
に
お
け
る
認
識

る
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
認
識
可
能
性
説
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

可
能
性
と
は
、
当
該
錯
誤
事
項
が
「
契
約
内
容
」
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
の
判
断
の
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
一

方
の
認
識
可
能
性
の
み
を
問
題
と
す
る
わ
が
国
の
学
説
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
「
契

101 

約
内
容
」

で
あ
る
か
否
か
が
、
顧
慮
さ
れ
る
動
機
錯
誤
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
区
別
す
る
決
定
的
基
準
で
あ
る
と
い
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
本
質
の
錯
誤
の
保
護
要
件
と
し
て
、
錯
誤
が
「
宥
恕
さ
れ
る

さ
ら
に
、

(
e
x
c
u
s
a
b
l
e
)
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
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要
で
あ
り
、
錯
誤
が
「
宥
恕
さ
れ
る
」
と
は
、
錯
誤
者
に
フ
ォ
ー
ト

(faute)

が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ま
ず
、
こ
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
、
当
該
当
事
者
の
年
齢
や
職
業
、
経
験
な
ど
を
考
慮
し
て
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
で

の
抽
象
的
軽
過
失
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

フ
ォ
ー
ト
が
過
失
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
し
て
も
、
日
本
法
の
解
釈
と
し
て
、
契
約
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
要
件
と
過
失
類
似
の
要
件
と
を
同
時
に
要
求
す
る
こ
と

51巻3号

つ
ま
り
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
錯
誤
か
ど
う
か
が
契
約
内
容
に
な
っ
た
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
契
約
締
結
の
際
に
錯
誤
に
関
わ
る
過
失
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
契
約
の
内
容
に
入
る
か
ど

う
か
の
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
判
断
さ
れ
て
お
り
、
契
約
の
解
釈
を
通
じ
て
契
約
の
内
容
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

(m} 

錯
誤
が
excusable
で
あ
っ
た
か
否
か
は
も
は
や
問
題
と
な
ら
な
い
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
フ
ラ
ン

が
適
合
的
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

±
じ
弓

a

ス
法
の
議
論
に
は
こ
の
両
者
の
要
件
の
関
係
に
つ
き
、
な
お
不
透
明
な
と
こ
ろ
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

雑

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
錯
誤
に
つ
い
て
「
宥
恕
さ
れ
る
」
と
い
う
要
件
を
採
り
い
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
留
保
が
必
要

学

で
あ
る
が
、
合
意
内
容
如
何
に
よ
っ
て
錯
誤
の
保
護
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い
う
点
は
、
最
近
の
わ
が
国
の
学
説
が
主
張
す
る
と
こ
ろ

法

と
同
じ
方
向
に
向
か
う
も
の
で
あ
り
、
意
思
表
示
の
心
理
学
的
な
分
析
と
は
異
な
っ
て
、
当
事
者
の
合
意
内
容
に
着
目
す
る
点
で
、
考

戸

え
方
を
共
通
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。

神

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
基
準
を
立
て
る
場
合
に
、
合
意
内
容
と
物
の
性
質
や
そ
の
他
の
事
実
関
係
の
不
一
致
・
不
適
合
を
、
合
意

の
瑕
疵
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
て
錯
誤
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
合
意
に
対
応
す
る
履
行
が
な
さ
れ
な
い
と
い
う
点
を
捉

え
て
、
契
約
責
任
の
問
題
と
し
て
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
数
存
す
る
。
例
え
ば
、
給
付
義
務
は
い
か

な
る
範
囲
に
及
ぶ
か
、
瑕
疵
担
保
責
任
と
一
般
債
務
不
履
行
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
瑕
疵
担
保
責
任
と
性
質
錯
誤
の
関

｛匹

係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
等
の
問
題
は
、
法
律
行
為
・
意
思
表
示
論
と
契
約
責
任
の
関
係
を
整
序
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
問
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
本
論
文
で
扱
い
う
る
範
囲
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
検
討
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。



錯誤論の再検討ーフランス法を手がかりとして一

(172)

こ
れ
は
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
議
論
に
お
い
て
、
隠
れ
た
る
瑕
疵
を
決
め
る
際
に
、
契
約
の
解
釈
の
問
題
と
し
て
決
ま
っ
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、

買
主
の
善
意
•
無
過
失
と
い
う
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
採
る
も
の
と
し
て
、
潮
見
•
前
掲

注

(
2
5
)
三
0
六
頁
以
下
、
磯
村
保
•
前
掲
注

(
1
5
0
)

三
―
二
頁
。

(173)

錯
誤
と
瑕
疵
担
保
責
任
の
競
合
の
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
例
は
、
一
時
、
瑕
疵
担
保
訴
権
し
か
買
主
に
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い

た
も
の
の
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)
、
そ
の
後
、
買
主
に
両
訴
権
の

選
択
権
を
認
め
て
い
る

(Civ.

3', 
1
8
 
m
a
i
,
 
1
9
 00 
8, 
Bull. 
c
i
v
•戸

n。

9
6
)。し
か
し
、
最
近
、
瑕
疵
担
保
訴
権
の
み
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
す

る
裁
判
例
も
現
れ
て
お
り

(Civ.

I", 
1
4
 
m
a
i
 
1
9
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9
)
、
今
後

の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
の
動
向
に
つ
き
、
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唸
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
錯
誤
と
瑕
疵
担
保
責
任
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

野
村
豊
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「
錯
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と
瑕
疵
担
保
に
つ
い
て
」
学
習
院
大
学
法
学
部
研
究
年
報
＾
一
号
（
一
九
七
六
年
）
三
三
頁
以
下
、
森
田
宏
樹
「
瑕
疵
担
保
責

任
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
（
三
）
」
法
協
一
〇
八
巻
五
巻
(
-
九
九
一
年
）
一
六

0
頁
1
―
七
四
頁
が
あ
る
。

（二

0
0
1
年
八
月
脱
稿
）

103 




